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４月12日から14日にかけて、SPring-8のサイトで

二年ぶりとなるAPS－ESRF－SPring-8三極会合が

開催され、第三世代の三大大型放射光施設からおよ

そ180名の参加者があり（今回、特別に招待された

DESYのPETRAⅢからの参加者を含む）、各施設の

現状や将来計画などについて活発な議論が行われま

した。その詳細は、本誌「SPring-8 利用者情報」

でも紹介があると思いますので割愛しますが、各極

がお互いにもっとも関心を示したのは、成熟期を迎

えようとしている各施設の、リニューアル、アップ

グレード等の将来計画でした。ご承知のように、現

在世界中で中規模ではあるが最新の技術を取り入れ

て、先行の大型施設に引けをとらない性能を発揮し

つつある放射光施設の建設が盛んに行われていま

す。これ自体は放射光の有用性が世界に広く認識さ

れてきた証で、歓迎すべきことでありますが、他方

で放射光の世界も一段と激しい競争の時代に入りつ

つあり、うかうかしていると日本も経済などと同様

に世界のトップランナーから滑り落ちてしまう恐れ

なしとしません。

このような中で、SPring-8でも10年後を見据えた

大改修計画の検討が進められており、昨年６月には

その検討状況を利用研究者の方々と共有するための

第一回シンポジウムが開催されました。また、

SPring-8のサイトでは今年度中にはXFELが完成

し、光科学の全く新しいページが開かれようとして

います。これらは、SPring-8のサイトを世界の光科

学の中で、文字通りThe Best and Brightest に保ち

続けたいという施設者側の努力の現われです。今後

ともJASRIは理化学研究所とともに、SPring-8の高

度化を強力に推し進めて参ります。

他方で、施設者側のこの努力は、ひとえにSPring-8

で展開される利用研究も The Best and Brightest

であって欲しい、と願ってのことであります。もち

ろん、いきなり全てのユーザーがそうであることは

望めませんし、まずは放射光科学の裾野を広げ、新

しいユーザーを開拓し、その中から世界最高性能の

放射光を最大限に活かした利用成果が出て来ること

を期待する訳ですが、少なくとも利用研究は常にそ

れを目指すものであって欲しいと願っています。

この点で、今回の三極会合に出席しての感想は、

残念ながらSPring-8の利用成果はESRFやAPSのそ

れに比して今一歩と言わざるを得ない感がありまし

た。特に、材料評価などにSPring-8を活発に利活用

して成果を挙げつつある産業利用に比べて、学術面

での利用成果が他の施設に比べて必ずしも十分とは

いえない印象を受けました。昨年の事業仕分けでも、

国民の税金によって支えられているSPring-8はこれ

まで以上に目に見える形での成果を挙げることが求

められた訳ですが、そのためには利用研究の８割を

占める学術利用面で世界が刮目してみる成果を出し

続ける必要があります。JASRIでは選定委員会の先

生方の御意見も伺いながら、そのためにどのような

方策があり得るか、真剣に検討を始めています。利

用研究者の方々、とりわけ学術利用のユーザーの

方々に、The Best and Brightest を目指して今一層

の奮起をお願いしたいと思います。
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1．はじめに
2006B期から３年間「膜輸送体作動メカニズムの結

晶学的解明」という長期課題を、東工大・村上グルー

プとともにアンジュレータービームラインBL41XU

を用いて遂行した。筆者（東大・豊島）グループはイ

オンポンプ蛋白質を、村上グループはバクテリアの

多剤耐性に関係する薬剤排出トランスポーター（特

に大腸菌AcrBとその類似体）を研究対象とした。本

稿では、筆者がほぼ20年間取り組んでいるCa2+ポン

プ［1-3］と2005年以来取り組んでいるNa+, K+ポン

プ［4, 5］の結晶構造解析を簡単に紹介したい。

よく知られているように、細胞の内外でイオンの

組成は異なっており、平衡にはない。それは、細胞

がイオンを通さない脂質二重膜で外界から仕切られ

ており、ポンプ蛋白質が常にイオンを汲み出し、汲

み入れているからである。ポンプ蛋白質はATPを

加水分解する酵素（ATPase）であり、ヒトは一日

にその体重と同程度のATPを消費するが（もちろ

んリサイクルするので、排出するわけではない）、

その1/4をポンプ蛋白質が使うとされる。つまり，

ポンプ蛋白質が生命活動の基盤を維持しているとい

って過言ではない。

イオンの濃度差は膜電位を生み出し、細胞膜の内

側の電位は外側より20～120 mV低く保たれる。神

経が興奮するという現象は、イオンがチャネル蛋白

質を通して流入し、電位差が失われることに他なら

ない。この目的のためには１価の陽イオン（Na+や

K+）が使われる。一方、２価の陽イオン（特にCa2+）

は生体反応の制御に使われる。人体には約1.4 kgの

カルシウムがあるが、大部分は骨や歯であり、制御

に使われるカルシウムは10 gほどといわれる。しか

し、この10 gは、生理的に極めて重要であり、筋肉の

収縮と弛緩はその著しい例である。筋原繊維の周り

には袋状の構造があり、カルシウムの貯蔵庫となっ

ている。筋肉の収縮のために放出されたCa2+を貯

蔵庫に汲み戻し、弛緩をもたらすのがCa2+ポンプの

働きである。Ca2+の濃度差は実に１万倍にもなる。

2．技術的なこと
このような構造研究において、最大の難関はもち

ろん結晶化である。特に、膜蛋白質の場合は、本来

脂質二重膜にあるものを界面活性剤で可溶化し、結

晶化するわけで、界面活性剤の選択、脂質を加える

かどうか、加えるなら界面活性剤との比をどうする

か、といった、水溶性蛋白質には無い問題がある。

膜蛋白質結晶化の初期には、脂質二重膜を構成す

る燐脂質は結晶化用試料から除くべきものとされ

た。それは、一つには脂質二重膜の中のような疎水

的環境で蛋白質間の相互作用を強くするのと、膜外

ドメインのように親水的な部分の相互作用を同時に

強くするのは困難であるからだし、そもそも均一で

はないからである。しかし、イオンポンプ蛋白質の

場合は、燐脂質が無いと蛋白質が活性を失ってしま

う。筆者らはCa2+ポンプ（Ca2+-ATPase）の最初

の結晶構造を2000年に発表したが［1］、これは、三

次元結晶化において燐脂質を外から添加した最初の

例となった。結晶化手法にしても、中間状態によっ

ては、透析法、蒸気拡散法のどちらかでしか出来な

いものもあり、試すべきパラメータは非常に多いと

言わざるを得ない。しかも、膜蛋白質の場合、大き

な結晶が出来ても、ろくに回折しないということは

よくある。我々も二つの場合でそれを経験した。特

に著しかったのはNa+, K+-ATPaseの場合である。

このNa+, K+-ATPase結晶は、Ca2+-ATPase結晶

と遜色ない大きさ（1000×100×20 µm）に成長し

たが、そのままでは分解能は7 Å程度で、そこまで

は回折強度は強いが、そこから先はパタリと無くな

ってしまうというものであった。分解能の改善のた

めに試みられる方法として脱水和があり、膜蛋白質

結晶での成功例もある。そのためには、通常沈殿剤

の濃度を上げる。この場合、沈殿剤はPEG3000であ

り、透析法で結晶化しているため、結晶化溶液の他

長期利用課題報告１
イオンポンプ蛋白質の結晶構造解析

東京大学　分子細胞生物学研究所
豊島　近

最近の研究から　
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の成分は変化させずにPEGの濃度のみを上昇させる

ことが出来る。この実験の結果、（ i）格子長の変

化はPEG濃度に応じて連続的である、（ii）PEG濃

度の変化は余り遅いとうまくいかない、（iii）最終

濃度が高すぎると格子はさらに縮まるが分解能は落

ちることが判明した。

この結晶の場合、脂質二重膜に蛋白質が埋め込ま

れているため、二次元結晶が積み重なった形の三次

元結晶となっている（Ⅰ型結晶と呼ばれる。図1）。

このような結晶の場合、脂質二重膜が蛋白質を横方

向につなぐ効果を持つので、蛋白質間の接触は必ず

しも必要ない。そのため、多数の紐が横に並んだよ

うなもの（紐を束ねているのは脂質二重膜）になり、

脂質二重膜の柔軟性のために、分解能は低くなるの

が通例である。

PEG3000の濃度を結晶化条件の13%から40%に上

げることによって、a軸の格子長が275 Åから224 Åま

で50 Åも短くなり、分解能は2.4 Åまで向上した［4］。

この方向は結晶の最も薄い方向に相当するが、予想

に反し脂質二重膜の膜面に沿った方向であり、脂質

二重膜間の距離は変化しなかった。一方、さらに短

く217 Åまで縮めても分解能の向上はみられなかっ

た。この結果、格子長はばらついたが、重原子置換

体によって位相を決定する際に、逆に同型性の良い

ものを選ぶことができ、有効ともいえた。

さて、分解能が向上した原因であるが、この結晶

の場合は、Na+, K+-ATPaseのβサブユニットが糖鎖

修飾を受けているためということも考えられる。し

かし、格子の収縮は膜面に沿った方向に起こってい

ることから、脂質二重膜の歪みが重要である可能性

が高い。実際、Na+, K+-ATPaseの膜貫通へリックス

の位置からは、分子はab面に対し10°程度傾いてい

る。この結晶の空間群はC2であるからab面中にb軸

と平行に２回螺旋軸が存在するが（図1）、この傾き

によって膜の高さが軸に沿って上下することを意味

する。これは脂質二重膜に歪みをもたらすわけで、

それがa軸方向のパッキングを緩くしている原因で

はないだろうか。この点に関しては、本研究課題に

おいて新しい溶媒コントラスト変調法（溶媒の電子

密度を変え、回折強度の変化から位相情報を得る手

法）を開発し、脂質二重膜を可視化することに成功

しているので、この結晶にも是非適用してみたい。

一方、データ収集も水溶性蛋白質以上に重要なス

テップである。X線照射による損傷は非常に大きい

し、Ⅰ型結晶の場合、薄い板状になる可能性は高い。

本長期課題の期間中に、試料を連続的に移動しなが

らデータ収集をすることによって照射損傷を大幅に

低減できるようになり、またdiffraction scanによっ

てデータ収集の最適化を図ることができるようにな

った（我々の希望に応えて長谷川和也博士がビーム

ラインの測定ソフトウェアBSSにこの機能を追加し

てくれた）。この結果、この結晶からはこれ以上は

不可能というqualityでデータを収集できるように

なった。実際、結晶の質はほぼ同一であるが、

Ca2+-ATPaseのE1・2Ca2+結晶に関しては、これま

での2.4 Åから1.9 Åまで、分解能を向上させること

が出来た。（これには、もちろん、清水伸隆博士を

始めビームライン担当者や光源・光学部門のスタッ

フがBL41XUでのビームの質を格段に向上させたこ

とによる効果も大きいと考えられる）。

図2に実際のデータ収集の例を示す。ここでは、

Na+, K+-ATPaseの板状結晶を用い、50 µm角のビ

ーム、gradual mode（何フレームかを露光する毎

に試料を一定方向に5 µm移動させるモード。この

場合、５フレーム毎に移動）で、板状結晶に対しほ

ぼ垂直にX線が入射する方位からスタートし、平行、

垂直と220°、440フレームのデータ収集を行った。

Scalepackが吐き出す温度因子（B factor）は、板

状結晶に平行にビームが入射する時やや高くなる

が、２回目の垂直入射時（380フレーム付近）の温

度因子は１回目よりもむしろ低くなった。この温度

因子の変化は、この場合、回折点の形状の変化の反

映と考えられ、平行入射の場合一方向にやや伸びる

ために、Scalepackは温度因子で補正するものと考

図1 Na+, K+-ATPaseのE2・2K+・MgF4
2ー結晶における脱

水和の効果。左、40% PEG3000による脱水和後。
右、25% PEG3000。矢印は、分子間の隙間を示す。
線は膜貫通へリックスの配置から予想される脂質二
重膜の境界を示す。本結晶の空間群はC2であり、
２回回転軸と２回螺旋軸の位置も示した。
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えられる。すなわち、温度因子で判断する限り、照

射損傷は問題にならない、という結論になった。

第２に、diffraction scanの実装である。これは、

結晶の方位は変えず、水平・垂直方向に一定間隔で

試料を移動させて露光し、結晶の位置や照射範囲を

最適化しようというものである。ビームが細くなる

に従い、結晶の位置精度に対する要求も厳しくなる。

筆者らが扱っている結晶は、脂質二重膜に埋まった

蛋白質（二次元結晶）が積層しているごく薄い板状結

晶であるため、板に平行にX線が入射した場合、結

晶にまったく当たらなくなる可能性があった。特に、

E2（TG）結晶のように一軸が極端に長く（～600 Å）、

90°アームを使ってデータ収集を行う場合、窒素ガ

スによる冷却のためアームの収縮は避けられず、深

刻な問題であった。また、我々の結晶の場合、板状

結晶のためか、場所・方位による差が大きく、デー

タ収集範囲・順序の設定は得られるデータに多大な

影響を与えた。そのため、現在は、データ収集その

ものよりも設定の方に（すなわちdiffraction scanに）

時間がかかる。

3．Ca2+ポンプの結晶構造解析
2000年にCa2+結合時の構造［1］を発表して以来、

本長期課題を開始した時点では６つの反応中間体の

構造が決定されていた（図3）。ポンプ蛋白質は、運

搬するイオンに対する結合部位の親和性と向きを変

えて濃度勾配に逆らった輸送を実現する。高親和性

で細胞質を向いている状態をE1、低親和性で反対

（この場合、小胞体内腔）を向いている状態をE2と

呼ぶ。また、反応サイクル中でポンプ蛋白質の保存

されたアスパラギン酸残基（この場合Asp351）に

ATPから燐酸が渡され、燐酸化される（Pで表わす）。

E1P状態では運搬されるイオンは膜のどちら側から

もアクセスできず、隔離状態となる。ポンプ蛋白質

からADPがはずれることによって構造変化が起き、

運搬イオンに対する親和性が低下するとともに内腔

側ゲートが開いてイオンが放出される。燐酸化アス

パラギン酸の加水分解反応によって燐酸が外れ

（E2P → E2）、ゲートは閉じる。すなわち、イオン

の運搬はE1P → E2Pで成される［3］。

残された中間体のうち重要なものの一つはE2P基

底状態であった。既にE2～P遷移状態とE2・Pi

product stateの構造は決定され、蛋白分解酵素によ

る限定分解では基底状態と差がないものの、小胞体

内腔側ゲートは基底状態でのみ開いていることがわ

かっていた。この構造はどのようなものか、また、何

故、基底状態と遷移状態という、おそらくは極めて

僅かな違いによってゲートの開閉が制御され得るの

かを解明することが眼目であった［2］。基底状態の

燐酸アナログはBeF3
－であり、その複合体の構造解

析をE2（Ca2+に対し低親和性）状態を強力に安定化

する阻害剤thapsigargin（TG）の有り無しで行った。

直前の状態であるE1P状態のアナログ（E1・2Ca2+・

図2 Gradual modeによるNa+, K+-ATPase板状結晶の
データ収集とScalepackによる統計値の変化。写真
はマウントされた結晶。赤四角はデータ収集開始点
とビームサイズ（50 µm角）を示す。矢印は試料を移
動させて照射領域を変化させた方向を示す。試料の
回転軸は図の横軸と平行。「垂直」はX線が板状結晶
の広い面に垂直に入射することに対応（紙面に垂直）。
波長0.9 Å、カメラ長300 mm、振動角0.5°、露光時
間0.7 秒（アッテネーター無し）、440フレーム。結
晶の空間群：C2、格子定数：a=225.8、b=51.0、c=
164.3 Å; β=105.4°。分解能：2.6 Å。モザイク幅：
0.9～1.3°。試料は100 Kに窒素ガスで冷却し、
Rayonix MX225HE検出器を使用。2008年６月25日
のデータ。

  

 
 

  

 

図3 Ca2+-ATPaseの反応サイクル（簡略版）。四角で
囲んである状態は2006年10月には構造が発表され
ていたもの。［Ca2+］は閉塞状態を示す。

最近の研究から　



57 SPring-8 Information／Vol.15 No.2  MAY  2010

FROM  LATEST  RESEARCH 

AlF4
－・ADP）とE2～P状態の間で、３つある細胞質

ドメインの一つ、Aドメインは脂質二重膜に垂直な

軸のまわりに115°回転する。これがゲートの開閉に

変換されるはずである。一方、同じBeF3-との複合体

でも、TGが有るとゲートは閉まってしまう。しかし、

細胞質ドメインの構造は、TG有り無しでほとんど同

じであることが生化学的にわかっていた。どうして、

細胞質ドメインの構造は同じなのにゲートは開閉で

きるのか。ゲートの開閉とは、ごく小さな変化なの

か。それともこの状態の構造は２つのかなり異なっ

たコンフォメーションを許すような柔軟なものなの

か。分子動力学のシミュレーションで明らかになっ

た熱運動の大きさを考えると、ゲートの開閉という

のは相当に大きな構造変化であると考えられた。そ

れなら、２つのコンフォメーションを許すスイッチ

があるはずだろうが、それは何なのか。

得られた構造は、このような疑問にみごとに答え

るものであった。カルシウムに対する親和性を下げ、

内腔側に押し出すためには、結合サイトⅡを作って

いるM4へリックスをαへリックスの約一巻き分（～

5.5Å）下げる、つまり、Aドメインの回転をM4へリッ

クスの運動に変換する必要がある（図4）。構造からこ

のメカニズムを理解するのには相当の時間を要した。

110°の回転によってAドメインはPドメインの上

にのり上げるような形になる。Pドメインはくさび

のような形をしているので、もしPドメインが空間

的に固定されているならAドメインの高さ（膜表面

からの距離）は高くなるはずである。この結果、A

ドメインの一端につながっている膜貫通へリックス

M1は持ち上がるはずである。しかし、M1へリック

スは膜内から出られないため、実際にはPドメイン

を傾けてM1ヘリックスが膜から出ないようにする

（図5）。一方、M4ヘリックスは、Pドメインに組み

込まれているため、この傾斜によって大きく（内腔

側へ）下がる。これが膜内に結合したカルシウムを

押し出す運動となる。すなわち、Pドメインがくさ

び形をしていることとM1へリックスが脂質二重膜

におろした錨のように働くことが事の本質である。

このとき、Aドメインに直接つながっているM1－

M3へリックスには、力がかかるはずで、Pドメイン

を傾斜させるのにかかる力（従って、M5を曲げる力）

と競争になると予想される。Aドメインは、E2～P

遷移状態ではE2P基底状態よりさらに25°ほど回転

している。この回転によってM1－M3へリックスを

さらに上に持ち上げようとする力が働き、耐え切れ

なくなったM2へリックスは部分的にほどける。そ

の結果、M1－M2で構成されるV字型構造が下がり、

M4へリックスが横に開く隙間をなくし、M4へリッ

クスの向きを変えることでゲートを閉める、という

のがメカニズムである（図5）。つまり、M2へリック

スの螺旋の巻き方がスイッチの役目を果たす。

それでは、基底状態と遷移状態間の25°の回転が

何に依存しているかというと、Aドメインの回転に

よって、基底状態では燐酸化部位から完全に排除さ

れていた水分子が１分子だけ入る隙間ができ、そこ

に導入された水分子がAドメインにあるTGESモチ

ーフ中のグルタミン酸残基により活性化され、燐酸

化アスパラギン酸を攻撃することによって加水分解

図4 筋小胞体Ca2+-ATPaseのE1・2Ca2+・AlF4
－・ADP（両

方のゲート閉でCa2+閉塞）状態とE2・BeF3
－（内腔側

ゲート開）状態の結晶構造。Ⅰ、Ⅱは結合したCa2+。

図5 Ca2+-ATPase内腔側ゲートの開閉機構の模式図
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反応が進行することである［3］。実際、基底状態でTG

を加えるとゲートは閉まるので、基底状態のAドメ

インの位置でゲートの開閉は起こりえると考えられ

る。それが、加水分解反応の進行によって閉まった

状態（すなわち構造変化）が安定化されるのである。

4．ナトリウム・カリウムポンプの結晶構造解析
ほとんどの動物細胞で、細胞内のK+濃度は細胞外

より50倍近く高く、Na+は10倍ほど低く保たれてい

る。これは前述のようにNa+, K+-ATPaseの働きに

よるものだが、Na+, K+-ATPaseは単なるポンプで

はなく、細胞間接着や高血圧、多くの癌にも深く関

わることが判ってきている。Na+, K+-ATPaseはα、

βサブユニットと調節蛋白質であるFXYD蛋白質か

ら成る。我々は、鮫直腸腺由来酵素の結晶化に取り

組み、E2・2K+・MgF4
2－状態（E2・2K+・Pi状態のア

ナログ）のほぼ全構造を2.4 Å分解能で初めて決定で

きた（図6）［4］。この結果、K+の配位に関する詳細が

判明し、ほとんど同じ残基が使われているにもかか

わらず、どうしてCa2+-ATPaseではK+を結合できな

いのか、また、K+結合に何故βサブユニットが必要

かも本研究により解明できた。さらに、FXYD蛋白

質のFXYDモチーフの構造的意味も明らかになっ

た。βサブユニットの細胞外ドメインは細胞接着に

関わる分子と良く似た構造をとっており、４箇所で

糖鎖修飾を受けている可能性があるが、結晶化のた

めに糖鎖を切断する必要は無く、そのうちの２箇所

で１～２残基を解像できた。図1、6から、糖鎖は分

子間の間隙に収納されていることが分かる。

Na+, K+-ATPaseは心臓病との関係でも極めて重

要な蛋白質であり、医学的影響も絶大である。特に、

ジギタリスやウアバインに代表される強心配糖体は

２世紀以上に渡って治療薬として使われているが、

Na+, K+-ATPaseの強力な阻害剤であるため危険で

もある。E2・2K+・MgF4
2－結晶を用いて、ウアバ

インの結合様式とそれに伴う構造変化を決定できた

（図6）［5］。ウアバインはαサブユニットの細胞外側

表面に結合するというモデルが流布していたが、実

際は、膜貫通領域の奥深くまで挿入されており、細

胞外側ゲートを閉じられなくすることが事の本質で

あることが判明した。この構造は、K+が結合して

いるために低親和状態ではあるが、高親和状態も結

合の本質的な部分は同一と考えられるので、医学的

にも大きな貢献が出来るであろう。
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図6 Na+, K+-ATPase－ウアバイン複合体の結晶構造と
ウアバインの化学構造。E2・2K+・MgF4

2－状態。
結合しているK+（紫色の小さい玉）とウアバインは
空間充填モデルで示した。
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1．はじめに
生物の世界を分子レベルで眺めると、いくつもの

分子が組み合わさって規則正しい構造や機能的な役

割を担っていることが分かる。またこれらの分子の

集団同士が複雑な相互作用を介して協同的に働いて

生体機能を維持している。ひとつひとつの分子を形

成している化学結合は共有結合である。共有結合は

化学の分野では中心的な研究対象であり、化学を学

ぶと共有結合で自然界の現象のすべてが説明できる

ような錯覚に陥る。しかし、生物の機能にかかわっ

ている部分ではその役割は小さくはないが一部であ

る。生体分子の規則正しい集合体や高次な機能は、

共有結合以外の弱い結合力がいくつか複合的に作用

することで実現されている。このような弱い結合力

の協同的な現象を対象とし、特に合成化合物の世界

で再現しようとするのがいわゆる超分子化学の目標

の一つである。超分子化学が対象とする物質は低分

子や高分子であるが、対象とする現象はそれらが集

まった集合体が示す性質であり、大きさで言えば数

十 nmから1 µm 弱におよぶ。その構造は、低分子

の結晶構造のように決められた規則正しい構造をも

っているわけでなく、階層的でありかつ時間的にも

空間的にも揺らいでいる。超分子化学の分野は有機

合成学者が先導的に研究を進めてきたが、彼らが分

子設計の段階で想像している構造を実際に観測して

いる例は限られている。このような系の構造解析を

行うには、強力なX線を有する放射光を用いた小角

散乱法が有力な手段である。

超分子化学の重要な応用の一つにナノサイズの粒

子を用いた薬物運搬システム（DDS）がある。DDS

とは、副作用が大きい、もしくは微量しか調整でき

ないような薬剤を、目的とする部位まで選択的に輸

送する方法をさす。DDSに求められる性質は、薬

剤をナノサイズのカプセルに内包できる性質と薬剤

の放出を制御する技術である。本稿では著者らの

DDSナノ粒子に関する最近の研究を紹介する。

多糖核酸の複合体
我々はβ-1,3-グルカンと核酸が水素結合と疎水的

相互作用を駆動力として化学量論的な高分子複合体

を形成することを見出し、β-1,3-グルカンが抗原提示

細胞に認識される性質を利用した核酸医薬のDDSへ

の応用を行っている［1-3］。天然におけるβ-1,3-グルカ

ンは３重螺旋の状態で存在し、この３重螺旋を

DMSO等の極性有機溶媒に溶解すると螺旋が解けて

ランダムコイル状の単一鎖となる。この溶媒を水に

戻すと３重螺旋の構造が再生される。この“Renature”

の過程に核酸が存在すると、３重螺旋のうち一つの

糖鎖が核酸によって置き換わることを利用して、ア

ンチセンスDNAなどの核酸医薬を多糖と複合化させ

る。この反応は極めて定量的に進み、糖の繰り返し単

位２molに対して核酸塩基が３mol反応する。すなわ

ち、糖の主鎖のグルコース２分子が核酸塩基１分子

と水素結合によって複合体を形成していると考えら

れる。結晶化度が極めて低い複合体しか得られない

ため、結晶構造解析は今のところ困難である。計算化

学を用いて構造の検討を行った結果を図1に示す。シ

トシンのN3とN2が分子間水素結合に参加すること

で安定な多糖：核酸が2：1の螺旋を形成している。

計算化学によると、複合体では多糖３重螺旋の連続

した水素結合の一部が核酸塩基の水素結合部位で置

換わっていることが分かる。このような複合体の構

造を精密に議論することは、この多糖核酸複合体を

DDSに応用する上でもきわめて重要である。

結晶構造解析が困難なので、溶液物性を測定する

ことで計算化学の結果を確かめることにした。β-

1,3-グルカンの一種であるシゾフィラ（SPG）と１

本鎖DNAであるアデニル酸の60量体（dA）60の複

合体の慣性自乗半径〈S2〉と分子量Mwの関係を図

2に示す。〈S2〉は高分子鎖の溶液中での広がりを示

す物理量であり散乱強度の散乱角度依存性から求め

られる。ここでは、高分子量側は多角度光散乱法で、

低分子量の試料はビームライン40B2でのX線小角散
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乱法で求めた。ここでは、３重螺旋のSPG（T-SPG

と表記）を比較のために示した。T-SPGの水溶液中

における〈S2〉とMwの関係は持続長200 nmで単位

長さ当たりの分子量Ml＝1900のKratky-Porod鎖

（半屈曲性高分子に対する統計力学的モデル）で記

述できることが分かっている。持続長とは高分子鎖

の曲げ弾性率に関係する量で分子の屈曲性の指標と

なり、大きいほど剛直である。計算化学から求めた

複合体のMlは2500であり、持続長を60 nmとすると

得られた複合体のデータは完全にKratky-Porod鎖

で記述できる。２重鎖DNAの持続長が50～60 nm

であることを参考にすると、多糖核酸複合体はそれ

に近い剛直性を有していることが分かる。分子量が

10万付近の広がりは持続長にほとんど依存せずMl

だけで決まる。したがってこの領域で理論と実験が

一致していることは、計算化学から得た単位長さあ

たりの分子量の結果が正しいこと、すなわち計算さ

れた構造が正しいことを示している。さらに短いカ

メラ長で複合体の断面からのX線小角散乱を測定し

た（図3）。無限に長く断面積がない仮想的I(q)～q-1

からずれるところから複合体の断面の直径が2.7 nm

と求められた。この値は計算化学から得た2.9 nmと

よく一致していた。これより、溶液中の複合体の形

態は計算化学で予測したモデルでほぼ記述できると

考えている。この測定にはビームライン40B2の4 m

もしくは45XUの3.5 mのカメラで、波長0.1 nmを用

いた。
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図1 β-1,3-グルカンの３重螺旋の構造（左）と多糖核酸複合体の構造（右）。図中、同
じ数字は同一の鎖に属するグルコースであることを示している。上は３重螺旋の断
面図であり、下の図は側面図である。点線は水素結合を示す。
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3．高分子ミセルに内包された疎水性薬剤
両親媒性の高分子が水溶液中で形成する高分子ミ

セルは疎水性の制癌剤のDDSとして臨床試験がす

すんでいる。親水性鎖と疎水性鎖とからなるブロッ

ク共重合体は、水溶液中で自己集合体して、疎水部

を内核、親水部を外殻とする会合体を形成する。こ

のミセルは、その直径が20～50 nm でありウイル

スと同等のサイズである。高分子ミセルは低分子ミ

セルに比べてミセルを構築する高分子鎖のミセルか

らの解離速度が小さく、極めて高い構造安定性を実

現することが可能である。また、内核は外界から隔

絶された非水的ミクロ環境を構成し、疎水性物質を

安定に保持できる。一方、外殻は親水性で、高分子

ミセルの優れた安定性と溶解性を維持するのに役立

つとともに生体親和性を発揮し、細網内皮系から認

識を免れるのに役立っている。しかし、内核にどの

ように薬剤が内包されているかを詳細に調べた例は

ない。しかし、除放性などの分子設計を考える上で

は内核内部の薬剤の性質を実際に動物試験等で使用

する濃度の希薄溶液中で検討することは大切であ

る。このように希薄溶液からの散乱は強度が低く放

射光の威力が発揮される分野である。慈恵医科大学

の横山先生と共同で、ポリエチレングリコール

（PEG）-ポリアスパラギン酸誘導体に合成レチノイ

ドのひとつであるLE540を内包したミセルからの小

角散乱を検討している。

PEGの分子量5.2×103（重合度で120）でポリア

スパラギン酸誘導体が分子量4.6×103（重合度24）

で82 mol％ベンジル化したブロックである試料に、

レチノイド薬剤の一種であるLE540を添加していっ
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たときの高分子ミセルからの散乱を測定した結果を

示す。測定はおもにビームライン40B2と45XUで行

った。散乱強度は純水と分子量が既知のポリエチレ

ングリコールで補正することでX線の絶対散乱強度

に換算した。図4の左は全体の散乱プロファイルの

変化であり、薬剤の添加ともに低角の散乱強度がわ

ずかに低下するとともに、q＝0.6 nm-1あたりのプ

ロファイルが変化している。この変化を２層からな

る単純な球体モデルで解析すると、内核の半径が図

5に示したようにS字型で増加していることが判明

した。また高分子の会合数を計算すると約100であ

り、薬剤添加にともないわずかに増加した。会合数

とLE540の密度から単純に核に薬剤が封入されたと

仮定すると図の点線に従って内核の半径が増加する

はずである。実験データはこの単純加算から大きく

はずれており、LE540添加に従って内核の性質が大

きく変化していることを示している。図4の右に溶

液散乱の広角のデータを示す。ポリアスパラギン酸

誘導体はこの領域に高分子のヘリックス間の干渉に

起因する散乱を与える。このピークはLE540添加と

ともに減少しLE540添加5.8%以上ではほぼ消える。

この薬剤添加量で内核の大きさが急激に増加する。

このことからLE540が内核に内包されるとポリアス

パラギン酸誘導体の高次構造を崩壊することがわか

る。このようなLE540の内包過程を模式的に示した

のが図5の左のモデルである。バルク状態のポリア

スパラギン酸へLED540を10％添加しても結晶構造

の変化は起きにくいと思われるので、この変化は半

径6 nmといった微小空間での特徴的な現象である

と推定される。

４．アニオン性脂質が形成する紐状ミセルの断面構
造と持続長
親水基に電荷を持つイオン性界面活性剤は水中で

イオン性ミセルを形成し、塩濃度の増加とともに球

状から紐状へと変化することが知られている。この

ようなミセルは身近なところではシャンプーに使わ

れ、またDNAとの複合体は遺伝子導入に使われる。

典型的なイオン性界面活性剤としてLES（ラウリル

エーテル硫酸ナトリウム）とAMPB（ヤシ脂肪酸

アミドプロピルベタイン）をLES：AMPB＝5：3に
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図6 シャンプーに使われる界面活性剤にスクロースを添加したときの散乱の変化
（左）とミセル溶液のHoltzer Plotと理論との比較。理論は有限の断面を有するミミ
ズ鎖モデルの散乱関数。
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混合した系を我々は扱っている［5,6］。この系の散乱

は溶媒と内層の電子密度の関係から定角で散乱強度

が急激に低下するため、散乱測定のうえできわめて

扱いづらい系である。中性子散乱法では同位体を用

いたコントラスト変調法が構造決定に有効的に用い

られているが、X線散乱においてはあまり例がない。

我々は、界面活性剤の溶液にスクロースを添加する

ことで、ミセルの構造変化をおこさないで溶媒の電

子密度を自在に変化できる系を見出した。図6左に

その一例を示す。スクロースの添加によって散乱関

数は大きく変化するが、すべての散乱は同じ構造パ

ラメータで記述することができる。２層ミセルの外

層と溶媒の電子密度を一致させ内層だけからの散乱

を測定し、Iqをｑに対してプロットし、ミミズ鎖モ

デルの理論と比較することにより、ミセルの持続長

を塩濃度の関数として得ることに成功した。

5．おわりに
分子が共有結合を介さないで弱い相互作用が協同

的に働くことによってきわめて多種の構造を形成す

る。これらの構造は大きく揺らいでいるため、従来

の意味での構造解析の手法では解析が困難な分野で

ある。一方、高分子科学ではこのような「あいまい」

な系を以前から扱っており、超分子化学の物理化学

に高分子科学の概念が有効であることを本稿では示

したつもりである。ここでは薬理効果などの機能の

データは示さなかったが、放射光で得られた精密な

構造解析の結果を機能と相関して議論し、より高性

能なDDSの開発につなげていけたらと考えている。
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ビームライン

1．はじめに
二酸化炭素排出の大幅削減、石油依存性低減の切

り札の１つとして、多様なエネルギーでかつ低環境

負荷で走行する電気自動車、プラグインハイブリッ

ド自動車、燃料電池自動車等の次世代自動車の本格

的な普及が期待され、技術開発研究が我が国のみな

らず世界各国で激しい開発競争が行われています。

蓄電池技術は、これら次世代自動車に共通するコア

技術で、性能の飛躍的向上が必要です。現在開発さ

れている最も高性能な蓄電池はリチウムイオン電池

（LIB）であり、ポータブルコンピューター、携帯

電話、カメラなど多くの携帯電子機器の電源として

世界中で使われています。このLIBは急速な発展を

遂げてきましたが、未だその限界まで性能が引き出

されているとは言えません。さらに、電気自動車用

電源としてLIBを利用する場合には、エネルギー密

度、パワー密度、高低温特性、安全性、寿命を大幅

に向上させる必要があります。また、電気自動車の

走行距離を増大させるためにはLIBを凌駕する性能

を示す新しい革新型蓄電池（ポストリチウムイオン

電池）の開発も望まれています。

放射光による蓄電池関係のXAFS、X線回折に関

連した世界的な研究動向の指標として、論文数の推

移を示すとXAFSとX線回折はそれぞれ図1と図2に

示すようになります。XAFSに関しては1990年代の

リチウムイオン電池の実用化とそれに伴う材料開発

を契機に、発表論文数が飛躍的に増大しています。

特に日本は多くの論文を発表し、世界をリードして

いる状況です。しかし、最近は、XAFSの有用性が

研究者に広く認知されるようになりユーザーが増加

しています。一方、X線回折に関する論文の絶対数

は、XAFSと比べて少ないのが現状です。しかし昨

年、米国におけるオバマ政権によってグリーンニュ

ーディール政策の柱として蓄電池開発が位置づけら

京都大学革新型蓄電池先端基礎科学ビームラインBL28XU
（Kyoto University RISING BL-28XU Beamline）の建設

京都大学　産官学連携本部
小久見　善八

京都大学　工 学 研 究 科
松原　英一郎

図1 放射光XAFSを用いた蓄電池関係の論文数。
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れ、Argonne国立研究所を中心に蓄電池研究への放

射光施設の使用が大幅に増大されるようになり、ア

メリカでの蓄電池研究は加速的に増加すると考えら

れます。また、韓国、中国の論文発表数も最近急増

しており、我が国の論文数は相対的に減少傾向にあ

ります。このような点から、SPring-8に蓄電池専用

のビームラインを設置し、活発な解析評価を行える

環境を整備することで、大学や公的な研究所のみな

らず、産業界の蓄電池分野の研究者をさらに呼び込

み、我が国の蓄電池研究の分野での研究レベルと優

位性を維持していくことは極めて重要であり急務で

す。また、この蓄電池専用のビームラインを使って、

ポストリチウム蓄電池研究のための新しい解析手法

の開発研究を行うことも、日本の蓄電池分野の研究

革新のためには不可欠です。

我が国では、特許戦略を踏まえた蓄電池技術の優

位性維持と性能向上、低コスト化、高安全性を早期

に実現させ、次世代自動車開発をリードしていくた

めには、産学官の力を結集し、基礎研究の重点化に

よる技術全体の底上げと革新フェーズに向けた本質

的な現象を解明することが必要です。そのために、

新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）が、

平成21年度より７年間の研究開発期間、年間30億円

（予定）の事業規模で、「革新型蓄電池先端科学基礎

研究事業」（通称、RISING事業：RResearch &

DDevelopment IInitiative for SScientific IInnovation of

NNew GGeneration Batteries）を立ち上げました（図3

参照）。このプロジェクトでは、（1）世界最先端の

測定手法の開発により、革新型蓄電池の本質的な現

象の解明、（2）革新型蓄電池の2030年までの早期実

用化に資するために、現行技術水準（重量エネルギ

ー密度100［Wh/kg］）の３倍以上のエネルギー密度

並びにサイクル安定性の基礎技術の確立、（3）リチ

ウムイオン電池の反応メカニズムの解明による現状

のリチウムイオン電池等の技術レベルのブレークス

ルーという３つの目標に設定しました。この実現の

ために、平成21年度より（1）高度解析技術の開発、

（2）電池反応メカニズムの解明 、（3）革新型蓄電

池の基礎研究の３つの研究開発課題について、取り

組みが始まっています。

RISING事業の中核研究機関である京都大学では、

プロジェクトリーダーである京都大学産官学連携本

部小久見善八教授の下で、京都大学人間・環境学研究

科内本喜晴教授が高度解析技術開発グループを組織

し、革新型蓄電池の本質的な現象解明に必要な様々

な先端技術開発に取り組んでいます。この高度解析

技術の１つとして、SPring-8に革新型蓄電池研究開発

用ビームラインを建設することが認められ、平成23

年度夏のリング停止期間内で建設を終え、秋から光

を使ったビームラインの立ち上げ・調整・試験使用を

行い、平成24年度から本格的な研究利用の開始を目

指して、現在建設を急ピッチで行っています。

図2 放射光X線回折による蓄電池関係論文数。
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2．放射光による蓄電池解析研究
現状の代表的な蓄電池であるリチウムイオン二次

電池は、図4に示すように、正極、負極、電解質溶

液（通常はセパレータに含浸）から構成されていま

す。正極は、活物質粒子、導電材（カーボン微粒子）、

高分子バインダー、および電解質からなる複雑な三

次元構造（合剤電極）を形成しています。負極も同

様に、活物質粒子、導電材（カーボン微粒子）、高

分子バインダー、および電解質で構成されています。

正極と負極は、電気化学的に電子導電パスとイオン

導電パスが両立できる構成となっており、電池性能

を決定する最も重要な部分です。充放電反応は、多

結晶体である活物質粒子（数百 nm～数 µm）にリ

チウムイオンが挿入あるいは脱離することによって

進行します。

これらの反応は、活物質粒子と電解質の境界面

（電気二重層）において開始し、リチウムイオンが

活物質内を拡散して、活物質内で結晶格子の再配列

が起こり相変化をもたらします。この際、リチウム

イオンの活物質と電解質界面間での移動は原子・分

子レベルであり、ナノメートルのオーダーです。一

方、電気自動車用LIBの合剤電極層に含まれる電池

活物質はミクロンメートルのオーダーの多結晶粒子

で 、電極層の厚みは数百マイクロメートルです。

電池自体の厚さは数ミリメートルです。すなわち、

LIBは、ナノ・メゾ・マクロスケールを経て、ミリ

メートルに至る蓄電池の階層構造を持っています。

蓄電池がこのような複雑な階層構造を持つため

に、蓄電池反応は異なる時定数を示す複数の反応素

過程から成り立っています。LIBの場合、活物質粒

子と電解質境界面のリチウムイオンがミリ秒オーダ

ーで移動することで反応が開始し、その後、10～

100ミリ秒で活物質粒子内のリチウムイオン拡散が

起こり、結果として数秒で合剤電極内の電気化学反

応の不均一な空間分布が形成されます。蓄電池にお

いては、蓄電池の階層構造に起因する合剤層内での

反応素過程の時間・空間分布が、蓄電池の性能、寿

命の劣化、不安定性を支配しています。しかし、こ

のような空間や時間スケールにわたる時系列現象に

ついては、これまでほとんど解明されていません。

蓄電池の電極がこのような複雑な階層構造をもつ

ことは、蓄電池の高性能化に必要であると現状では

考えられていますが、一方でリチウムイオンの挿

入・脱離反応という一見単純な反応を複雑なものに

しています。したがって、蓄電池の充放電過程で進

行する（1）活物質粒子と電解質境界面のリチウム

イオン移動（（ナノメートル、ミリ秒））、（2）活物

図3 革新型蓄電池先端科学基礎研究事業（RISING事
業）の概要。
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図4 LIB の内部構造の模式図。
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質粒子内のリチウムイオン拡散（（ミクロンメート

ル、10～100ミリ秒））、（3）合剤電極内の電気化学

反応の不均一分布（（百ミクロンメートル、秒））の

形成という空間、時間スケールにわたる時系列現象

を原子レベルで理解することが、我々の課題です。

そのため、高輝度放射光を用いて電池動作下で起こ

る電気化学反応のその場測定が不可欠であり、時間

および位置分解能をもつその場測定を、SPring-8の

蓄電池専用のビームラインの放射光を用いて実現し

たいと考えています。

3．京都大学RISINGビームライン
京都大学の革新型蓄電池研究専用のビームライン

は、BL28INにおいて建設が進んでいます。昨年末

に着工し、現在、図5に示すように、光学ハッチと

実験ハッチが完成しました。リングの壁に添う形で

長さ約18メートルの光学ハッチを建設し、隣接する

BL28B2の出入り口を避けて実験ハッチ１および実

験ハッチ２を、タンデム型で並べて建設しました。

実験ハッチ１では主に回折とイメージング、実験ハ

ッチ２では主にXAFSなどのスペクトロスコピーに

よる実験をそれぞれ行う予定です。なお、本ビーム

ラインの設計、建設にあたっては、（独）理化学研究

所播磨研究所放射光科学総合研究センターおよび

（財）高輝度光科学研究センターから全面的な支援を

いただいています。特に、真空封止型アンジュレー

タの設計では（独）理化学研究所播磨研究所の北村

英男博士、フロントエンド、輸送系、実験ハッチ、

XAFSの装置などの設計では、（財）高輝度光科学研

究センター後藤俊治博士、宇留賀朋哉博士、チャン

ネルカット結晶やミラー設計の液体窒素冷却につい

ては（株）トヤマの望月哲朗博士からご助言やご指

導をいただき、建設が順調に行われています。

挿入光源には、SPring-8標準の真空封止型テー

パーアンジュレーターを採用し、約5 keV付近から

30 keVのエネルギー領域をカバーできるように設

計する予定です。光学ハッチおよび実験ハッチ内に

は、放射光を集光するためのミラーや単色化のため

の分光器を配置する予定です。実験ハッチ１では、

テーパーアンジュレーターからの準白色光とモノク

ロメータで単色化した光の両方を自由に使い分けて

回折実験ができるような回折光学系を建設する予定

です。これは、蓄電池の合剤層が粉末物質で構成さ

れており、小さく絞ったビームを使った測定を行う

場合に、活物質粒子からの回折を簡便に検出し、単

色化した場合の結晶軸の調整を容易に行えるように

するためです。また、入射X線のエネルギーを吸収

端近傍で簡便に変えるようにすることで、X線異常

散乱現象を利用した測定にも時分割で対応できる元

素選択性回折実験ができるように設計する予定で

す。実験ハッチ２では、蓄電池反応下での活物質の

時分割XAFS測定を行うための装置を導入する予定

です。光学ハッチ内のミラーによる集光に加えて、

高精度ミラーを用いて位置分解能と時分割を両立さ

せたXAFS測定を行えるように設計する予定です。

また、時分割XAFSにおいてはできるだけ短時間で

の測定を実現するための光学系を建設する予定であ

り現在検討が進んでいます。

4．まとめ
京都大学革新型蓄電池先端基礎科学ビームライン

BL28XU（Kyodai RISING BL-28XU）では、蓄電池反

応における空間・時間スケールにわたる複雑な時系

列現象を時間分解能と位置分解能を併せ持つ元素選

択性X線回折やXAFSスペクトロスコピーを用いて

測定できる、光学系および装置の設計が現在進行中

です。これにより、蓄電池反応を時間軸と空間軸で

整理した構造、化学結合に関する情報を研究者に提

図5 京大革新型蓄電池先端科学基礎研究事業 RISING BL28XU の配置図。



供し、次世代の革新型蓄電池に関する研究を推進し、

SPring-8を我が国の蓄電池産業の成長と優位性を確

保するために不可欠な先進評価技術として活用して

いきたいと考えています。京都大学革新型蓄電池先

端基礎科学ビームライン建設については、我が国の

置かれている現状と革新型蓄電池の重要性をご理解

いただき、理化学研究所播磨研究所放射光科学総合

研究センターおよび高輝度光科学研究センターの多

くのスタッフ等の皆様から技術的、人的支援を受け

て行われていることに、再度深く感謝申し上げます。

最後に、京都大学革新型蓄電池先端基礎科学ビーム

ライン建設が、新エネルギー・産業技術総合開発機

構（NEDO）の「革新型蓄電池先端科学基礎研究事

業」（通称、RISING事業）から資金提供を受けて行

われていることを申し添えます。

小久見　善八　OGUMI  Zempachi
京都大学　産官学連携本部　教授
〒615-8520 京都市西京区京都大学桂京都大学ローム記念館
TEL：075-383-3033 FAX：075-383-3031
ogumi@scl.kyoto-u.ac.jp

松原　英一郎　MATSUBARA  Eiichiro
京都大学　工学研究科　教授
〒606-8501 京都市左京区吉田本町
TEL：075-753-3569 FAX：075-753-5480
e-mail：e.matsubara@materials.mbox.media.kyoto-u.ac.jp
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1．フロンティアソフトマター開発専用ビームライ
ン産学連合体
高分子産業は我が国を代表する基幹産業であり、

汎用樹脂や繊維を製造すると同時に、先端電子・情報

機器から航空機、医療用品までの広い範囲に特殊機

能を有する材料を提供し豊かな現代社会を支えてき

た。将来大きな産業に成長すると予測されるナノ＆

バイオテクノロジーや環境の分野でも高分子科学は

重要な役割を果たすと考えられる。近年放射光を利

用した構造・物性解析が盛んに行われてきていた。

SPring-8はESRFやAPSと比較して高輝度、低発

散角のX線が使用可能でありながら、ソフトマター

材料をターゲットとした高速構造変化の追跡、極小

角散乱測定、薄膜構造測定などが可能な、高分子材

料専用ビームラインは存在しなかった。高分子科学

やソフトマテリアルの分野で、世界をリードする地

位にある日本において、ソフトマター開発専用ビー

ムラインの設置は今後の高性能有機高分子材料の開

発研究に必要不可欠であった。

フロンティアソフトマター開発専用ビームライン

（FFrontier SSoftmaterial BBeamlline：FSBL）産学連

合体は、我が国のソフトマター・高分子材料の基

礎・応用研究の発展およびそのための放射光技術の

高度化に資することを目的とした専用ビームライン

の建設と運営を行うために結成された。連合体は学

術の｢知｣と産業の｢技｣を結集する新たな産学連携の

形が必要であるという認識に基づき、日本の代表的

化学・繊維企業を中心とした19企業と学術研究者と

が連合し、形成した19研究グループで構成されてい

る。（図1）参加企業は新たな専用ビームラインを建

設・運営するために、2008年２月に協定書を締結し

た。この調印を行った各企業が幹事企業となり、ビ

ームラインの建設資金およびビームラインの維持管

理に要する予算を均等に出資している。連合体の研

究体制は幹事企業の関連企業などの事業者および共

同研究関係にある学術研究者が研究メンバーとな

り、それぞれの研究グループを組織している。

2．フロンティアソフトマター開発産学連合ビーム
ラインの概要
FSBL建設は、SPring-8に利用者懇談会の高分子科

学研究会や高分子薄膜・表面研究会のメンバーであ

るSPring-8ユーザーが中心となり、専用ビームライ

ン設置計画趣意書を取りまとめ、SPring-8専用施設

審査委員会へ提出したことに始まり、2007年12月に

専用施設設置実行計画書が承認された。そして2008

年５月から財団法人高輝度光科学センター（JASRI）

と独立行政法人理化学研究所（理研）の技術協力を

得て、設置場所BL03XUでFSBLの建設が始まった。

フロンティアソフトマター開発産学連合ビームライン
（FSBL）：BL03XUの概要

フロンティアソフトマター開発専用ビームライン産学連合体
代　　　表　杉原　保則
運営委員長　櫻井　和朗

財団法人高輝度光科学研究センター　利用研究促進部門
増永　啓康・小川　紘樹

BEAMLINES

図1 19参加企業メンバーおよび連合体の構成図



3．フロンティアソフトマター開発産学連合ビーム
ラインの基本性能

（1）光源・光学系

ビームライン光学系にはSPring-8に標準装備され

た真空封止アンジュレータおよび標準的な輸送チャ

ンネルの構成を採用した。光学ハッチ内には液体窒

素循環冷却型二結晶分光器（Si（111））を配し、下流

に設置したKirkpatrick-Baez（KB）ミラーにより二

次元集光を行う。図2に光学系コンポーネント配置図

を示す。集光ミラーはSiO2を基板材質とし表面はRh

とPtの二色コーティングされており、使用するエネ

ルギーによりミラーを並行移動させることにより使

い分ける。ミラー調整機構に備え付けられた湾曲機

構により二結晶分光器で分光されたX線を第一ハッ

チおよび第二ハッチの希望する位置に集光させるこ

とができる。フロントエンドスリット（FE Slit）を

0.5 mm×0.3 mm（H×V）とし、エネルギー12.4 keV、

ミラー視斜角4 mradでの第二ハッチ最下流（検出器

面）におけるビーム形状は、0.170 mm×0.08 mm（H×

V、FWHM）の楕円状になる。利用できるX線のエネ

ルギー範囲は6～35 keVで、長波長のX線を用いた小

角散乱測定、短波長のX線を用いた広角回折測定、異

常分散効果を用いた散乱測定などの実験に対応して

いる。前述のFE Slit開口サイズにおける実験ハッチ

でのフォトンフラックス総量は>1013 photons/sec、エ

ネルギー分解能はΔE/E～10-4である。光学ハッチ最

下流にKBミラーを配置し、第一ハッチ最上流に四象

限スリット、アッテネータ、シャッター、イオンチャ

ンバ、第二ハッチ最上流に四象限スリット、イオンチ

ャンバを配置している。

（2）第一ハッチ（ナノ薄膜・表面構造測定システム）

第一ハッチには、試料水平配置型薄膜回折計を用

いて、ダイレクトX線を試料表面すれすれに入射する

微小角斜入射X線回折（GIXD）測定、微小角斜入射小

角X線散乱（GISAXS）測定、それらの時間分割測定と

同時測定、そしてX線反射率測定が可能な計測システ

ムが装備されている。薄膜回折計は薄膜、フィルムな

ど試料表面をX線に対して位置・角度調整するため

の、X、Y、Z軸およびSwivel X、Y軸の調整用５軸、お

よび回折測定を行うためのθV、2θV、θH、2θHの回折

用４軸を有している。2θの駆動範囲は0～70°、角度

分解能は1”以下、４軸の交差精度は30 µm以下でエン

コーダにより絶対的な角度取得が可能である。X線ダ

メージを低減させるために試料は真空チャンバ内に

置き、その調整用５軸および試料回転軸（θV）も同一

真空チャンバ内に設置される。薄膜回折計上のアー

ムには四象限スリット２台およびソーラースリット

およびポイントディテクタであるYAPシンチレーシ

ョンカウンタが設置されており、LabViewにより作成

されたGUIソフトウェアにより制御される。また、オ

プションによりPILATUS 100 K１）、２）などの２次元

検出器などを設置できるような設計となっている。

薄膜回折計と組み合わせてGISAXS測定を行うため

の真空パス架台は、２本の真空パイプ、ビームストッ

プ調整機構チャンバ、検出器自動切り替え機構を有

し、試料―検出器距離（カメラ距離）が0.4 m、1 mおよ

び2 mの実験が可能である。真空パイプを薄膜回折計

の真空チャンバと連結させることで、試料部から検

出器直前までを同一真空下にすることが可能となり、

窓材や空気散乱などの影響の無いGISAXS散乱測定

が可能となる（図3（a））。また、第二ハッチでの実験の

際には光軸から真空パイプ、ビームストップ、検出器

を大きく退避させる機構を有している（図3（b））。

GISAXS用検出器としてイメージングプレートX線検

出 器 R-AXIS Ⅳ ++；（株）リ ガ ク 製 ）、Image

intensifier+CCD（Ⅱ+CCD；浜松ホトニクス（株）製）

が用意されている。

第一ハッチは、温度、湿度あるいは応力など様々な

外部環境下における有機・高分子薄膜および表面・

界面の動的構造物性を解明する国内で唯一の計測シ

ステムで、有機EL、有機FET、有機メモリ、有機燃料

電池、有機太陽電池材料などの電子デバイス分野、電

池分野、接着・塗装分野、印刷分野、生体材料分野な

ど広範な分野の高分子材料・ソフトマターの高性能

化において、多大な貢献が期待される。表1にターゲ

ットとする試料、測定法、評価を示す。計測システム

立ち上げは2010年６月以降を計画しており、現在オ

フラインでの機器調整等が実施されている。
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図2 FSBL（BL03XU）の光学機器コンポーネント配置図



（3）第二ハッチ（小角・広角X線散乱（SAXS・WAXS）

同時計測システム）

第二ハッチには、小角X線散乱（SAXS）測定、広角

X線散乱（WAXS）測定の同時測定、そしてそれらと

種々の物理量との同時時間分解測定が可能な計測シ

ステムが装備されている。様々なカメラ長の実験レ

イアウトがスムーズに変更できるように、長さ4.6 m

の高精度リニアガイドが架台上に設置され、ガード

ピンホール、移動ステージ、試料位置調製用XZステ

ージ、ビームストップチャンバ、検出器をレールに

滑らせて100 µm以下の位置精度で変更することが

可能である。この架台は４種類６本（0.25 mと0.6 m

各１本及び0.5 mと1 m各２本）の自動昇降可能な真

空パイプを有し、リニアガイド上のビームストップ

チャンバ、入射窓付きフランジとを接続することで、

カメラ距離0.25 m～4.1 mの散乱測定が可能である。

また、オプションの真空パイプを接続することでカ

メラ距離6.1 mの小角散乱測定が可能である。検出器

としてイメージングプレートX線検出器R-AXIS Ⅶ、

Ⅱ＋CCD およびFlat Panel Detector（FPD；

C9728DK-10、浜松ホトニクス（株）製）が用意されてい

る。精密構造評価および広角散乱測定用にR-AXIS Ⅶ

が、時間分割測定などの高速散乱測定用にⅡ＋CCD

が用いられ、それら２台の検出器は30秒程度で自動

切り替え可能なシステムとなっており、実験に応じ

てユーザーが検出器を切り替えることが可能であ

る。また、試料直下流の小角散乱領域を干渉しない

位置に広角散乱測定用検出器としてFPDが設置さ

れ、小角・広角X線散乱同時測定が可能なレイアウト

となっている（図4（a））。FPDおよびⅡ＋CCDを用い

た同時散乱実験では最速で3 Hzの時間分割測定が

可能であり、測定時間、周期は外部TTLトリガに

よって制御され、ユーザーの持ち込み装置等の同期

が可能なシステムとなっている。第二ハッチの大き

な特徴として、ハッチ内に3 m×3 m×高さ4 mの
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図3 第一ハッチにおける薄膜回折計、真空パイプおよ
び検出器架台の写真。（a）カメラ長2 mでのGISAXS
レイアウト、（b）第二ハッチ実験時の真空パイプ、
検出器退避レイアウト

表1 第一ハッチ（ナノ薄膜・表面構造測定システム）
におけるターゲット試料、測定法

試料

測定法

評価

フィルム、薄膜、超薄膜（単分子膜）、自己
組織化膜、積層膜、粉末・塊状固体　など
微小角斜入射X線回折（GIXD）、微小角斜入
射小角X線散乱（GISAXS）、X線反射率（XR）、
精密広角X線回折（WAXD）、時間分割測定、
外部環境変化下の in-situ 測定　など
分子配向、結晶構造、積層構造、膜厚、結晶化度、
相分離構造、表面・界面構造の評価　など

図4 第二ハッチ写真および小角散乱装置写真。（a）小
角・広角X線散乱測定装置、（b）ハッチ外観および
内部の大型装置設置用スペース



大型装置設置用スペースおよびそのサイズの装置搬

入可能な観音扉をハッチに配置しており、例えばユ

ーザーが成形加工用の大型装置を設置して、材料プ

ロセスに踏み込んだ動的構造物性研究も可能である

（図4（b））。第二ハッチでターゲットとする試料、測定

法、評価を表2に示す。

図5にカメラ長および波長を変更しFSBLで測定を

行った直径570 nmのシリカ微粒子の散乱プロファ

イルを示す。USAXSのレイアウトではシリカ微粒子

の形状に起因するフリンジ、SAXSのレイアウトで

は表面の形状に起因するⅠ（q）～q-4のポロッド則、

WAXSのレイアウトではシリカのアモルファスが観

測されている。この図に示されるようにFSBLでは、

1.2 µmから1.8 ÅまでのUSAXS、SAXS、WAXSの約

4桁の階層構造を一つのビームラインで測定するこ

とが可能である。今後、マイクロビームを用いた局

所構造評価とメソ構造評価を実現する光学系と計測

システムへと段階的に高度化する予定である。

4．フロンティアソフトマター開発産学連合ビーム
ラインのFirst Scattering
2009年11月中旬、FSBLでアンジュレータ放射光の

発振に成功して最下流のハッチまでビームが貫通し、

12月には単色化したX線ビームを用いての実験が可

能となった。その最初のテスト計測の試料として、日

本での純国産第１号の合成高分子繊維ビニロンの

1955年頃の工業化当時に試作された直径約15 µmの

極細繊維１本が選ばれた。

実験室のX線装置によるX線回折写真撮影は、

1950年代当時としては最先端計測の一つであった。

図6のX線写真は、何本ものポリビニルアルコール繊

維の束から得られた写真である。その写真に基づき、

繊維を形成する高分子鎖の並び具合や、これら高分

子が形成する階層組織構造のモデル作りが行われて

きた。このような基礎研究の積み重ねが、鉄よりも

強い超強力繊維など、現代の様々な最先端ソフトマ

ターの開発へとつながってきたわけである。しかし、

この写真の撮影には当時の最先端装置を使ってもゆ
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表2 第二ハッチ（小角・広角X線散乱（SAXS・WAXS）
同時計測システム）におけるターゲット試料、測定法

試料

測定法

評価

バルク固体、極細繊維、フィルム、ゴム、ゲ
ル、コロイド、稀薄溶液、複合材料、多孔質
材料　など
WAXS・SAXS同時測定と熱分析、ラマン、
光散乱などを組み合わせた高速時間分割測定、
異常散乱測定、延伸・紡糸・温度成型過程な
どの外部環境変化下における in-situ 測定、
マイクロビームによる局所構造観測　など
階層構造、ラメラ構造、結晶構造、相分離構
造、構造欠陥、混合物の分散状態と形状、分
子鎖形態、結晶化度、分子配向、微結晶サイ
ズと配向性、成型過程での動的構造、分子運
動性、局所歪　など

図5 シリカ微粒子の散乱プロファイル。それぞれの実
験条件におけるサンプルと検出器との距離および波
長は、（a）；9.3 m、2.067 Å、（b）；2.2 m、1.033 Å、
（c）；0.25 m、0.775 Åである。

(a)

(b)

(c)

-4

図6 1950年代に報告されたポリビニルアルコールの繊
維写真（「X線結晶学」仁田勇監修、丸善（1959）より）



うに数時間から一日はかかった。今回完成した新し

いビームラインでは、この繊維の姿を、瞬く間に、し

かも、これまで不可能であった「極細単繊維」（図7

（a））から明らかにすることができる。図7（b）は、

わずか20秒のX線照射で２次元のデジタル検出器に

可視化されたX線小角散乱イメージである。矢印で

示す２つのピークが散乱ベクトル0.34 nm-1付近の子

午線方向（繊維軸方向）に単繊維ながらはっきりと

観測されていることから、電子密度の高い微結晶と

電子密度の低いアモルファス（非晶）が繊維軸方向

に交互に18.5 nmの周期で規則正しく並んだ、整然

とした秩序構造（図8 メソ構造）を有していること

が判った。また、図7（c）のシャープ且つ鮮明なX線

広角散乱パターン（繊維回折写真）から、微結晶中の

高分子鎖が繊維軸方向に分子配向していることが明

らかになった（図8 ナノ構造）。この新しい装置に

より、半世紀前に製造された国産第１号のビニロン

の、整然とした規則的なミクロ構造が、わずか20秒

で明らかになり、当時の高分子繊維製造技術の高さ

を、分子レベルで証明したのである。

5．フロンティアソフトマター開発産学連合ビーム
ライン今後の展望
FSBLの竣工式が2010年２月４日に執り行われ

（図9）、2010年４月から、連合体産学メンバーが互

いの立場を尊重しながら、FSBLの性能を十分に活

用した基礎および産業応用研究を本格化させた。こ

の新しい超強力構造解析ツールは、従来推定モデル
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図9 平成22年２月４日　竣工式記念写真

図7（a）直径約15 µmのビニロン繊維の光学顕微鏡写真。
繊維1本からの（b）SAXS および（c）WAXSパターン。
計測条件：波長0.1 nm、真空パス長（b）3 m、（c）0.3 m、
検出器：（b）Image Intensifier＋ CCD検出器（ORCA
R2）（浜松ホトニクス（株）製）、（c）Imaging Plateシ
ステム（R-AXIS VII、（株）リガク製）、試料：昭和30
年代試作品、日本でビニロンの合成に成功した京都
大学桜田一郎教授の門下生（高槻会）より京都大学
化学研究所（金谷利治教授）に寄贈された繊維（借用
品）。（b）は（c）の中心付近を角度分解能良く計測し
た散乱パターンである。

図8 散乱パターン（図7）から構築されたビニロン繊
維の階層構造モデル

ナノ構造（WAXS）



に基づく作業仮説が中心であったソフトマター研究

を、より明確な分子レベルの構造可視化に基づく研

究へと一気に変革させていくものと期待されてい

る。具体的には、超微量・極小試料に対する適用の

みならず、様々に修飾されたソフトマターの微細構

造や、製造プロセスにおけるソフトマターのミクロ

レベルの動的構造変化などを明らかにできる。

FSBLは、ナノ・メソレベルの構造解析・制御を通

して、ソフトマター研究に新しい時代をもたらし、

ひいてはわが国の「ものづくり」研究開発拠点ビー

ムラインとして今後重要な役割を果たしていくもの

と確信している。
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第12回ESRF-APS-SPring-8三極ワークショップ

（3WM2010）が、４月13日～14日の２日間、春雨の

中、SPring-8で開催された。前日には、“Three-way

X-ray Optics Workshop Ⅵ”と“User Office

Meeting”が3WM2010のサテライトとして開催され

た。三極ワークショップは、ESRF、APS、SPring-8

の代表者が１～２年毎に集い、施設間の共通のテー

マについて議論・情報交換を行う場である。今回の

大きな特徴は、昨年運転を開始したPETRAⅢがオ

ブザーバーとして参加したことであり、参加者は

ESRF 13名、APS 19名、PETRAⅢ６名、SPring-8

から138名と多くの聴衆が参加したワークショップ

となった。また、今回はサイエンティフィック・プ

ログラムだけではなく三極ワークショップおよび大

型放射光施設の運営方針についても話し合うことが

できた価値あるワークショップであった。

3WM2010の前日には、３施設の幹部が集まりエ

グゼクティブ・ミーティングが開催され、今後の三

極ワークショップの運営について話し合われた。議

事のひとつは、PETRAⅢに代表されるように、今

後三極の放射光施設に比肩する新しい施設ができた

場合、如何に対応すべきかという点であった。その

結果、新しい施設を受け入れることはESRF、APS、

SPring-8が構成する国際的枠組みを今後も活動的か

つ継続的に発展させる上で極めて重要との結論に達

した。PETRAⅢに関しては、PETRAⅢが望む限

りにおいて喜んで三極の枠組みに迎えたいとの結論

に至った。また、SPring-8の石川理研播磨研究所長

と白川JASRI理事長より、Sette ESRF所長と

Gibson APS所長に対して昨年の事業仕分け以降

SPring-8が直面した諸般の問題について説明がさ

れ、今日に至るまでの両施設からのサポートに対す

るお礼と今後のさらなるサポートの依頼がなされ

た。最後に、次回の三極ワークショップに関しては、

Sette所長の申し出により、2011年秋に予定されて

いるアップグレード計画のためのシャットダウン期

にESRFで開催されることが決まった。

＜会議内容＞

3WM2010の主題は「高度化計画・将来計画」と

「放射光利用研究を牽引するサイエンスと技術」で

あった。後者に関しては、Accelerator/Light Source、

Detector/Data Handling、Nanofocusing/Imaging &

Time-resolved、Industrial Applications/Energy

and Environmentのテーマについてパラレル・セッ

ションの場で議論された。セッション構成や講演者

等については文末に掲載したプログラムをご覧いた

だきたい。

3WM2010は石川所長、白川理事長、そして来賓と

して参加いただいた 谷浩樹量子放射線研究推進室

長（文部科学省）の開会の挨拶でスタートした。 谷

室長は挨拶の中でグリーン・サイエンスとライフ・サ

イエンスの推進を国策として重要視していることが

紹介されたが、これに呼応するように“Energy and

Environment”のパラレル・セッションが今回のワー

クショップでは用意されていた。開会の挨拶に続き、

“2. Facility Status Report/Research Highlights”

ではAPS、ESRF、SPring-8の現状、“3. New Light

Source”ではPETRAⅢの概要、また“4. Future Plan

and Upgrade”では各施設の高度化と将来計画が報告

された。

以下に、PETRAⅢを含め各施設の現状と高度

化・将来計画についてまとめる。

＜ESRF＞

三極の施設のなかで最も早く運転を開始した

ESRFは 、パ ー プ ル ブ ッ ク（ SCIENCE AND

TECHNOLOGY PROGRAMME 2008-2017）に明記さ

第12回ESRF-APS-SPring-8三極ワークショップ
（3WM2010）報告

財団法人高輝度光科学研究センター
利用研究促進部門　　　櫻井　吉晴

WORKSHOP AND COMMITTEE REPORT



れた放射光サイエンスの将来展望と高度化戦略に沿

って、施設の高度化を進めている。パープルブックで

は高度化をリードするサイエンス・テーマとして、

（1）Nanoscience and Nanotechnology

（2）Structural and Functional Biology and Soft

Matter

（3）Pump-and-Probe Experiments and Time-

Resolved Science

（4）Science at Extreme Conditions

（5）X-ray Imaging

を掲げている。現在、第１フェーズ（2009-2015）

の高度化計画が実行に移され、以下の８つの最新鋭

ビームラインの新設に向けて高度化作業が行われて

いる。

（1）UPBL1: Diffraction imaging for nano analysis

（2）UPBL2: High energy beamline for buried 

interface structures and materials processing

（3）UPBL4: Nano-imaging and nano-analysis

（4）UPBL6: Inelastic hard X-ray scattering for

electronic spectroscopy

（5）UPBL7: Soft X-rays for magnetic and electronic

spectroscopy

（6）UPBL9A/9B: Time-resolved ultra small angle

X-ray scattering/Pump-probe and time resolved

experiments

（7）UPBL10: Massively automated sample selection

integrated facility for macromolecular

crystallography

（8）UPBL11: Time resolved and extreme conditions

X-ray absorption spectroscopy

また、ナノ集光関係の長尺ビームラインを収納す

るために、実験ホールの一部において外側への拡張

工事が進められている。加速器の高度化項目として、

半導体RFアンプの開発、300 mA運転の実現、ビー

ム位置モニター、トップアップ運転、クライオ・ア

ンジュレータ、長尺アンジュレータの導入などが挙

げられている。ビームライン光学系や実験ステーシ

ョンの高度化開発として、Real Materials Under

Real Conditionsの測定を実現する検出器、ソフトウ

エアなどの要素技術やナノ集光技術などが項目とし

て挙げられている。

ESRFのユーザー運転に関する近年の統計とし

て、年間約2000件のプロポーザル、7000人のユーザ

ーがあり、1700件の実験が行われ、1600編の査読付

き論文を発表している。ESRFではサイエンス・パ

ートナーシップの強化に力を入れ、材料科学、ソフ

トマター、高磁場などの極端条件の分野でオピニオ

ンリーダー的役割を果たす研究機関との協力体制を

整えている。また、Sette所長のもと組織の改編があ

り、“Instrumentation Services and Development

Division”などの新部門が設置された。

＜APS＞

Hard X-ray Scienceを戦略として掲げるArgonne

National Laboratoryのもと、APSでは現在60本の

ビームラインが稼働している。蛋白質構造解析に力

を入れ、継続的経済成長に資するグリーンエネルギ

ー関連サイエンス（バッテリー、ガス吸蔵、タービ

ン材料の研究等）を推進している。ビームライン数、

スタッフ数とも増加傾向にあり、APSはESRF、

SPring-8、PETRAⅢの後塵を拝すことはしないと

の意気込みである。ユーザー運転の統計として、年

間3537人のユーザーがAPSを利用し、1185編の査読

付き論文を発表している。経済刺激策と高度化

R&Dのため施設運営費は増加し、ユーザーもエネ

ルギーサイエンスを推進するAPRA-Eプログラムに

よる研究資金面での恩恵を受けているとの報告であ

った。

APSの高度化のドライバーは BESACレポート

“Directing Matter and Energy: Five Challenges

for Science and the Imagination”に記述されてい

る。同レポートではエネルギー関連の基礎科学にお

ける今後の重要課題として以下の５つの問いかけを

設定している。

（1）How do we control materials processes at the

level of electrons?

（2）How do we design and perfect atom- and

energy-efficient syntheses of revolutionary

new forms of matters with tailored properties?

（3）How do remarkable properties of matter

emerge from complex correlations of the

atomic or electronic constituents and how we

control these properties?

（4）How can we master energy and information on

the nanoscale to create new technologies with

capabilities rivaling those of living things?

（5）How do we characterize and control matter

away－ especially very far away－ from
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equilibrium?

このBESACレポートのもと、APSは高度化の指針

として、

（1）Mastering Hierarchical Structures through

Imaging

（2）Real Materials under Real Conditions in Real

Time

の２つを掲げている。

技術的なゴールとして、1 psecの時間分解能、

25 keV以上の硬X線のナノ集光をあげ、25 keV以

上の硬X線を用いたイメージング、散乱、スペクト

ロスコピー技術の高度化と重点化されたサイエンス

への応用を目指す。高度化の実施にあたっては、ユ

ーザー実験への影響を最小限にとどめ、高度化の恩

恵は全てのビームラインにおける全てのサイエンス

にあることを目標としている。具体的には、超伝導

アンジュレータ技術、ピコ秒技術、RFの省力化な

どを高度化項目としている。また、これらの高度化

計画はより大きな施設高度化計画の一部であり、

DOEの指導のもと、XFEL-Oなどの新型光源の可能

性も検討している。

＜SPring-8＞

SPring-8からは新しいビームライン（BL33XU豊

田、BL07LSU東京大学放射光アウトステーション

物質科学、BL03XUフロンティアソフトマター開発

産学連合）と計画中のビームライン（BL28XU京都

大学革新型蓄電池先端基礎科学、BL32XU理研ター

ゲットタンパク、BL43LXU理研量子ナノダイナミ

クス）の紹介があった。トップアップ運転も蓄積電

流変動幅0.03%と非常に安定した運転を実現し、産

業利用ユーザーは全体の約20%に達している。

SPr i n g - 8キャンパスでの将来計画として、

SPring-8Ⅱの計画概要が報告された。現在の案では、

100 keVまでの硬X線領域をカバーする蓄積エネル

ギー6 GeV以下の超低エミッタンスリングへの改修

である。応用研究の一例として、ピコ秒の時間分解

能でのポンプ・プローブ実験分野の開拓を目指す。

蓄積リングについては挿入光源ビームラインの位置

は動かさず、約１年間の停止期間を想定し、2019年

に改修実施を目指す。SPring-8Ⅱ 蓄積リングの完

成後には、2012年に運転を開始するXFELとの協同

的実験が可能になり、SPring-8ⅡとXFELのX線ビ

ーム衝突点において、XFEL-pump and SR-probeな

どの前例の無い実験が可能になり、超非平衡下のサ

イエンスなどの展開が期待される。

＜PETRAⅢ＞

“3. NEW LIGHT SOURCE”では、オブザーバー

として参加したPETRAⅢの紹介が行われた。

PETRAⅢ は DESY（ Deutsches Elektronen-

Synchrotron）研究所の放射光施設で、HERAの前

段加速器として利用されていた円型加速器を、ダン

ピング・ウィグラーを導入することで低エミッタン

スを実現した新しい第３世代放射光施設である。

DESY研究所には、現在、PETRAⅢのほかに円型

放射光施設DORISⅢ、VUV自由電子レーザー施設

FLASHを有し、年間5500時間の運転をしている。

さらに近い将来European XFEL施設も加わり、放

射光サイエンスの分野で注目されている研究所のひ

とつである。また、新しい実験ビームラインを建設

するFLASHⅡ計画も進行している。さて、PETRA

Ⅲであるが、周長2304 mのリングの一部に放射光

利用専用の建屋を建設し、その建屋に14本のビーム

ラインを建設する。蓄積エネルギーは6 GeV、電流

は100 mAでトップアップ運転を行う。2010年６月

までコミッショニングを行い、14本中８本のビーム

ラインは2010年末までにユーザー運転に入る。さら

に別の建屋を建設しその中に10本のビームラインを

建設することも予定されている。この追加10本のビ

ームラインが完成された暁には、DORISⅢはシャ

ットダウンするとのことである。

初日の午後後半と２日目の午前にはパラレル・セ

ッションが設けられ、４テーマについて議論された。

＜Accelerator/Light Source＞

“Accelerator/Light Source”では、ビーム安定化

技術、蓄積電流の増大化とこれに関連する問題点、

高出力RF技術、エミッタンスの向上、挿入光源用

長直線部の長尺化とその有効利用、高エネルギー用

アンジュレータ、挿入光源磁石のアライメント技術

について議論された。Real Materials under Real

Conditionsの実験で必要とされる高強度の硬X線ア

ンジュレータとして、クライオジェニック真空封止

アンジュレータ、NbTiを用いた超伝導アンジュレ

ータが議論された。また、電力にかかる費用は

ESRFで全運営費の５%、APSで10%、SPring-8で

20%とかなりの割合を占めており、消費電力の低減
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は今後の大きな課題であることが報告された。

＜Detector/Data Handling＞

“Detector/Data Handling”では放射光実験で不

可欠なX線検出器と増大化を続けるデータ量の問題

について議論された。商業ベースで入手可能なX線

検出器や測定機器などを共通品としてプールする試

み、イメージ検出器からのデータ転送の高速化、フ

ラットパネル検出器の蛋白質構造解析測定への応用

が報告された。検出器のR&Dとしては、高速硬X線

用CCD、超伝導センサーが議論された。また、

DESYでの検出器開発に関する報告があった。

PETRAⅢでは、当面、用途に合った検出器を購入

するとしながらも、将来に向けて、Ge、GaAs、

CdTeなどの高エネルギーX線検出器、高速イメー

ジング・タイミング検出器、FLASH用pnCCD検出

器、European XFEL用の検出器の開発を進めてい

る。Data handlingとソフトウエア開発では、大量

データの取り扱いに対する共通データフォーマッ

ト、CT再構成のソフトウエアが議論された。

＜Nanofocusing/Imaging, Time-resolved＞

“Nanofocusing/Imaging, Time-resolved”では三

極の放射光施設で力を入れている利用推進テーマに

ついて議論された。これらの測定に関連する光学系、

光源、放射線損傷、検出器などの研究開発や将来展

望が討論された。本セッションの主題は、X線回折

イメージングやピコ秒以下の時分割実験に代表され

るように、XFELの利用や蓄積リングの高度化を推

し進める重要なテーマであり、今後継続的に情報交

換を進めるべき領域のひとつである。また、ナノ集

光応用では電子顕微鏡がライバルとなるが、電子顕

微鏡は空間分解能の点で勝り、放射光はより広い空

間領域で現れる複雑系の観察に勝るという認識が示

された。

＜Industrial Applications/Energy & Environment＞

“Industrial Applications/Energy & Environment”

では、現在と近未来において、放射光利用研究を牽引

する産業分野での利用とエネルギー・環境関連分野

での利用について議論された。短期間で研究結果の

創出が求められる産業利用と地球規模での課題解決

を目指すエネルギー・環境関連の利用研究について、

現状と将来展望が報告された。これらの研究には、多

くの放射光実験手法が用いられており、将来的には、

高分解能化測定、in-situ測定、時分割測定が重要にな

り、未開拓の領域への利用の拡張が重要になる。実験

技術の向上と実験ステーションの整備とともに、関

連するコミュニティーとの良好な関係の構築や研究

成果を効率的に創出するためのテーマ設定プロセス

など、マネージメントの重要性が示された。

パラレル・セッションの後は、サテライト・ワー

クショップ報告、パラレル・セッション報告、そし

て全体討論と続いた。三極ワークショップは、施設
．．

者に限定された
．．．．．．．

大型放射光施設のワークショップと

いう特徴をもつ。施設者として、施設のあるべき姿、

持つべき観点等について、各施設の取り組み、特色

等を紹介しながら討論が行われ、最後は、大野

JASRI専務理事の閉会の挨拶で幕を閉じた。
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前回のAPSで開催された三極ワークショップ

（2008年３月18日～19日）の時点では、各施設の高

度化計画は案の状態であった。あれから２年、先行

するESRFの高度化計画は実行に移された。高度化

というコーナーを回ったESRFがアクセル全開で加

速するのはそう遠くないと思われる。ESRF、

SPring-8、PETRAⅢの後塵を拝せずのAPSも高度

化案の実行に向け準備万端整っている。一方で、三

極の施設と同等あるいはそれ以上の光源性能が期待

されるPETRAⅢの本格的ユーザー運転開始も近

い。SPring-8キャンパスでは2012年にXFELの供用

が開始され新たな研究領域が拓かれると期待される

が、SPring-8蓄積リングの大掛かりな高度化改修は

2019年まで待たなければならない。それまでの期間、

高度化されたESRF、APS、そしてPETRAⅢ、ま

た3WM2010では話題に上らなかった中型放射光施

設を相手に、SPring-8は硬X線を利用した放射光サ

イエンス分野でどのように競争するのか、ユーザー

と施設で知恵を絞る必要があることを切に感じたワ

ークショップであった。

第12回　三極ワークショップ
プログラム

【４月13日（火）】

1. OPENING (09:00 - 09:15) 

Chair: H. Ohno / SPring-8

9:00 1.1 Opening AddressⅠ

T. Ishikawa / Director, 

RIKEN Harima Inst. / SPring-8

1.2 Opening AddressⅡ

T. Shirakawa / President, JASRI / SPring-8

1.3 Address by Guest of Honour

H. Takaya / Director, 

Ministry of Education, Culture, Sports,

Science and Technology JAPAN

2. FACILITY STATUS REPORT/RESEARCH

HIGHLIGHTS (09:15 - 10:45) 

Chair: T. Ishikawa / SPring-8

9:15 2.1 Update on the Advanced Photon Source

J. M. Gibson / APS

9:45 2.2 Status/Highlights of ESRF

F. Sette / ESRF

10:15 2.3 Status of SPring-8

H. Ohno / SPring-8

Science Highlights & Activities at SPring-8

M. Takata / SPring-8

Coffee Break (10:45 - 11:00)

3. NEW LIGHT SOURCE　　(11:00 - 11:30) 

Chair: F. Sette / ESRF

11:00 3.1 News and Highlights from DESY

E. Weckert / PETRAⅢ

3.2 DESY‘s High Brilliance Light Source

H. Franz / PETRAⅢ

Workshop Photo (11:30 - 11:40)

Lunch (11:40 - 13:00)

4. FUTURE PLAN and UPGRADE (13:00 - 14:15) 

Chair: J. M. Gibson / APS

13:00 4.1 The APS Upgrade

D. Mills / APS

13:25 4.2 The Upgrade of the ESRF

H. Reichert / ESRF

13:50 4.3 The SPring-8 Upgrade toward SPring-8Ⅱ

T. Ishikawa / SPring-8

Coffee Break (14:15 - 14:30)

5. PARALLEL SESSIONS Ⅰ(14:30 - 17:50) 

5A. Accelerator/Light Source

Chair: P. Elleaume / ESRF

14:30 5A.1 APS Beam Stability Improvements and Plans

G. Decker / APS

14:50 5A.2 ESRF Accelerator and Source Status

P. Elleaume / ESRF

15:10 5A.3 Accelerator Developments in SPring-8

K. Soutome / SPring-8

Short Break (15:30-15:40)

15:40 5A.4 RF Developments at the ESRF(Jörn Jacob)

P. Elleaume / ESRF
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16:00 5A.5 Diagnostic Developments at the ESRF

Storage Ring

K. Scheidt / ESRF

16:20 5A.6 Undulator Development and Commissioning

for PETRA Ⅲ

M. Tischer / PETRA Ⅲ

Short Break (16:40-16:50)

16:50 5A.7 Superconducting Undulator Development at

the APS

Y. Ivanyushenkov / APS

17:10 5A.8 Status of Undulator Development at SPring-8

T. Tanaka / SPring-8

17:30 5A.9 Discussion

5B. Detector/Data handling

Chair: H. Reichert / ESRF

14:30 5B.1 Detector Development at APS

A. Miceli / APS

14:50 5B.2 High Throughput Data Transfer from

Imaging Detectors

A. Homs / ESRF

15:10 5B.3 Protein Crystallography Using a CMOS Flat

Panel Detector

K. Hasegawa / SPring-8

Short Break (15:30-15:40)

15:40 5B.4 Detector Developments at DESY

H. Graafsma / PETRA Ⅲ

16:00 5B.5 Data Handling and Software Development

in APS

P. Jemian / APS

16:20 5B.6 Challenges in Data Storage, Curation and

Formats

R. Dimper / ESRF

Short Break (16:40-16:50)

16:50 5B.7 Software for CT Reconstruction and Basic

3-D Analysis

K. Uesugi / SPring-8

17:10 5B.8 Discussion

【４月14日（水）】

6. MINI-TOPIC (an ad-hoc session): Liquid Nitrogen

Pumps (8:45 - 9:45)

Chair: P, Jemian / APS

7. PARALLEL SESSIONS Ⅱ (9:45 - 12:20) 

7A. Nanofocusing/Imaging, Time-resolved

Chair: M. Takata / SPring-8

9:45 7A.1 Nanofocusing and Imaging at the Advanced

Photon Source

C. Jacobsen / APS

10:05 7A.2 High Resolution Imaging Detectors

T. Martin / ESRF

10:25 7A.3 X-ray Diffraction Imaging at SPring-8

C. Song / SPring-8

Coffee Break (10:45-11:00)

11:00 7A.4 Time-resolved Experiments at the Advanced

Photon Source

L. Young / APS

11:20 7A.5 NanoFOX & Nano-Engineering: 2 aspects

of the ESRF Nanotechnology Platform

R. Barret / ESRF

11:40 7A.6 Determination of the Electrostrictive

Coefficient of a ferroelectric thin film by

nano-second time-resolved diffraction and

electric polarization measurement

O. Sakata / SPring-8

12:00 7A.7 Discussion

7B. Industrial Applications/Energy and Environment

Chair: D. Mills / APS

9:45 7B.1 Industrial Utilization at the Advanced Photon

Source

P. Chupas / APS

10:05 7B.2 Industrial Application in SPring-8 "HAX-

PES Application to LSI"

I. Hirosawa / SPring-8

10:25 7B.3 Industrial Applications at the Advanced

Photon Source: Imaging and Diffraction

G. Srajer / APS

Coffee Break (10:45-11:00)
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11:00 7B.4 Research in Energy and Environment at the

ESRF

H. Reichert / ESRF

11:20 7B.5 Energy and Environmental Studies in

SPring-8

T. Uruga / SPring-8

11:40 7B.6 Discussion

Lunch (12:20 - 13:30)

8. SUMMARY OF SATELLITE WORKSHOP

(13:30 - 14:00)

Chair: H. Ohkuma / SPring-8

13:30 8.1 3Way X-ray Optics Workshop Ⅵ

S. Goto / SPring-8

13:45 8.2 Summary of User Office Workshop

T. Makita / SPring-8

Coffee Break (14:00 - 14:15)

9. FEEDBACK FROM SESSIONS (14:15 - 15:03) 

Chair: Motohiro Suzuki / SPring-8

14:15 9.1 Summary of Session on Accelerator / Light

Source

P. Elleaume / ESRF

14:27 9.2 Feedback from Detector / Data Handling

Session

A. Miceli / APS 

14:39 9.3 Nanofocusing/Imaging, Time-resolved

S. Kimura / SPring-8

14:51 9.4 Industrial Applications/Energy & Environment

A. Fujiwara / SPring-8

10. DISCUSSION (15:05 - 15:45) 

Chair: Masayo Suzuki / SPring-8

15:05 10.1  Panel Discussion

11. SUMMARY AND CLOSING (15:45 - 15:55) 

15:45 11.1  Summary and Closing

H. Ohno / SPring-8

櫻井　吉晴　SAKURAI  Yoshiharu
（財）高輝度光科学研究センター　利用研究促進部門
〒679-5198 兵庫県佐用郡佐用町光都1-1-1
TEL：0791-58-2750 FAX：0791-58-0830
e-mail：sakurai@spring8.or.jp
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研究会等報告

表題のワークショップは2010年４月12日に

SPring-8において行なわれた。このワークショップ

は三極ワークショップ本体のサテライトとして行な

われているもので、2001年11月にESRFにおいて第

１回が開催されてから２周目最後の第６回を数え

る。前回は２年前2008年３月であり、その後の放射

光X線光学に関連する進展を議論するばかりでな

く、初回からの８年半を振り返るのにも良い機会と

なった。プログラムは最後に示す通りである。講演

者は14名であり、ESRF、APS/ANL、SPring-8か

らの参加とともに、PETRAⅢ/DESY、NSLSⅡ

/BNL、および大阪大学からゲストを迎えプログラ

ムが組まれた。参加者は約40名で（写真参照）、会

場の上坪講堂はほぼいっぱいとなった。以下は必ず

しもプログラム順とはなっていないが、簡単にワー

クショップの概要について報告する。

石川（理研）の開会の挨拶に続いてH ä r tw ig

（ESRF）、Macrander（APS）、Schulte-Schrepping

（PETRAⅢ）、大橋（SPring-8）からそれぞれの施設

の光学系の概要とホットトピックスが報告された。

Härtwigからは今回光学素子に放射光が照射された

際の表面汚染やダメージについての問題提起があっ

た。データの蓄積はそれほど多くはないが、光源お

よび光学素子のおかれた環境により系統的に分類が

進められており、他の施設においても有益な情報に

なっていくと思われる。いままで三極ワークショッ

プではあまり取り上げなかったテーマであるが、後

で述べる分光器の安定化（山崎）などとともに、こ

のようなワークショップでなければ議論しにくい話

題であり、今後も情報交換を続けていくべきものの

ひとつと考える。Macranderからは光学系と検出器

の評価のための新しいビームライン6-BMの計画が

紹介された。偏向電磁石ビームラインであっても、

光学系の評価用に専用のビームラインを有すること

の重要性を感じさせられる。今回オブザーバとして

参加したSchulte-Schreppingからは、立ち上がりつ

第６回三極X線光学ワークショップ

財団法人高輝度光科学研究センター
光源・光学系部門　　　後藤　俊治

三極X線光学ワークショップⅥ参加者
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つあるPETRAⅢのビームラインについて、フロン

トエンド機器と分光器を中心に概要が述べられた。

光軸がわずかに折り曲げられた二台のアンジュレー

タからのビームを利用する際に、下流において十分

に空間的に分離する目的で1 m以上のオフセットを

有するLOM（Large Offset Monochromator）が導入

されている。大型の放射光施設において隣接ビーム

ライン間での干渉をクリアし、スペースを有効活用

する際の問題であるが、さすがにこれは苦肉の策と

思えてしまう。大橋からはSPring-8およびXFELに

て最近建設が完了した、もしくは建設中の新規ビー

ムラインの紹介があり、QXAFS用揺動型チャンネ

ルカットモノクロメータ、高安定型XFEL用二結晶

分光器などが紹介された。

山内（大阪大学）からはミラーによるサブ10 nm

集光に至る道が、いくつかの技術的なブレークスル

ーとともに紹介された。EEM（Elastic Emission

Machining）による精密研磨、Graded multilayer、

波面補正アダプティブミラーなどを用いて、昨年に

はついに7 nmの一次元集光の偉業に至った。約７年

の間にビームサイズは約1/ 3 0になっている。

SPring-8では、この大阪大学のミラー技術を用い、

サブミクロン集光を必要とするいくつかの実験ステ

ーションにおいて、それぞれの利用目的に最適設計

した集光ミラーシステムを導入しており、湯本

（SPring-8）からその一例が報告された。このよう

に先端技術から着実に裾野への展開を見せている。

Morawe（ESRF）からはESRFにおける多層膜形

成のラボラトリの現状と、そこで製造されESRFの

ビームラインに配られている多層膜ミラー、多層膜

モノクロメータに関する最近の状況が報告された。

ミラー面形状を台形形状などに加工し、高精度曲げ

機構と組み合わせることにより楕円形状を形成し数

十 nmの集光を実現している。

Conley（NSLSⅡ）は元々APSにおいてMLL

（Multilayer Laue Lens）の製作に関わっていた研

究者であるが、今回ゲストでNSLSⅡから参加する

格好となった。APSのときから継続しているMLL

の製造技術や光学素子の評価・計測関連技術を

NSLSⅡにてそのまま展開し、ナノビーム利用の一

翼を担おうとしている。今回、NSLSⅡでの光学系

ラボラトリの整備状況を報告するとともに、APSと

共同でAPSにおいて実現した二次元MLLにおける

21 nm×39 nm（19.5 keV）の集光結果の報告があ

り、それを用いた蛍光X線顕微鏡への適用例があわ

せて示された。

光学素子の評価・計測技術に関しても、各施設で

LTP（Long Trace Profiler）、干渉計ベースのスチ

ッチング法、位相回復法などによる形状計測を展開

しており、それぞれの手法において多くの進展が見

られている。Barrett（ESRF）、Assoufid（APS）、

大橋（SPring-8）、山内（大阪大学）から報告があ

り、それぞれの施設において測定精度の向上や対象

とする光学素子の大型化、新たな計測手法・装置開

発などで進展していることが報告された。特に

Round-robin計測において同じミラーを各施設の計

測装置で計測しデータを比較するプログラムが、こ

れまで複数回実施され、その結果、互いの計測器で

同程度のデータが得られることと、同程度に計測精

度の向上が見られることが確認できており、非常に

有益な情報交換ができていることは特筆すべきであ

る。スロープエラーおよび表面の高さの計測制度は

この10年でほぼ一桁以上改善され、0.1 µrad以下、

0.1 nmのオーダに入っている。

CVDダイヤモンドや高温高圧合成Ⅱaダイヤモン

ドの評価と利用も本ワークショップの話題のひとつ

である。今回、Härtwig、Macrander、Schulte-

Schreppingからダイヤモンドに関する話題が提供

された。HärtwigはⅡaダイヤモンドの結晶性に関

することと、結晶冷却のためのマウント時の歪みの

低減や熱接触改善に関するスタディ結果の報告があ

った。この点についてはSPring-8とも技術的な情報

交換が積極的に行なわれている。S c h u l t e -

SchreppingからはCVDダイヤモンドを用いたX線

透過窓および発光を利用したダイヤモンドビームモ

ニタがビームラインコミッショニングにおいて有効

に機能していることが報告された。

結晶分光器に関するものとして、先のHärtwigの

光学素子の汚染やダメージの話題や、ダイヤモンド

の話題の他、山崎（SPring-8）により分光器の安定

化に関する発表があった。水冷ピンポスト結晶の冷

却水循環系とステージ周りの改良により出射ビーム

の安定化を実現したこと、今後液体窒素循環系につ

いても安定化対策を進めていくことなどが報告され

た。ナノビームを安定供給するためにも、これらの

ことは重要になってくるだろう。

屈折レンズに関しては、今回Snigirev（ESRF）に

よる一件の発表があり、In-vacuum transfocatorやそ

れを応用したIn-lineのwide band monochromator、

Bilens干渉計の光源サイズ評価への応用など多くの
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研究会等報告

9:00～ 9:10 Opening Address and General Information

(T. Ishikawa, S. Goto)

Session 1 (Chair: S. Goto)

9:10～ 9:30 Topics of X-ray Optics at ESRF (J.

Härtwig)

9:30～ 9:50 New Metrology Beamline for Optics and

Detector Testing at 6-BM at APS (A.

Macrander)

9:50～10:10 Photon Beam Frontends and Optics for

PETRAⅢ(H. S.-Schrepping)

10:10～10:30 Overview of Optics at SPring-8 (H.

Ohashi)

10:30～10:45 Coffee Break

Session 2 (Chair: A. Macrander)

10:45～11:05 Recent Achievements for Nanofocusing

of Hard X-Rays (K. Yamauchi)

11:05～11:25 News from the ESRF Multilayer Facility

(Ch. Morawe)

11:25～11:45 Sputter Deposition of MLLs at NSLSⅡ

(R. Conley)

11:45～13:00 Lunch at Cafeteria

Session 3 (Chair: H. Ohashi)

13:00～13:15 Current Developments in the ESRF

Mirrors and Metrology Laboratory (R.

Barrett)

13:15～13:30 Overview of Optics and Metrology

Activities at the APS (L. Assoufid)

13:30～13:45 K-B Mirror Development at SPring-8

(H. Yumoto)

13:45～14:00 Photograph～Coffee Break

Session 4 (Chair: J. Härtwig)

14:00～14:15 Status of the Refractive Optics

Development at the ESRF (A. Snigirev)

14:15～14:30 Theory of X-ray Nanofocusing by Bent

Crystal in Back Diffraction Geometry

(A. Suvorov)

14:30～14:45 Dispersive Spread of Virtual Sources by

X-ray Monochromators (X. Huang)

14:45～15:00 Stabilization of SPring-8 Double-Crystal

Monochromators (H. Yamazaki)

15:00～15:20 Discussion～Adjourn

後藤　俊治　GOTO  Shunji
（財）高輝度光科学研究センター　光源・光学系部門
〒679-5198 兵庫県佐用郡佐用町光都1-1-1
TEL：0791-58-0877 FAX：0791-58-0878
e-mail：sgoto@spring8.or.jp

例が紹介された。

その他の話題として、Huang（APS）は対称

Bragg case以外の非対称Bragg反射の条件でおきる

波長分散効果（プリズム効果）が見かけの光源サイ

ズを大きくしてしまう点について、いくつかの高分

解能モノクロメータの例を引き合いに出して問題提

起した。空間コヒーレンスを問題にする場合やナノ

集光などのケースにおいて考慮すべき点となるもの

と考えられる。また、Suvorov（SPring-8）により、

背面Bragg反射型のベント結晶において大きな開口

数が確保できることを利用した数 nm～数十 nmオ

ーダの集光の可能性が示された。まだ、理論的な検

討の途上ではあるが、いくつか予想されるテクニカ

ルな問題がクリアされていけば、あらたな集光技術

として展開していくかも知れない。

今回のワークショップはその後にXFELおよび

SPring-8のサイトツアーをひかえ、一人当たりの講

演時間をかなり短く制限せざるを得なかったため、

ずいぶん窮屈な進行となってしまった。オーガナイ

ザーとしては反省しきりである。14日の午後に三極

ミーティング本体において後藤によりワークショッ

プの概要・ハイライトが報告された。12日には議論

の時間が全くとれなかったので、多少主観を含みな

がら、これが実質ワークショップのまとめになった。

さて、このままの流れだと次回は2011年秋～2012

年始めにESRFにおいて行なわれることになる。ヨー

ロッパの新しい3.5世代放射光施設からのゲスト参加

が議論されるかも知れない。伝統的なやり方と新た

な試みをオーガナイザーの間で議論しつつ、光学ワ

ークショップは10年を迎えることになるだろう。

三極X線光学ワークショップVIプログラム
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1．はじめに
本User Office サテライトワークショップは、今

まで培ってきた知識や経験を共有し、より効果的・

効率的な運営に役立てることを目的に、2010年４月

12日、SPring-8において開催された。今回は３回目

にあたり、１回目は2004年11月にSPring-8で、２回

目は2008年３月にAPSで開催されている。

2．参加者
APS、ESRFおよびSPring-8の役員、User Office

とその関係部署 のスタッフ、そして今回特別に

PETRAⅢから派遣された代表を合わせ、22名の参

加があった。

3．会議内容
SPring-8/JASRI大野専務理事の挨拶の後、APS

はMillsが、ESRFはMacCarthyが、SPring-8は

JASRI牧田が、それぞれ前回の会議以降の各施設ユ

ーザーオフィスに関係する現状報告を行った。話題

をいくつか上げると、APSでは、アルゴンヌ研究所

内の国立利用者施設５施設において共通に利用でき

る賠償責任、知的財産、財務処理に関するMaster

User Agreementが策定され、2010年から適用され

ていること、ESRFではアップグレードプログラム

が開始されたこと、2009年11月、ESRFとILLとの

間にソフトコンデンスドマターにおける協力

（PSCM）が開始されたこと、CPERプロジェクトが

創設され、新しい共有施設の建設が2011年に開始さ

れること、新bio-SAXSビームラインが随時募集の

形 で 課 題 を 受 け 入 れ る こ と に な っ た こ と 、

Macromolecular crystallography（MX）実験にお

けるリモートアクセスなどの紹介があった。

次のセッションからそれぞれのUser Office が進

めていること、解決したい問題点などのトピックス

を議論した。トピックスは以下のとおりである。最

初に、SPring-8が取り組まなければならない成果公

開の促進について、SPring-8の現状として論文登録

のない実験責任者の数が多いこと、考えている解決

案を示した。SPring-8より遙かに多くの論文登録が

あるESRFの取り組みの報告を受けた。ESRFでは、

ユーザーは必ず論文を発表しているので、それをい

かに集めるかの方策であり、論文中にESRFと書か

れたものを図書館員が検索で探し、課題情報との関

連についてユーザーに問い合わせること、課題申請

と論文登録のデータベースをリンクさせてユーザー

が登録しやすくしていることが紹介された。

次にSPring-8/JASRI利用業務部のシステムサポ

ートチームの神辺から、課題申請締め切り間際のア

クセス集中時においても、申請者が快適に入力でき

るよう構築したシステムを紹介した。また、同松本

が、先の話題の論文登録促進策としてシステム側か

らのサポートのアイデアなどを紹介した。

また、ESRFからの要望で、統計資料を作るとき

にどのようなツールを用いているか情報交換を行っ

た。SPring-8/JASRI坂尻が現在行っている方法を

説明して、議論に入った。どの施設のUser Office

も、出資者や納税者、政府への統計データの提供の

仕事が多いことがわかった。

午後のセッションでは、まずAPS Quintanaから、

Social Network Analysisを用いてユーザーコミュ

ニティを理解するためのソシオグラムの手法が紹介

され、施設に役立つ分析の項目をこの手法から得る

ことができるという新しい見方を得た。

次にAPSからの要望である、産業利用ユーザーへ

のアウトリーチについて議論した。SPring-8からは、

JASRI産業利用推進室長廣沢から、産業利用はかつ

て５％であったものが今は20％に達している理由と

して、国からの産業利用プログラムの支援、コーデ

ィネーター制度導入と共用ビームラインとして産業

利用ビームラインが３本に増設されたことであると

説明した。APSからは、今まで産業利用にはアウト

リーチ活動や支援体制にそれほど時間と努力を割い

APS-ESRF-SPring-8 Three-Way Meeting
User Office Satellite Workshop報告

財団法人高輝度光科学研究センター
利用業務部　牧田　知子

WORKSHOP AND COMMITTEE REPORT



てこなかったが、今はアウトリーチ活動を行う専門

家を一人配置し、専用Webサイトも作成し、成果

専有課題の申請と審査の新しいポリシーと手続き方

法を作りつつあることが報告された。また、

SPring-8/JASRI山田がSPring-8の利用料金のシステ

ムを説明し、昨年各施設に個別に問い合わせた成果

専有料金をまとめてフィードバックした。

残りの時間は、ESRFから提案された、ユーザー

に対する安全やセキュリティの問題、ジョイントプ

ロポーザルとそれに伴うデータベースの問題につい

て議論した。ESRFやAPSは、サイト内にいくつか

ある研究施設のうちの一つが放射光施設であり、

ESRF はこれからサイト内のジョイントプロポーザ

ルのシステムを作る必要があること、SPring-8はま

だその必要性がないこと、APSは前述のとおり部分

的ではあるが、すでにあることが紹介された。

参考として本会議のプログラムを文末に示す。

4．おわりに
３極のユーザーオフィスが経験や問題点を共有し

解決方法を議論できたことは有意義であった。今回

解決できなかった問題も次回には解決できるよう3

極のユーザーオフィスは今後も協力し合うことを確

認して会を閉じた。

（参考）プログラム

User Office Satellite Workshop Three-Way Meeting

(3WM) April 12, 2010 

Conference Room A  1F  Main Building

09:10 Welcome address

H. Ohno - SPring-8

09:15 Overview Presentations - updates

D. Mills - APS

J. MacCarthy - ESRF

T. Makita - SPring-8

10:15 Issue of Publications: 

Presentation and Discussion

T. Makita - SPring-8

J. MacCarthy - ESRF

11:05 Break

11:10 Proposal Management System

and Demo 

K. Shinbe - SPring-8

11:30 Topics from System Support Team

W. Matsumoto - SPring-8

11:50 Statistics Tools: 

Presentation and Discussion 

S. Sakajiri - SPring-8

12:10 Lunch 

13:10 A Graphical Representation of 

APS User Visits: Presentation

J. Quintana - APS

13:30 Outreach to Industrial

User Community: 

Presentation and Discussion

I. Hirosawa - SPring-8

14:10 User Fees: Presentation

Y. Yamada - SPring-8

14:25 Break

14:30 Other Matters of Interest 

- safety and security requirements

for users

- joint proposal

- database management 

(avoiding double entries)

15:20 Adjourn

牧田　知子　MAKITA  Tomoko
（財）高輝度光科学研究センター　利用業務部
〒679-5198 兵庫県佐用郡佐用町光都1-1-1
TEL：0791-58-0961 FAX：0791-58-0965
e-mail：makita@spring8.or.jp
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研究会等報告

写真：会議の様子（Three-Way Meeting 事務局撮影）。
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SPring-8では、メディカルバイオ（医・生物学）

領域の利用研究促進施策の一環として、平成18年度

より「メディカルバイオ」を重点研究課題・領域型

に指定し、重点支援を実施してきた。平成20年度か

らは、従来からの「重点メディカルバイオ・トライ

アルユース課題」に加え、新たに「重点拡張メディ

カルバイオ課題」を導入し、本領域における研究活

動の進展を図った。

「重点メディカルバイオ・トライアルユース課題」

は、放射光の医学・生物学への寄与を高め利用拡大

を図ることを目的に、新規研究課題及び新規利用者

を対象に実施した。

一方、「重点拡張メディカルバイオ課題」は、「病

の克服と健康への貢献」をキーワードに「重要な疾

患の原因解明と診断・治療法に関する研究」を行う

課題を対象として実施した。また、これまで実施さ

れた重点メディカルバイオ・トライアルユース課題

のうち、発展が期待される課題についても本課題に

おいて引き続き支援を行った。

今回の成果報告会では、平成20年度・21年度に実

施した「重点メディカルバイオ・トライアルユース

課題」及び「重点拡張メディカルバイオ課題」計72

件のうち、特徴的な研究課題やユニークな研究課題

である14件について成果の報告があった。

３月15日、医療産業都市構想を推進している神戸

ポートアイランドの臨床研究情報センターで開催さ

れた成果報告会には、あいにくの小雨模様の中、約

50名の方に参加頂いた。

報告会の前半は、梶谷文彦座長（川崎医療福祉大

学副学長）の司会により平成20年度に実施した課題

について、後半は八木直人座長（JASRI）の司会に

より平成21年度に実施した課題について、それぞれ

利用者から研究成果の報告があった後、質疑応答が

あり、活発な議論が行われた。

今回の成果報告会では、平成20年度から「重点拡

張メディカルバイオ課題」として、従来のイメージ

ングに加え、回折・散乱等まで手法を広げたことも

あり、より広い医学的課題に関する報告が行われた。

利用者についても、大学等の研究機関だけでなく、

食品会社や製薬会社、海外からの利用研究に関する

報告など、幅広い分野からの報告があった。

また、位相コントラスト法による脳や水晶体のイ

メージング研究や、バイオプシー標本の回折実験な

ど新たな利用事例の発表もあり、メディカル分野に

おけるSPring-8利用の新たな可能性を示すものであ

った。

なお、当日のプログラムについては、次のとおり

である。

平成20年度・21年度重点メディカルバイオ領域課題
成果報告会開催報告

財団法人高輝度光科学研究センター
研究調整部

WORKSHOP AND COMMITTEE REPORT



平成20年度重点メディカルバイオ領域課題成果報告
【重点メディカルバイオ・トライアルユース課題】

１　形態多様性理解のための脊椎動物およびその近

縁種の３次元再構築

水谷　治央（東京大学）

２　Phase-contrast imaging of blood flow and lung

共同研究者：八木　直人（JASRI）

研究代表者：Andreas Fouras

（Monash University, 豪州）

【重点拡張メディカルバイオ課題】

３　障害脳の神経回路再構築による治療法の開発

ナノ構造物と高磁場による神経機能再生

放射光による障害脳解析法の確立と病態解析

位相差CTのアルツハイマ病、パーキンソン病、

脳卒中への応用

小野寺　宏（西多賀病院）

４　Investigating cardioprotective treatment

efficacy for acute heart failure: adenosine and

adrenomedullin

共同研究者：白井　幹康（国立循環器病センター）

研究代表者：James Pearson

（Monash University, 豪州）

５　Tropomyosin mutations associated with muscle

weakness and nemaline myopathy: Structure

and Function of the thin filament studied by

X-ray diffraction

共同研究者：岩本　裕之（JASRI）

研究代表者：Julien Ochala

（Uppsala University, スウェーデン）

６　シンクロトロン放射光スリット状マイクロビー

ムに対する細胞致死効果からの回復現象とがん

抑制遺伝子p53が関与したバイスタンダー効果

鈴木　雅雄（放射線医学総合研究所）

７　新規治療薬および製剤材料の開発を目的とする

有機３次元複合体のX線結晶構造解析

桝　飛雄真（徳島文理大学）

平成21年度重点メディカルバイオ領域課題成果報告
【重点メディカルバイオ・トライアルユース課題】

８　全身性器官としての働きを可能にする骨の3次

元内部構造の解明

南郷　脩史（ラトックシステムエンジニアリング（株））

９　ゼブラフィッシュの脳および器官の立体構造と

摂食運動の生体X線解析

八田　公平（兵庫県立大学）

【重点拡張メディカルバイオ課題】

10 ヒト皮膚角層細胞間脂質の熱特性と外部刺激に

関する定量的解析

小幡　誉子（星薬科大学）

11 X線位相差CTによる水晶体タンパク濃度勾配

の可視化法開発と眼科領域疾患の病態生理解明

への応用

毛利　聡（川崎医科大学）

12 微量元素による組織傷害の病理学：遺伝性銅欠

乏疾患症例から学んだ貴重なこと

松浦　晃洋（藤田保健衛生大学）

13 リン酸化オリゴ糖カルシウムとフッ素が歯エナ

メル質の結晶に及ぼす効果に関する研究

田中　智子（江崎グリコ（株））

14 高速４Ｄin vivo-CTの開発

世良　俊博（理化学研究所）

※海外からの研究代表者については共同研究者が代

理で発表を行った。
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財団法人高輝度光科学研究センター（JASRI）で

は、利用研究課題審査委員会（PRC）において利用

研究課題を審査した結果を受け、以下のように第25

回共同利用期間（2010A）2010年４月５日～2010年

７月28日（全期間249シフト）における利用研究課

題を採択しました。ただし、産業利用Ⅰ、Ⅱおよび

Ⅲビームライン（BL14B2、BL19B1およびBL46XU）

は2010Aを２期に分けて募集しており、これらのビ

ームラインについては第１期の2010年４月５日～

2010年６月11日（126シフト）における課題を採択

しました。表1に利用研究課題公募履歴を示します。

1．募集、選定および採択の日程
〔募集案内公開と応募締切〕

平成21年10月28日　SPring-8ホームページで募集案

内公開

（利用者情報11月号に公募記事を

掲載）

11月25日　成果公開優先利用課題応募締切

11月26日　長期利用課題応募締切

12月17日　一般課題、萌芽的研究支援課題、

重点ナノテクノロジー支援課題

および重点産業利用課題応募締

切

〔課題審査、選定、採択および通知〕

平成22年１月26日午後－27日午前

分科会による課題審査

１月27日午後

利用研究課題審査委員会による

課題審査選定

２月10日　JASRIとして採択決定し応募者

に審査結果を通知

2．応募および採択状況
上記締め切りまでの全応募課題数は790、採択課

題数は567でした。表2に2010A期の利用研究課題の

課題種別の応募課題数および採択課題数と採択率

（%）を示します。なお、重点産業利用課題のうち産

業利用Ⅰ、ⅡおよびⅢの３本のビームラインは、各

利用期をさらに２期に分けて課題を募集しており、

表2に示す値は2010A全期間のものにはならないこ

とに注意してください。また重点ナノテクノロジー

支援課題は一般課題との重複申請が認められていま

すので、重点課題として不採択になっても重複申請

した一般課題で採択されている場合があります。

2010A期における成果非専有一般課題、萌芽的研

究支援課題、重点ナノテクノロジー支援課題および

重点産業利用課題への応募743件について、ビームラ

インごとの応募課題数、採択課題数および採択率な

らびに配分シフト数と採択された課題の１課題あた

りの平均配分シフト数を表3に示します。また表4に、

全応募790課題の申請者の所属機関の分類と課題の

研究分野分類の統計を示します。図1および図2は、

応募と採択課題数について、それぞれ機関分類別お

よび研究分野別の全体に対する割合を示します。

3．採択課題
2010A期に採択された課題の一覧は、SPring-8ホ

ームページに掲載しています。以下をご覧ください。

ホーム＞利用案内＞研究課題＞採択・実施課題一覧
http://www.spring8.or.jp/ja/users/proposals/list/

なお、2010A期に新規に採択された長期利用課題の

紹介は本誌次号に掲載します。
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第25回（2010A）利用研究課題の採択について

登 録 施 設 利 用 促 進 機 関
財団法人高輝度光科学研究センター

利用業務部
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第１回：1997B

第２回：1998A

第３回：1999A

第４回：1999B

第５回：2000A

第６回：2000B

第７回：2001A

第８回：2001B

第９回：2002A

第10回：2002B

第11回：2003A

第12回：2003B

第13回：2004A

第14回：2004B

第15回：2005A

第16回：2005B

第17回：2006A

第18回：2006B

第19回：2007A

第20回：2007B

第21回：2008A

第22回：2008B

第23回：2009A

第24回：2009B

第25回：2010A

利用期 利　用　期　間

平成９年10月－平成10年３月

平成10年４月－平成10年10月

平成10年11月－平成11年６月

平成11年９月－平成11年12月

平成12年２月－平成12年６月

平成12年10月－平成13年１月

平成13年２月－平成13年６月

平成13年９月－平成14年２月

平成14年２月－平成14年７月

平成14年９月－平成15年２月

平成15年２月－平成15年７月

平成15年９月－平成16年２月

平成16年２月－平成16年７月

平成16年９月－平成16年12月

平成17年４月－平成17年８月

平成17年９月－平成17年12月

平成18年３月－平成18年７月

平成18年９月－平成18年12月

平成19年３月－平成19年７月

平成19年９月－平成20年２月

平成20年４月－平成20年７月

平成20年10月－平成21年３月

平成21年４月－平成21年７月

平成21年10月－平成21年２月

平成22年４月－平成22年７月

応募締切＊＊

平成９年１月10日

平成10年１月６日

平成10年７月12日

平成11年６月19日

平成11年10月16日

平成12年６月17日

平成12年10月21日

平成13年５月26日

平成13年10月27日

平成14年６月３日

平成14年10月28日

平成15年６月16日

平成15年11月４日

平成16年６月９日

平成17年１月５日

平成17年６月７日

平成17年11月15日

平成18年５月25日

平成18年11月16日

平成19年６月７日

平成19年12月13日

平成20年６月26日

平成20年12月11日

平成21年６月25日

平成21年12月17日

198

305

392

431

424

582

502

619

643

751

733

938

772

886

878

973

916

867

1099

1007

1009

1163

979

1076

（790）

応募課題数

168

204

250

140

204

156

238

190

226

190

228

202

211

203

188

182

220

159

246

216

225

189

195

210

201

ユーザー利用シフト＊

134

229

258

246

326

380

409

457

520

472

563

621

595

562

547

624

699

555

761

721

749

659

654

709

（567）

採択課題数

＊ユーザ利用へ供出するシフトで全体の80％     
＊＊一般課題の締め切り日を示す     
2006B以前は一般課題応募締め切り時の値である。2007A以降は、期終了時の値を示す。（即ち分科会留保を含む）     
2010Aは重点産業ビームライン３本について期の後半分が今後選定されるため、第１期締切時の値として括弧内に示す。     
長期利用課題の採択数の取り扱いについて：08A期は２件で３ビームライン（３課題）とカウント。05Bは３件4BL（４課
題）採択になったが１件（１課題）はビームタイムの配分なし。00Bは３件4BL（４課題）採択     

表1 利用研究課題公募履歴

一般課題（非専有）

成果専有課題

萌芽的研究課題

重点ナノテクノロジー支援課題

重点産業利用課題＊

成果公開優先利用課題

長期利用課題

非専有

専有

非専有

非専有

非専有

非専有

非専有

課　題　種 成果専有/非専有

総　　　計

（成果専有、優先利用、長期除く）

542

23

40

64

97

22

2

790

743

384

23

22

47

68

22

1

567

521

応募課題数 採択課題数

70.8

100.0

55.0

73.4

70.1

100.0

50.0

71.8

70.1

採択率＊＊

＊重点産業利用ビームラインは第1期分のみの統計である。    
重点産業利用課題に応募して、一般課題で採択された４課題は一般課題に分類    
重点産業利用課題応募および採択のうち５課題は一般課題に分類される12条課題    
＊＊重点ナノテクノロジー支援課題が採択されたので、二重申請していた一般課題を不採択とした課題を応募数から引
くと実質採択率は一般課題（非専有）は75.0％審査課題のみは73.0％全課題では74.6％である。

表2 2010A期　課題種別応募および採択課題数と採択率

SPring-8 通信
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表3 2010A期におけるビームラインごとの成果非専有課題（一般、萌芽、重点）の採択状況

BL01B1

BL02B1

BL02B2

BL04B1

BL04B2

BL08W

BL09XU

BL10XU

BL13XU

BL14B2

BL17SU

BL19B2

BL20B2

BL20XU

BL25SU

BL26B1

BL26B2

BL27SU

BL28B2

BL35XU

BL37XU

BL38B1

BL39XU

BL40B2

BL40XU

BL41XU

BL43IR

BL45XU

BL46XU

BL47XU

：XAFS

：単結晶構造解析

：粉末結晶構造解析

：高温高圧

：高エネルギーX線回折

：高エネルギー非弾性散乱

：核共鳴散乱

：高圧構造物性

：表面界面構造解析

：産業利用Ⅱ

：理研 物理科学Ⅲ

：産業利用Ⅰ

：医学・イメージングⅠ

：医学・イメージングⅡ

：軟X線固体分光

：理研構造ゲノムⅠ

：理研構造ゲノムⅡ

：軟X線光化学

：白色X線回折

：高分解能非弾性散乱

：分光分析

：構造生物学Ⅲ

：磁性材料

：構造生物学Ⅱ

：高フラックス

：構造生物学Ⅰ

：赤外物性

：理研　構造生物学Ⅰ

：産業利用Ⅲ

：光電子分光・マイクロCT

47

14

54

15

27

17

15

26

47

18

6

24

26

31

25

1

1

27

20

21

27

26

25

58

24

33

13

10

24

41

743

29

11

41

13

22

14

10

16

18

18

5

17

16

25

17

1

1

21

18

14

19

26

13

34

20

33

13

8

14

14

521

61.7

78.6

75.9

86.7

81.5

82.4

66.7

61.5

38.3

100.0

83.3

70.8

61.5

80.6

68.0

100.0

100.0

77.8

90.0

66.7

70.4

100.0

52.0

58.6

83.3

100.0

100.0

80.0

58.3

34.1

70.1

183

117

150

120

201

201

153

96

192

75

42

93

111

201

186

6

6

189

177

201

180

159

162

193

153

108

153

48

90

101

4047

6.3

10.6

3.7

9.2

9.1

14.4

15.3

6.0

10.7

4.2

8.4

5.5

6.9

8.0

10.9

6.0

6.0

9.0

9.8

14.4

9.5

6.1

12.5

5.7

7.7

3.3

11.8

6.0

6.4

7.2

7.8

ビームライン

総　　　　　　　計

BL04B1は追加募集あり
BL14B2、BL19B2およびBL46XUは2010A第２期募集あり

応　　募

課題数計

採　　択

課題数計

採択率

（％）

配　　　分

シフト数計

１課題あた

り平均配分

シフト数

外側：採択567課題
内側：応募790課題

大学等
教育機関
63%

大学等
教育機関
63%

大学等
教育機関
63%

大学等
教育機関
63%

国公立研究
機関等
16%

国公立研究
機関等
16%

国公立研究
機関等
14%

国公立研究
機関等
14%

海外機関

8%

海外機関

8%

海外機関

11%

海外機関

11%

産業界

13%

産業界

13%

産業界

12%

産業界

12%

外側：採択567課題
内側：応募790課題

医学応用
3%

医学応用
3%

生命科学
17%
生命科学
17%

生命科学
14%
生命科学
14% 医学応用

4%
医学応用
4%

物質科学・
材料科学
40%

物質科学・
材料科学
40%

物質科学・
材料科学
44%

物質科学・
材料科学
44%化学

11%
化学
11%

化学
12%
化学
12%

地球・惑星
科学
6%

地球・惑星
科学
6%

地球・惑星
科学
6%

地球・惑星
科学
6%

環境科学
1%

環境科学
1%

環境科学
1%

環境科学
1%

産業利用
18%
産業利用
18%

産業利用
18%
産業利用
18%

その他＊
3%

その他＊
3%その他＊

2%
その他＊
2%

図1 2010A期　機関分類別応募採択課題数割合
注：産業利用ビームライン３本は第１期分のみの統計である。
2010A第２期分が追加されると産業界の割合が増加する
見込み。

図2 2010A期　研究分野別応募採択課題数割合
注：産業利用ビームライン３本は第１期分のみの統計である。2010A
第２期分が追加されると産業界の割合が増加する見込み。
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決定課題種 応募 採択 応募 採択 応募 採択 応募 採択 応募 採択 応募 採択 応募 採択 応募 採択 応募 採択

課題分類

課題数合計
シフト数合計

採　択　率

生命科学 医学応用 物質科学・
材料科学 

化学 地球・惑星
科学 

環境科学 産業利用 その他＊ 合計機関
分類

大
学
等
教
育
機
関

国
公
立
研
究
機
関
等

産
業
界

海
外
機
関

採択率
課題数
/シフト

一般課題

成果専有
（一般）
萌芽的
研究課題
重点ナノテクノ
ロジー支援課題
重点産業
利用課題
成果公開優
先利用課題
長期利用
課題

  合　計

一般課題

成果専有
（一般）
重点ナノテクノ
ロジー支援課題
重点産業
利用課題
成果公開優
先利用課題

  合　計

一般課題

成果専有
（一般）
萌芽的研究
課題＊＊
重点ナノテクノ
ロジー支援課題
重点産業
利用課題
長期利用
課題

  合　計

一般課題

萌芽的研
究課題
重点ナノテクノ
ロジー支援課題

  合　計

90.7 70.4 65.8 68.5 73.9 60.0 72.5 85.0 71.8

課題数
シフト数
課題数
シフト数
課題数
シフト数
課題数
シフト数
課題数
シフト数
課題数
シフト数
課題数
シフト数
課題数
シフト数
課題数
シフト数
課題数
シフト数
課題数
シフト数
課題数
シフト数
課題数
シフト数
課題数
シフト数
課題数
シフト数
課題数
シフト数
課題数
シフト数
課題数
シフト数
課題数
シフト数
課題数
シフト数
課題数
シフト数
課題数
シフト数
課題数
シフト数
課題数
シフト数
課題数
シフト数
課題数
シフト数

75
418.5

3
18
2

21
1
9
1
6
1
6

83
478.5

13
130.5

1
14

1
24
15

168.5

1
3

1
3
8

131
1

42

9
173
108
823

68
325.5

3
18
1

12
1
9
1
6
0
0

74
370.5

12
97.5

1
14

1
24
14

135.5

1
3

1
3
8

87
1

21

9
108
98

617

13
128

2
16
2

18

17
162

2
21

1
12

3
33

1
6

1
6
6

87

6
87
27

288

8
69

1
6
1
6

10
81
1
9

1
12

2
21

1
6

1
6
6

75

6
75
19

183

175
1568.5

15
111
33

299
6

48
3

30

232
2056.5

43
459

1
18

3
39
47

516
1
6
1
2

7
35
1

36
10
79
44

526
6

32
6

144
56

702
345

3353.5

117
1004

10
57
26

189
3

12
3

30

159
1292

30
297

1
15

3
39
34

351
1
3
1
2

5
26
1

36
8

67
22

247
0
0
4

39
26

286
227

1996

47
341

1
6
8

42
9

69
2

15
12
90

79
563
10
90
1
4

11
94

1
6

1
6
1
6

1
6

92
669

29
207

1
6
6

33
5

33
1
3

12
90

54
372

7
78
1
4

8
82

0
0

0
0
1
6

1
6

63
460

32
286

3
18

1
3

36
307

6
72

6
72

4
51

4
51
46

430

24
213

1
6

1
3

26
222

5
45

5
45

3
18

3
18
34

285

5
35

2
21

7
56
1
6

1
6

2
12

1
3

1
3

10
71

4
24

1
12

5
36
1
6

0
0

1
6

0
0

0
0
6

42

14
90
2

15

3
27
23

153

42
285

4
42
1
1
2

21
5

33
1
3

13
100
15

120
15
68

2
12
50

324

82
524

5
48

5
48

142
957

7
45
2

15

3
27
14
72

26
159

2
21
1
1
2

21
4

27
1
3

10
73
12
90
15
62

2
12
37

228

66
392

1
9

1
9

103
633

2
18

1
18

1
4

4
40
15

162

1
3

16
165

20
205

2
18

0
0

1
4

3
22
13

147

1
3

14
150

17
172

363
2885

3
21
32

223
51

455
33

229
17

129
1
6

500
3948

94
982.5

3
19
5

57
6

36
5

66
113

1160.5
16

126
17
76
1
6
2

12
58

362
1

36
95

618
69

852
7

74
6

144
82

1070
790

6796.5

259
1905.5

3
21
21

120
37

279
20

100
17

129
0
0

357
2554.5

71
700.5

3
19
4

48
5

30
5

66
88

863.5
13
93
17
70
0
0
2

12
43

257
1

36
76

468
41

442
1

21
4

39
46

502
567

4388

71.3

100.0

65.6

72.5

60.6

100.0

0.0

71.4

75.5

100.0

80.0

83.3

100.0

77.9

81.3

100.0

0.0

100.0

74.1

100.0

80.0

59.4

14.3

66.7

56.1

71.8

　＊ビームライン技術、素粒子・原子核、考古学
＊＊会社に所属で大学院在籍
注：産業利用ビームライン３本は第１期分のみの統計である。第２期分の産業利用と産業界の割合が増加する見込み。

表4 2010A期応募採択結果の機関および研究分野分類



SPring-8利用研究課題の申請をお考えの方は、申

請の前に下記をご確認ください。

1．特記事項
（1）今期提供シフト：237シフト

2010B期提供シフトは、237シフトを予定してお

ります。課題種毎の詳細な提供シフトは、各課題募

集をご覧ください。なお、運転計画の変更により提

供シフトが変更になる場合があります。

（2）2010B期のセベラルバンチ運転モード

2010B期は、下記の運転モードを予定しています。

運転モードの希望がある場合は、課題申請時に選択

してください。また、第１希望と第２希望のフィリ

ングでは、どの程度効率が違うかを申請書「その他」

欄に記述してください。

Aモード：203bunches

Bモード：4-bunch train×84

Cモード：11-bunch train×29

Dモード＊：1/14-filling+12bunches

Eモード＊：4/58-filling+53bunches

運転モードの詳細は、下記でご確認ください。

SPring-8ホームページ：http://www.spring8.or.jp/
トップページ＞クイックリンク＞運転スケジュー
ル＞セベラルバンチ運転モード対応表

＊上記のDおよびEモードはB期（2010B、2011B…）

のみ運転します。A期（2011A、2012A、…）のD

およびEモードはそれぞれ1/7-filling+5bunchesおよ

び2/29-filling+26bunchesの予定です。

（3）成果公開優先利用課題の制度変更について

利用枠と応募資格が変更になりました。詳しくは

本誌117ページ「2010B 成果公開・優先利用課題の

募集について」をご覧ください。

（4）2010B期締切

一般課題、重点ナノテクノロジー支援課題および

ナノネット支援課題、重点産業利用課題、萌芽的

研究支援課題：

平成22年７月１日（木）
午前10時JST（提出完了時刻）

長期利用課題：

平成22年６月17日（木）
午前10時JST（提出完了時刻）

成果公開・優先利用課題：

平成22年６月16日（水）
午前10時JST（提出完了時刻）

2．募集する課題の種類と利用できるビームライン
SPring-8の利用には、大きく分けて、成果専有利

用と成果非専有利用の２つの利用形態があります。

成果専有利用では、成果公開の義務がない代わりに、

利用時間に応じたビーム使用料が課せられます。成
果非専有利用では、論文等により研究成果を公表し

ていただくかわりにビーム使用料は無料となりま

す。なお、学生（実施時D1、D2、D3）の方は、萌
芽的研究支援課題のみ申請可能です（共同実験者と

しての参加は学年を問いません）。2010Bに募集す

る課題は表1に示すとおりです。詳細は各課題募集

案内をご覧ください。

また、利用可能なビームラインの概要およびビー

ムライン別募集課題一覧を文末の表2、表3にご紹介

しています。
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3．課題申請に必要な手続き
（1）課題申請はWEBサイトを利用した電子申請に

より行います。申請方法の詳細は、下記をご参照く

ださい。また、下書きファイル（トップページ＞課題
申請／利用計画書＞課題申請／利用計画書トップペ
ージ）をご用意しておりますので、ご利用ください。

User Information Webサイト（UIサイト）：
https://user.spring8.or.jp/
UIサイト＞SPring-8利用手続きフロー＞課題申請
なお、課題申請時は、ログインユーザー名で実験

責任者登録されるため、代理で課題申請書を作成す

る場合は、実験責任者のユーザーカード番号でログ

インし、作業する必要があります。その場合、実験

責任者が責任を持ってアカウントやパスワードを管

理してください。

（2）ユーザー登録（未登録の方のみ）

課題申請時にユーザーカード番号とパスワードが

必要となるため、申請前にUIサイトにてユーザー

登録を行ってください。

注）申請者（実験責任者）だけでなく、課題申請
時に共同実験者として登録される方もユーザー
登録が必要です。ユーザー登録情報は、採否通
知の送付等の各種ご連絡に使用しますので、既
登録者の方も登録内容をご確認の上、情報の更

新をお願いいたします。

（3）申請書作成上のお願い

詳しい入力方法については、「SPring-8利用研究

課題オンライン入力要領」（UIサイト＞SPring-8利
用手続きフロー＞課題申請）をご参照ください。ま

た申請書の記入要領については「SPring-8利用研究

課題申請書記入要領」（SPring-8ホームページ＞利
用案内＞研究課題＞研究課題募集＞SPring-8利用研
究課題申請書（成果非専有用）記入要領）をご参照

ください。

［希望シフトについて］

基本的に３シフト単位（１シフト＝８時間）で配

分が行われますが、BL41XU（構造生物学Ⅰ）、

BL38B1（構造生物学Ⅲ）の利用を希望される場合は、

1.5シフトや4.5シフトの申請も受け付けます。この

運用は、成果非専有一般課題のみを対象としており、

成果専有課題や他のビームラインでは行いません。

なお、0.5シフトの配分はありませんのでご注意く

ださい。

シフト数の算出をするための不明な点はホームペ

ージに記載されているビームライン担当者までお問

い合わせください。

課　題　種

SPring-8共用ビームライン

利用研究課題（一般課題）

重点ナノテクノロジー支援課題

およびナノネット支援課題

重点産業利用課題

萌芽的研究支援課題

長期利用課題

成果公開・優先利用課題

審　査

年２回

年２回

年４回

年２回

年２回

年２回

掲載ページ

103ページ

106ページ

109ページ

113ページ

115ページ

117ページ

2010B期応募締め切り

平成22年7月1日（木）

午前10時JST

平成22年6月17日（木）

午前10時JST

平成22年6月16日（水）

午前10時JST

成果
専有

可

不可

不可

不可

不可

不可

特　　徴

一般課題に制限はなく、国内外から申請

可能。B期から始まる１年課題の運用あり。

SPring-8におけるナノテクノロジー研

究課題。

SPring-8における産業利用関係の課題。

萌芽的・独創的な研究課題やテーマを

創出する可能性のある若手学生（実施

時D1,D2,D3）が対象の課題。

３年間有効の課題。審査は書類審査と面

接審査の２段階で行い、SPring-8を長期

的、計画的に利用することにより期待で

きる成果等についても審査されます。

国内で公開された形で明確な審査を行

う競争的資金を得た者が申請可能。優

先利用料を支払う。

表1 2010B期募集課題一覧
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［申請形式（新規／継続）について］

SPring-8の課題は６カ月の間に実行できる範囲の

具体的な内容で申請してください。SPring-8の継続

課題は、前回申請した課題が何らかの理由により終

了しなかった時に同様の研究を再申請していただく

ものです。研究そのものが何年も続いていくことと、

SPring-8の継続課題とは別に考えてください。前回

採択された課題のビームタイムを終了されている場

合は、全て新規課題の申請を行ってください。

［実験責任者について］

実験の実施全体に対してSPring-8の現場で責任を

持つことが出来る人が実験責任者となってください。

［複数のビームラインへの利用申請について］

同一の実験責任者が複数のビームラインを利用す

る場合は、ビームライン毎の申請としてください。

科学的意義の書き方が同じでも、複数のビームライ

ンでの実験が必要な内容であると認められる場合に

は、審査で不利に扱われることはありません。

［本申請に関わるこれまでの成果について］

成果発表リストとその概要は必ずご記入くださ

い。最近のものから順にスペースの範囲に書き込め

る内容をご記入ください。

4．利用にかかる料金等について
（1）ビーム使用料について

成果非専有課題（成果公開＊）：無料

成果専有課題：

通常利用　　：480,000円（ビーム使用料）/１

シフト（８時間）税込

時期指定利用：720,000円（ビーム使用料＋割増

料金）/１シフト（８時間）税込

＊課題終了後60日以内に利用報告書を提出してい

ただくことで、成果が公開されたとみなします

が、論文発表等での成果の公表をお願いします。

（2）消耗品の実費負担について

利用実験において実験ハッチにて使用する消耗品

の実費（定額分と従量分に分類）について、共用ビ

ームタイムを利用する全ての利用者にご負担いただ

いています。

定額分：10,300 円/シフト（利用者別に分割で

きない損耗品費相当）税込

但し、BL41XUとBL38B1において配分シフト

が1.5シフトの奇数倍の場合（1.5シフト、4.5シフ

ト）は、15,450円/1.5シフトとして精算する。配

分シフトが整数の場合（３シフト、６シフト…）

は、10,300円/シフトとする。

従量分：使用に応じて算定（液体ヘリウム、ヘ

リウムガスおよびストックルームで提

供するパーツ類等）

なお、2010B期において、萌芽的研究支援課題と

外国の機関から応募された成果非専有の課題につき

ましては、消耗品費実費負担分を支援します。消耗

品の実費負担に対応する利用方法の詳細につきまし

てはSPring-8ホームページの「SPring-8における消

耗品の実費負担に対応する利用方法について」（ト
ップページ＞利用案内＞お知らせ）をご覧ください。

5．その他
（1）SPring-8への放射線作業従事者登録について放

射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法

律（法律第百六十七号）に従い、SPring-8 の放射光を

利用される方は放射線業務従事者登録が必要です。

（2）単独実験・作業の禁止

安全上の観点から原則として単独でのご利用はお

断りしております。共同実験者を募って申請（実施）

してください。

（3）装置の故障、災害発生時およびインフルエンザ

等発生時の措置

状況によって、採択時のビームタイムを手配でき

ない場合があります。ご了承ください。

6．問い合わせ先
〒679-5198 兵庫県佐用郡佐用町光都1-1-1

財団法人　高輝度光科学研究センター　利用業務部

TEL：0791-58-0961 FAX：0791-58-0965

e-mail：sp8jasri@spring8.or.jp
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BL01B1
BL02B1
BL02B2
BL04B1
BL04B2
BL08W
BL09XU
BL10XU
BL13XU
BL14B2
BL19B2
BL20B2
BL20XU
BL25SU
BL27SU
BL28B2
BL35XU
BL37XU
BL38B1
BL39XU
BL40B2
BL40XU
BL41XU
BL43IR
BL46XU
BL47XU

BL17SU
BL26B1
BL26B2
BL32XU
BL45XU

BL11XU
BL14B1
BL15XU
BL22XU
BL23SU

BL No. 利用時期

共用ビームライン（26本）

理研ビームライン（５本）

専用ビームライン（５本）

＊1 成果非専有課題のみ受付（一般（一年課題を含む）、長期、成果公開優先利用、萌芽、ナノテク/ナノネット、産業利用）
＊2 成果専有課題の受け入れについては、総ビームタイムの10％を限度としています。

一　　般 重点領域課題＊1

測定代行
（成果専有・
　随時募集）

産業利用

H22.10-H23.2
H22.10-H23.2
H22.10-H23.2
H22.10-H23.2
H22.10-H23.2
H22.10-H23.2
H22.10-H23.2
H22.10-H23.2
H22.10-H23.2
H22.10-H22.12
H22.10-H22.12
H22.10-H23.2
H22.10-H23.2
H22.10-H23.2
H22.10-H23.2
H22.10-H23.2
H22.10-H23.2
H22.10-H23.2
H22.10-H23.2
H22.10-H23.2
H22.10-H23.2
H22.10-H23.2
H22.10-H23.2
H22.10-H23.2
H22.10-H22.12
H22.10-H23.2

H22.10-H23.2
H22.10-H23.2
H22.10-H23.2
H22.10-H23.2
H22.10-H23.2

H22.10-H23.2
H22.10-H23.2
H22.10-H23.2
H22.10-H23.2
H22.10-H23.2

成果
専有＊2

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

成果非専有＊1

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○

長期＊1

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

成果公開
優先利用＊1

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

萌芽＊1

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○

ナノテク／
ナノネット 10B １年

○
○

○

一年

○

○

○

○

一年

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○

○

○

○
○

○

○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○

○

○
○

○
○
○

○

XAFS
粉末X線回折

タンパク質

備　考

2010B第２期の募集有り
2010B第２期の募集有り

2010B第２期の募集有り

表2 2010B BL別募集課題一覧
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No. ビームライン名 研究分野

実験ステーション/装置、光源（試料位置でのエネルギー範囲等）

１ BL01B1：XAFS
広エネルギー領域（3.8～113 keV）、希薄・薄膜試料のXAFS、クイックス

キャンによる時分割XAFS（時分割QXAFS）、深さ分解XAFS

XAFS測定装置、イオンチャンバー、ライトル検出器、19素子Ge検出器、転換電子収量検出器、

２次元PILATUS検出器、ガス供給除害設備、偏向電磁石（3.8～113 keV）

２ BL02B1：単結晶構造解析
微小単結晶構造解析（X線エネルギー：5～115 keV）、高分解能データによ

る精密構造解析、外場応答による構造相転移の探索、磁気共鳴X線散乱

大型湾曲IPカメラ（温度可変や外場応答の実験では、申請に先立って事前にビームライン担当者との

打合せを必要とする）、多軸回折計、偏向電磁石（5～115 keV）

マキシマムエントロピー法による電子密度レベルでの構造解析、構造相転

３ BL02B2：粉末結晶構造解析 移の研究、粉末回折データからの未知構造決定、リートベルト法による構

造精密化、薄膜回折、ガス吸着下粉末回折、光励起下粉末回折

湾曲型イメージングプレート搭載大型デバイシェラーカメラ、偏向電磁石（12～35 keV）

４ BL04B1：高温高圧 大容量高圧プレス装置を使った構造相転移観察、超音波速度測定

SPEED-1500、SPEED-Mk.II、エネルギー分散型X線回折計、X線ラジオグラフィー、

イメージングプレート回折計、超音波測定システム、偏向電磁石（白色20～150 keV）

５ BL04B2：高エネルギーX線回折
ガラス・液体・アモルファス物質の構造研究、高圧下のX線回折実験、

精密単結晶構造解析

非晶質物質用二軸回折計、超臨界融体用X線小角散乱用回折計、ダイヤモンドアンビルセル用イメージング

プレート回折計、偏向電磁石（Si 111：37.8 keV、Si 220：61.7 keV）

６ BL08W：高エネルギー非弾性散乱
磁気コンプトン散乱測定、高分解能コンプトン散乱測定、高エネルギー

X線回折、高エネルギーX線蛍光分析（XRF）

磁気コンプトン散乱スペクトロメータ、高分解能コンプトン散乱スペクトロメータ、高エネルギー蛍光X線

スペクトロメータ、楕円偏光ウィグラー（ステーションA：110～300 keV、ステーションB：100～120 keV）

７ BL09XU：核共鳴散乱
核共鳴非弾性散乱を利用した振動状態の研究、放射光でのメスバウアー分

光、電子遷移に伴う核励起（NEET）、核共鳴散乱を利用したコヒーレント光学

エアパットキャリア付定盤、精密ゴニオメータ、４象限スリット、真空ポンプ（スクロールポンプと

ターボ分子ポンプ）、クライオスタット、APD検出器、PINフォトダイオード検出器、

NaIシンチレーション検出器、イオンチャンバー、真空封止アンジュレータ（6.2～80 keV）

８ BL10XU：高圧構造物性 高圧下（DACを使用）での結晶構造物性及び相転移、地球・惑星科学

超高圧ダイヤモンドアンビル装置（350 GPa）、イメージングプレート回折計、イオンチャンバー、

ダイヤモンドモノクロメータ、X線集光レンズ、ルビー圧力測定装置、ラマン分光装置（圧力測定用）、

高圧用クライオスタット（150 GPa、10～300 K）、レーザー加熱システム（300 GPa、3,000 K）

（レーザー加熱システムの利用申請にあたっては、事前にビームライン担当者に連絡のこと）、

真空封止アンジュレータ（14～58 keV）

表3 ビームライン概要

ビームライン・ステーションの整備状況はSPring-8ホームページの「ビームライン一覧」（トップページ＞クイック

リンク＞ビームライン情報＞ビームライン一覧）でも提供しています。不明な点はそれぞれのビームライン担当者

にお問い合わせください。

■共用ビームライン
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超薄膜、ナノ構造、結晶表界面の原子レベル構造解析、真空/固体・液体/

９ BL13XU：表面界面構造解析 固体・各界面でのナノ構造成長などのその場構造解析、電場印加中の薄膜

のその場構造評価

実験ハッチ１：多軸回折計、マイクロビーム、時分割X線回折

実験ハッチ３：超高真空用回折計、試料表面作製用超高真空チャンバー、マイクロビーム回折計

Ge半導体検出器、SDD検出器、YAP検出器、Si Pin フォト ダイオード検出器、イオンチャンバー、

NaI検出器、精密架台 実験ハッチ２：ユーザー持ち込み装置等

BL13XUを初めて利用される場合、また、これまでとは異なる測定法を利用される場合、

ビームライン担当者（坂田：o-sakata@spring8.or.jp、田尻：tajiri@spring8.or.jp）まで申請前に打ち合わせ

をされることを希望。

10 BL14B2：産業利用Ⅱ
広帯域XAFS測定（3.8～72 keV）、希薄・薄膜試料のXAFS測定、クイック

スキャンによる時分割XAFS（時分割QXAFS）

XAFS測定装置、イオンチャンバー、19素子Ge半導体検出器、ライトル検出器、転換電子収量検出器、

クライオスタット（20 K～室温）、透過法用高温セル（室温～800 ℃）、ガス供給排気装置（申請にあたって

は事前にビームライン担当者（本間）に連絡のこと）、偏向電磁石（3.8～72 keV）

11 BL19B2：産業利用Ⅰ
残留応力測定、薄膜構造解析、表面、界面、粉末X線回折、X線イメージ

ング、X線トポグラフィ、極小角散乱

粉末回折装置、多軸回折計、X線イメージングカメラ、極小角散乱装置（極小角散乱は多軸回折計に試料を

設置して第３ハッチの２次元検出器（IP等）を用いて測定を行います。）偏向電磁石（3.8～72 keV）

Ｘ線顕微イメージング：マイクロビーム/走査型X線顕微鏡、投影型マ

イクロCT、位相コントラストマイクロCT、X線ホログラフィー、コヒ

12 BL20XU：医学・イメージングⅡ
ーレントX線光学、集光/結像光学系をはじめとする各種X線光学系や光

学素子の開発研究

医学応用：屈折コントラストイメージング、位相コントラストCT

極小角散乱

イメージング用精密回折計、液体窒素冷却型標準二結晶モノクロメータ：Si111（7.62～37.7 keV）、

又は511（～113 keV）、イオンチャンバー、シンチレーションカウンタ、Ge-SSD、高分解能画像検出器

（ビームモニタ、X線ズーミング管）、位相CTおよび吸収マイクロCT（担当者との事前打合せ要）、

試料準備用クリーンブース（リング棟実験ホール）、X線イメージインテンシファイア（Be窓、４インチ型）

水平偏光真空封止アンジュレータ（7.62～113 keV）

micro-radiography、 micro-angiography、 micro-tomography、

13 BL20B2：医学・イメージングⅠ
refraction-contrast imaging などが主として利用されている技術である。

医学利用研究を目的とした、小動物の実験を実施する事も可能。

光学素子の評価やX線イメージングの基本技術の研究開発。

汎用回折計、高分解能画像検出器（分解能10 µm程度）、大面積画像検出器（視野12 cm四方）、

中尺ビームライン（215 m）、最大ビームサイズ（300 mm（H）×15 mm（V）；実験ハッチ２、３、

60 mm（H）×4 mm（V）；実験ハッチ１）、偏向電磁石（5～113 keV）

光電子分光（PES）による電子状態の研究、角度分解光電子分光（ARPES）

によるバンド構造の研究、軟X線吸収磁気円二色性（MCD）による磁気状

14 BL25SU：軟X線固体分光 態の研究、MCDを用いた元素選択磁化曲線による磁性材料の研究、光電子

回折（PED）による表面原子配列の解析、光電子顕微鏡（PEEM）による

磁区観察

光電子分光装置、磁気円二色性測定装置、二次元表示型光電子分光装置、光電子顕微鏡、

なお、二次元表示型光電子分光装置については、申請に先立って事前にビームライン担当者（中村）との

打合せを必要とする。

また、光電子顕微鏡については、新規申請者の場合には申請に先立って事前にビームライン担当者（中村）

との打合せを必要とする。

ツインヘリカルアンジュレータ（0.22～2 keV）
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照射実験 --- Bブランチ：機能性材料薄膜の生成、機能性材料の改質

原子・分子・クラスター分光実験--- Cブランチ（C1、C2 ステーション）：

気相原子・分子の高分解能光電子分光　（CIS、CFS測定も可能）、原子・

15 BL27SU：軟X線光化学 分子・クラスターの高分解能軟X線吸収分光、質量分析法による原子クラ

スター・分子クラスターの解離生成物の観測

固体分光実験--- Cブランチ（C3 ステーション）：固体試料の光電子分光・

発光分光、固体電子状態の観測

Aならびに Bブランチ（軟X線照射実験ステーション）、Cブランチ（軟X線光化学実験ステーションⅠ、

軟X線光化学実験ステーション II、軟X線光化学実験ステーション III）、

８の字アンジュレータ（A、Bブランチ：0.2～2 keV、Cブランチ：0.17～2.8 keV）、

2010年の夏にCブランチの固体試料用の光電子分光・発光分光装置で改修が予定されています。

課題申請の際は、事前にビームライン担当者にご相談ください。

白色X線回折：X線トポグラフィ・エネルギー分散型ひずみ測定、時分割エ

16 BL28B2：白色X線回折 ネルギー分散型XAFS（DXAFS）：化学的・物理的反応過程の研究、医学

生物応用：放射線治療関連研究・生体イメージング

白色X線トポグラフィ装置、エネルギー分散型XAFS装置、医学生物応用実験装置、多目的回折計、

偏向電磁石（白色 5 keV～）

17 BL35XU：高分解能非弾性散乱
フォノン、ガラス転移、液体のダイナミクス、原子拡散などを含めた物質

中のダイナミクス、X線非弾性散乱および核共鳴散乱

X線非弾性散乱（水平散乱配置）（～1 to 100 nm-1、12 Analyzers）、

真空封止アンジュレータ（15.816、17.794、 21.747 keV）

18 BL37XU：分光分析
X線マイクロビームを用いた分光分析、極微量元素分析、高エネルギー蛍

光X線分析

実験ハッチ1：X線顕微鏡、多目的回折計、汎用蛍光X線分析装置、高エネルギー蛍光X線分析装置

実験ハッチ2：斜入射X線分光器、低真空SEM

真空封止アンジュレータ（Aブランチ：5～37 keV、Bブランチ：75.5 keV）

19 BL38B1：構造生物学III タンパク質のルーチン結晶解析

凍結結晶自動交換装置SPACEとデータ測定用WebインターフェースD-Chaを利用したタンパク質結晶高速

データ収集システム

偏向電磁石（6～17.5 keV）

ビームサイズ（試料位置）：φ0.2 mm，0.15（H）×0.13（V）mm2，0.10（H）×0.13（V）mm2

高速X線CCD検出器Quantum210（ADSC）

低温窒素ガス吹付け装置（＞_ 90 K）

ペルチェ冷却型Si-PINフォトダイオード

凍結結晶自動交換装置SPACE

SPACE用結晶マウントロボット

SPACE用結晶マウントツールキット

オンライン顕微分光装置（波長範囲：250～500 nm、300～750 nm）
＊顕微分光装置の利用を希望される方は、課題申請時に担当者と要相談。
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X線磁気円二色性分光（XMCD）および元素選択的磁化測定、X線発光分光

およびその磁気円二色性、X線共鳴磁気散乱、マイクロビームを用いた

20 BL39XU：磁性材料 XMCD磁気イメージング・微小領域・微小試料のXMCDおよび元素選択的

磁化測定、高圧下でのXAFSおよびXMCD測定、水平・垂直直線または円

偏光を用いたX線分光

ダイヤモンド円偏光素子（X線移相子、5～16 keVで使用可能）、

X線磁気円二色性（XMCD）測定装置＋磁場発生装置（電磁石（2 T）、超伝導磁石（10 T））、

X線磁気散乱用４軸回折計（Huber 424＋511.1）（担当者との事前打ち合わせ必要）、

X線発光分光装置（担当者との事前打ち合わせ必要）、

低温装置（ヘリウム循環型クライオスタット（20～300 K）、超伝導磁石（2～300 K）、

ヘリウムフロー型冷凍機（11～330 K））、

高圧発生装置（DAC、常圧～100GPa＠室温、常圧～20GPa＠低温）（担当者との事前打ち合わせ必要）、

高圧XMCD用KBミラー（集光ビームサイズ<φ15 µm、W.D.=360 mm）（担当者との事前打ち合わせ必要）、

顕微XMCD用KBミラー（集光ビームサイズ<φ2 µm、W.D.=100 mm）（担当者との事前打ち合わせ必要）

時分割回折および散乱実験、X線光子相関分光法、蛍光X線分析、

21 BL40XU：高フラックス マイクロビームを用いた回折および散乱実験、時分割クイックXAFS

（時分割QXAFS）

X線シャッター、高速CCDカメラ、X線イメージインテンシファイア、YAG laser、小角散乱用真空パス、

ピンホール光学系、ヘリカルアンジュレータ（8～17 keV）

22 BL40B2：構造生物学II X線小角散乱（SAXS）

イメージングプレート、イメージインテンシファイア＋CCDカメラ、広角測定用フラットパネル検出器

及びDSC（これらは、申請にあたって事前にビームライン担当者との打ち合わせを必要とする）

偏向電磁石（6～17.5 keV）

23 BL41XU：構造生物学Ⅰ
構造生物学、生体高分子X線結晶構造解析、超高分解能構造解析、微小蛋

白質結晶構造解析

タンパク質結晶用回折装置

真空封止アンジュレータ（6～38 keV）

ビームサイズ（試料位置）：φ0.01 mm，φ0.02 mm，0.03（H）×0.03（V）～0.1（H）×0.07 mm2

高感度型高速X線CCD検出器MX225HE（Rayonix）

大型イメージングプレート検出器R-AXIS V（Rigaku）

低温窒素ガス吹付け装置（＞_ 90 K）

低温Heガス吹付け装置（＞_ 35 K）

ペルチェ冷却型Si-PINフォトダイオード

凍結結晶自動交換装置SPACE
＊19 keV以上のエネルギーを利用希望の場合は、課題申請時にビームライン担当者と要相談。
＊CCDとIP検出器が利用できますが、IPを希望される場合は課題申請時にビームライン担当者と要相談。

24 BL43IR：赤外物性 赤外顕微分光、磁気光学分光

赤外顕微分光ステーション、磁気光学分光ステーション、

波数域：100～20,000 cm-1

25 BL46XU：産業利用Ⅲ
X線回折及び反射率測定による薄膜試料の構造評価、残留応力測定、時分

割X線回折測定、硬X線光電子分光

多軸X線回折計（HUBER製８軸回折計/C型χクレードル装備：微小角入射X線回折･散乱、反射率測定、

残留応力測定、その他X線回折・散乱測定一般）、硬X線光電子分光装置、薄膜構造評価専用X線回折装置

（リガク製　ATX-G：常設ではありません。ご希望に応じて実験ハッチに設置いたします。）

真空封止アンジュレータ（6～35 keV）

26 BL47XU：光電子分光・マイクロCT X線光学、惑星地球科学、物性科学、応用材料科学

高分解能X線CT装置、硬Ｘ線マイクロビーム/走査型顕微鏡実験、

硬Ｘ線光電子分光装置：高エネルギー硬X線励起による光電子分光：固体内部および界面電子状態の観測

（光電子運動エネルギー範囲：0～10 keV、測定可能温度領域：8～600 K程度）

真空封止アンジュレータ（5.2～37.7 keV）
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No. ビームライン名 研究分野

実験ステーション/装置、光源（試料位置でのエネルギー範囲等）

電子分析器付き光電子顕微鏡--- Ac station

イメージモード、回折モード、分散モード等による微小領域（数十 nm）

27 BL17SU：理研 物理科学III の構造および電子状態観測

この他、光電子分光装置、軟X線発光分光装置、軟X線回折実験装置、表面

科学実験ステーション等の装置類がある。

BL17SUへの共同利用申請の際には、事前に以下の各実験装置担当者との打ち合わせを必要とする。

光電子分光装置：理研　Ashish Chainani（chainani@spring8.or.jp）

軟X線発光分光装置：理研　徳島（toku@spring8.or.jp)

電子分析器付き光電子顕微鏡：JASRI 小嗣（kotsugi@spring8.or.jp）

軟X線回折実験：理研　田中（良）（ytanaka@riken.jp)

表面科学実験ステーション：理研　高田（takatay@spring8.or.jp）

28 BL26B1/B2：理研　構造ゲノムⅠ＆Ⅱ X線結晶解析法に基づいた構造ゲノム研究

CCD検出器（RIGAKU Jupiter210, MarUSA MarMosaic225）、IP検出器（RIGAKU R-AXIS V）、

試料用 κゴニオメータ、吹付低温装置（90 K～室温）、サンプルチェンジャーSPACE、

偏向電磁石（6～17 keV）

29 BL32XU：理研 ターゲットタンパク
構造生物学、生体高分子X線結晶構造解析、超微小蛋白質結晶

構造解析

実験ステーション/装置　EEMミラー集光ユニット、超低偏心・高精度ゴニオメータ、極低温He吹付け装置、

高感度X線CCD検出器、ハンプトンピン対応大容量試料交換ロボット

光源（試料位置でのエネルギー範囲等）：［光源］ハイブリッドアンジュレータ［試料位置でのビームサイズ］

1～10 ミクロン角（2010/04/27現在）［1ミクロンビームのフラックス］6×1010 photons/sec.@12.4 keV

［利用可能なエネルギー範囲］8～20 keV

30 BL45XU：理研　構造生物学Ⅰ X線小角散乱（SAXS）：主にタンパク質溶液、生体高分子など

（共同利用はSAXSステーションのみ）

高分解能小角散乱カメラ（試料－検出器距離 450、700、1500、2400、3400 mm）

CCD型Ｘ線検出器（６インチX線II）、IP検出器（RIGAKU R-AXIS IV++）

精密温度制御セル（5～80 ℃）

真空封止型垂直アンジュレータ（SAXSステーション：6.7～13.8 keV、フラックス～1012）
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No. ビームライン名 研究分野

実験ステーション/装置、光源（試料位置でのエネルギー範囲等）

31 BL11XU：JAEA 量子ダイナミクス III-V族半導体結晶成長のその場観察、共鳴X線非弾性散乱

X線非弾性散乱回折計、分子線エピタキシー（MBE）回折計

申請に先立って事前にビームライン担当者および各実験装置担当者との打合せを必要とする。

ビームライン（高橋：mtaka@spring8.or.jp）

非弾性散乱（石井：kenji@spring8.or.jp）

表面・界面科学（高橋：mtaka@spring8.or.jp）

真空封止アンジュレータ（6～70 keV）

■専用ビームライン
（ナノネット支援課題のみの募集となります）

■理研ビームライン
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32 BL14B1：JAEA 物質科学 高圧下の物質科学、表面科学、PDF、XAFS

実験ハッチ1：キュービックアンビル型高温高圧発生装置

実験ハッチ2：カッパ型多軸回折計

申請に先立って、事前にビームライン担当者および各実験装置担当者との打合せを必要とする。

高圧下の物質科学（片山：katayama@spring8.or.jp）

それ以外（米田：yoneda@spring8.or.jp）

偏向電磁石（単色：5～90 keV、白色：5～150 keV）

33 BL15XU：NIMS 広エネルギー帯域先端材料解析
先端材料の高精度解析、高エネルギーX線励起による

光電子分光、高精度X線粉末回折

高分解能角度分解光電子分光装置、高分解能粉末X線回折計

利用希望の場合は、事前に物材機構・スタッフ（連絡先：BL15XUoffice@ml.nims.go.jp）との打ち合わせ

をお願い致します。

高分解能角度分解光電子分光（光電子の運動エネルギー：10 keVまで）

高分解能粉末Ｘ線回折計（8 keVでのSi粉末111反射の半値全幅は通常0.07度未満）

装置持ち込みの場合は申請に先立って十分な日程の余裕を持った技術的可否の打ち合わせが必要です。

リボルバー型アンジュレータ（2～36 keV）

34 BL22XU：JAEA 量子構造物性 高圧下の物質科学、共鳴X線回折（RI 実験棟での研究）、残留応力分布測定

共同利用申請の際には、事前に以下の実験担当者との打合せを求める。

高圧下の物質科学（片山：katayama@spring8.or.jp）

共鳴X線回折（大和田：ohwada@spring8.or.jp）

残留応力測定（菖蒲：shobu@spring8.or.jp）

真空封止アンジュレータ（3～70 keV）

35 BL23SU：JAEA 重元素科学
超音速分子線を用いた表面化学、生物物理学的分光、光電子分光（RI棟）、

磁気円二色性（RI棟）

BL23SUの各実験装置に際しては、以下の装置担当者と事前打合せを必要とする。

表面化学反応分析装置（寺岡：yteraoka@spring8.or.jp）

ESR装置（藤井：fujii.kentaro@jaea.go.jp）

光電子分光装置及び磁気円二色性装置（斎藤：ysaitoh@spring8.or.jp）

真空封止型ツインヘリカルアンジュレータ（0.4～1.7 keV）



2010B期（平成22年10月～23年２月）における一

般課題について、以下の要領でご応募ください。

1．一般課題について
一般課題は、赤外線から硬X線までの広い波長範

囲の高輝度放射光ビームおよび先端的な測定装置を

備えたSPring-8を利用する利用研究課題です。一般

課題の他には、JASRIが重点領域に指定したナノテ

クノロジー支援課題および産業利用課題があり別途

募集を行っております。詳しくは、「重点ナノテク

ノロジー支援課題およびナノネット支援課題の募集

について」および「重点産業利用課題の募集につい

て」を参照してください。

なお、申請を検討されているビームラインのご利
用経験がない方は、申請前にビームライン担当者へ
ご相談ください。

2．成果非専有課題と成果専有課題について
一般課題は成果非専有課題と成果専有課題に大別

されます。成果非専有課題とは、論文等により研究

成果を公表していただくもので、ビーム使用料が無

料となる課題です。成果専有課題は、成果公開の義

務がなく、審査が簡略化されますが、利用時間に応

じたビーム使用料が課せられる利用となります。成

果専有課題の申請内容については、審査に関わる人

数を限定し、厳格な情報管理とともに、秘密保持に

尽くしており、実験内容あるいは試料等に機密事項

が含まれる場合に多く利用されております。

3．利用時期、対象ビームライン
利用時期、募集の対象となるビームライン、シフ

ト数（シフト割合・１シフト＝８時間）を以下に示

します。2010Aのセベラルバンチ運転モードについ

ては、本誌93ページの「2010B SPring-8利用研究課

題募集の概要」をご参照ください。

（1）利用時期

利用時期は2010B期（平成22年10月～23年２月）

です。ただし、BL14B2（産業利用Ⅱ）、BL19B2

（産業利用Ⅰ）およびBL46XU（産業利用Ⅲ）の成

果専有課題に関しては2010Bの第１期（平成22年10

月～同年12月中旬）と第２期（平成23年１月～同年

２月）に分けて募集を行います。

（2）対象ビームライン

募集の対象となるビームラインおよび１本あたり

のビームタイム（237シフト）から供出する割合は以

下のとおりです。なお、このシフト数割合は、一般課

題の他、新規の長期利用課題、成果公開優先利用課

題への配分も含めた最大値を示しています。また、ビ

ームライン情報は本誌97ページの「2010B SPring-8利

用研究課題募集の概要」をご参照ください。

● 共用ビームライン
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2010B  SPring-8共用ビームライン利用研究課題（一般課題）
の募集について

登 録 施 設 利 用 促 進 機 関　
財団法人高輝度光科学研究センター

BL01B1
BL02B1
BL02B2
BL04B1
BL04B2
BL08W
BL09XU
BL10XU
BL13XU

BL14B2

BL19B2

BL20B2
BL20XＵ
BL25SU
BL27SU
BL28B2
BL35XU
BL37XU
BL38B1

80％程度
45％程度
35％程度
60％程度
80％程度
80％程度
60％程度
45％程度
60％程度

80％程度

25％程度
60％程度
55％程度
55％程度
75％程度
80％程度
55％程度
65％程度

・産業利用課題
・成果専有課題

 XAFS
 単結晶構造解析
 粉末結晶構造解析
 高温高圧
 高エネルギーX線回折
 高エネルギー非弾性散乱
 核共鳴散乱
 高圧構造物性
 表面界面構造解析
 産業利用Ⅱ（平成22年10月～
 12月中旬の全150シフト）
（一般課題としては成果専有課題のみ募集）
 産業利用Ⅰ（平成22年10月～
 12月中旬の全150シフト）
（一般課題としては成果専有課題のみ募集）
 医学・イメージングⅠ
 医学・イメージングⅡ
 軟X線固体分光
 軟X線光化学
 白色X線回折
 高分解能非弾性散乱
 分光分析
 構造生物学Ⅲ

ビームライン ビームタイム割合
（全237シフト）
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● 理研ビームライン（応募の前に理研の担当者にお

問い合わせください）

ビームライン・ステーションの整備状況は

SPring-8ホームページの「ビームライン一覧」（ト
ップページ＞クイックリンク＞ビームライン情報＞
ビームライン一覧）でも提供しています。不明な点

はそれぞれのビームライン担当者にお問い合わせく

ださい。ビームラインを選ぶ際には「SPring-8利用

事例データベース」（トップページ＞利用事例＆研
究成果）もご活用ください。

4．申請方法
Webサイトを利用した電子申請となります。本

誌94ページの「2010B SPring-8利用研究課題募集の

概要」をご一読いただき、以下のUser Information

ウェブサイトから申請してください。

User Information : https://user.spring8.or.jp/
トップページ＞ログイン＞課題申請／利用計画書
＞課題申請／利用計画書作成
成果専有で申請する場合は、課題申請の後に、成

果専有利用同意書（2006Bより変更）を提出してい

ただく必要があります。当該のフォームをUser

Informationウェブサイト（トップページ＞提出書
類）よりダウンロード後、料金支払いの責任者が記

名・捺印のうえ、別途郵送してください（成果専有

利用同意書の郵送期限：平成22年７月８日必着）。

一般課題申請書作成上のお願い

申請にあたっては、本誌94ページの「2010B

SPring-8利用研究課題募集の概要」をご確認いただ

くと共に、下記にご留意ください。

［1］1.5シフト単位で申請する課題

BL41XU（構造生物学Ⅰ）、BL38B1（構造生物

学Ⅲ）の利用を希望される場合は、1.5シフトや

4.5シフトの申請も受け付けます。この運用は、

成果非専有一般課題のみを対象としており、成果

専有課題や他のビームラインでは行いません。な

お、0.5シフトの配分はありませんのでご注意く

ださい。

［2］予備実験ビームタイムを設けて申請する課題

XAFS分野において長時間のビームタイムを要

望される課題においては、まず予備実験が配分さ

れ、その後再評価を受け残りのビームタイムが配

分されます。

［3］１年課題

分野の特徴として２回に分けて実験を行うこと

に重要な意味がある課題が多い散乱回折および分

光分野では、B期から始まりA期にもシフト配分を

行う１年課題の運用を以下のビームラインで行っ

ています。

・BL02B1 （単結晶構造解析）

・BL04B1 （高温高圧）

・BL10XU（高圧構造物性）

・BL27SU（軟X線光化学）

１年課題を希望する場合は申請形式選択ページ

で“１年課題”を選んでください。

5．応募締切
平成22年７月１日（木）
午前10時JST（提出完了時刻）

電子申請システムの動作確認はしておりますが、

予期せぬ動作不良等の発生も考えられます。申請書

の作成（入力）は時間的余裕をもって行っていただ

きますようお願いいたします。

Web入力に問題がある場合は「11．問い合わせ
先」へ連絡してください。応募締切時刻までに連絡

を受けた場合のみ別途送信方法の相談を受けます。

6．申請受理通知
申請が完了し、データが正常に送信されれば、受

理通知と申請者控え用の誓約事項のPDFファイルが
メールで送られますので、必ず確認してください。
メールが届かない場合は申請が受理されていない状

態になっており、申請ページでエラーがでている、

BL39XU
BL40B2
BL40XU
BL41XU
BL43IR

BL46XU

BL47XU

45％程度
60％程度
50％程度
50％程度
55％程度
80％程度

30％程度

・産業利用課題
・成果専有課題

 磁性材料
 構造生物学Ⅱ
 高フラックス
 構造生物学Ⅰ
 赤外物性
 産業利用Ⅲ（平成22年10月～
 12月中旬の全150シフト）
（一般課題としては成果専有課題のみ募集）
 光電子分光・マイクロCT

BL17SU
BL26B1
BL26B2
BL32XU
BL45XU

10％程度
20％程度
20％程度
20％程度
20％程度

理研　物理科学Ⅲ
理研　構造ゲノムⅠ
理研　構造ゲノムⅡ
理研　ターゲットタンパク
理研　構造生物学Ⅰ

ビームライン ビームタイム割合
（全237シフト）



または「提出」操作を行っていない可能性がありま

すので、必ず確認してください。

７．審査について
（1）成果非専有課題

科学技術的妥当性、研究手段としてのSPring-8の

必要性、実験の実施可能性、実験の安全性について

総合的かつ専門的に審査します。なお、産業利用分

野に応募される場合、「科学技術的妥当性」につい

ては、期待される研究成果の産業基盤技術としての

重要性および発展性、並びに研究課題の社会的意義

および社会経済への寄与度を特に重点的に審査しま

す。また、過去に利用実績のある申請者に対し、成

果の公表状況を評価し、課題選定に取り入れます。

（2）成果専有課題

実験の実施可能性、安全性、公共性および倫理性

について審査します。

8．審査結果の通知
審査結果は、申請者に対して、平成22年８月下旬

に文書にて通知します。

9．成果の公開について
課題終了後60日以内に所定の利用報告書をJASRI

に提出していただきます（成果専有課題を除く）。

JASRIでは、2010B期終了後60日目から２週間後

に利用報告書をWeb公開します。また、論文発表

等で成果を公表した場合は、公表後すみやかに

JASRIに登録していただきます。

10．その他
（1）利用に当たっての料金等について

ビーム使用料および消耗品の実費負担について

は、本誌95ページの「2010B SPring-8利用研究課題

募集の概要」をご参照ください。

（2）次回（2011A期）の応募締切

次回利用期間（2011A期）分の募集の締め切りは

平成22年12月上旬頃の予定です。

11．問い合わせ先
〒679-5198 兵庫県佐用郡佐用町光都1-1-1

財団法人　高輝度光科学研究センター　利用業務部

TEL：0791-58-0961 FAX：0791-58-0965

e-mail：sp8jasri@spring8.or.jp
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2010B期（平成22年10月～23年２月）における利

用につきましては、以下の要領でご応募ください。

1．重点ナノテクノロジー支援課題およびナノネッ
ト支援課題について
財団法人高輝度光科学研究センター（JASRI）およ

び独立行政法人日本原子力研究開発機構（JAEA）、

独立行政法人物質・材料研究機構（NIMS）は、JASRI

が実施する「重点ナノテクノロジー支援」とJAEA、

NIMSが文部科学省の委託を受け実施する「先端研究

施設共用イノベーション－ナノテクノロジーネット

ワーク（ナノネット支援）」による研究支援を連携し

て実施します。募集対象は、５～10年後のイノベーシ

ョン創出を目的としたナノテクノロジー・材料分野

の研究で、SPring-8放射光を利用した研究となって

おります。本課題は、特定の対象・目的のもとで実施

されるため、成果非専有課題のみの受付となります。

2．公募の分類
2-1 重点ナノテクノロジー支援

重点ナノテクノロジー支援を実施しているJASRI

は、平成21年３月に外部委員による中間評価を受け

ました。その提言を受け、2010B期から重点ナノテ

クノロジー支援で募集する課題を「重点領域」のみ

とします。また、新規重点テーマとして新たにNF4

～NF6の３テーマを追加して、以下の６テーマで課

題を募集します。なお、評価委員会の提言について

はSPring-8ホームページの「重点ナノテクノロジー

支援評価報告書」を確認してください。

「重点領域」

［NF1］次世代磁気記録材料

［NF2］エネルギー変換・貯蔵材料

［NF3］ナノエレクトロニクス材料

［NF4］ナノ医療・ナノバイオ技術

［NF5］ナノ環境技術

［NF6］先端ナノ計測技術

2-2 ナノネット支援
「ナノネット支援」で募集する課題は従来通り

「重点領域」と「先進新領域」で課題を募集します。

「重点領域」とは、活発な利用研究が展開されてお

り、今後の重点化により一層の成果拡大が見込まれ

る以下の領域となっております。

［NF1］次世代磁気記録材料

［NF2］エネルギー変換・貯蔵材料

［NF3］ナノエレクトロニクス材料

「先進新領域」とは、全く新しい概念に基づく新

規機能性材料研究開発やナノテクノロジー・材料分

野の研究を強力に推進する新規利用技術に関する以

下の領域となっております。

［NA1］新規ナノ粒子機能材料

［NA2］新規ナノ薄膜機能材料

［NA3］新規ナノ融合領域研究

［NA4］新規ナノ領域計測技術

3．利用時期、対象ビームライン
利用の時期、募集の対象となるビームライン、シ

フト数（１シフト＝８時間）以下に示します。運転

モードは本誌93ページ「2010B SPring-8利用研究課

題募集の概要」を参照してください。

（1）利用時期

利用時期は2010B期（平成22年10月～23年２月）です。

（2）対象ビームライン

重点ナノテクノロジー支援（共用ビームライン、理
研ビームラインを利用）
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2010B  重点ナノテクノロジー支援課題および
ナノネット支援課題の募集について

登録施設利用促進機関　財団法人高輝度光科学研究センター
独立行政法人日本原子力研究開発機構
独立行政法人物質・材料研究機構

BL02B2
BL13XU
BL25SU
BL27SU
BL37XU
BL39XU
BL40B2
BL47XU
BL17SU

48シフト程度
48シフト程度
48シフト程度
48シフト程度
48シフト程度
48シフト程度
30シフト程度
48シフト程度
12シフト程度

粉末結晶構造解析
表面界面構造解析
軟X線固体分光
軟X線光化学
分光分析
磁性材料
構造生物学Ⅱ
光電子分光・マイクロCT
理研 物理科学Ⅲ 

ビームライン
供給ビームタイム

［１シフト＝８時間］
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ナノネット支援（専用ビームラインを利用）

ビームラインの概要は本誌97ページの「2010B

SPring-8利用研究課題募集の概要」をご参照くださ

い。また、ビームラインの整備状況はSPring-8ホー

ムページの「ビームライン一覧」（トップページ＞
クイックリンク＞ビームライン情報＞ビームライン
一覧）でも提供していますので、不明な点はそれぞ

れのビームライン担当者にお問い合わせください。

なお、JAEAのビームラインの利用を希望される

場合は、申請前にJAEAの担当者（BL11XU、BL14B1、

BL22XU、BL23SU）に問い合わせてください。

NIMSのビームラインの利用を希望される場合

は、申請前にNIMSの担当者（BL15XU）に問い合

わせてください。

4．申請方法
Webサイトを利用した電子申請となります。本誌

94ページの「2010B SPring-8利用研究課題募集の概

要」をご一読いただき、以下のUser Informationウェ

ブサイトから申請してください。

User Information：https://user.spring8.or.jp/
トップページ＞ログイン＞課題申請／利用計画書
＞課題申請／利用計画書作成

［重点ナノテクノロジー支援課題］に申請される場合は、

ナノテクノロジー課題→重点ナノテクノロジー支
援課題から申請してください。

［ナノネット支援課題］に申請される場合は、

ナノテクノロジー課題→ナノネット支援課題から

申請してください。

入力項目は一般課題の申請に必要な項目に加え

て、「テーマ名」を選択、「申請課題のナノテクノロジ

ー分野における位置づけ・重要性」、「申請課題の実

施により発展が期待されるナノメーター領域の技

術、科学または産業分野等」を記述してください。ご

応募の前に、ビームライン・ステーションの整備状

況をSPring-8ホームページの「ビームライン一覧」

（トップページ＞ご利用の皆様へ＞ご利用経験のあ
る方へ＞ビームライン情報＞ビームライン一覧と検
索）でご確認ください。不明な点はそれぞれのビー

ムライン担当者にお問い合わせください。また、利

用ビームラインがわからない場合は「11．（2）
SPring-8相談窓口」にご相談ください。
● 申請書作成上のお願い

［重複申請について］

一般課題に同じ内容で申請することは可能で

す。この場合、どちらか一方で採択された場合に

は、もう一方の申請は無条件で不採択となります。

申請にあたっては、「提案理由など」の『本申請

に関わる準備状況、これまでに採択された課題と

の関係、他に申請課題がある場合はその課題との

関係、同種実験の経験』欄に重複申請をしている

旨を必ず記入してください。また、重点産業利用

課題との重複申請は認められません。他の重点領

域課題との重複申請が判明した場合には、両方の

課題が不採択となります。

5．応募締切
平成22年７月１日（木）
午前10時JST（提出完了時刻）

電子申請システムの動作確認はしておりますが、

予期せぬ動作不良等の発生も考えられます。申請書

の作成（入力）は時間的余裕をもって行っていただ

きますようお願いいたします。Web入力に問題が

ある場合は「11．（1）課題web申請について」へ連

絡してください。応募締切時刻までに連絡を受けた

場合のみ別途送信方法の相談を受けます。

6．申請受理通知
申請が完了し、データが正常に送信されれば、受

理通知と申請者控え用の誓約事項のPDFファイルが
メールで送られますので、必ず確認してください。

メールが届かない場合は申請が受理されていない

状態になっており、申請ページでエラーがでている、

または「提出」操作を行っていない可能性がありま

すので、必ず確認してください。

7．審査について
一般課題と同様、科学技術的重要性、研究手段と

してのSPring-8の必要性、実験の実施可能性および

実験の安全性についての総合的かつ専門的な審査に

加え、ナノテク課題としての科学技術的重要性や研

BL11XU
BL14B1
BL15XU
BL22XU
BL23SU

※非弾性散乱15シフト程度、Ⅲ－Ⅴ族半導体結晶成長のその場
　観察36シフト程度を予定

51シフト程度
18シフト程度
21シフト程度
6シフト程度

45シフト程度

JAEA 量子ダイナミクス
JAEA 物質科学
NIMS 広エネルギー帯域先端材料解析
JAEA 量子構造物性
JAEA 重元素科学

ビームライン
供給ビームタイム

［１シフト＝８時間］
※
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究戦略について審査を行います。

8．審査結果の通知
審査結果は、申請者に対して、平成22年８月下旬

に文書にて通知します。

9．成果公開について：利用報告書とナノテク課題
研究成果報告書
当支援を受けた課題については、課題終了後60日

以内に所定の利用報告書をJASRIに提出していただ

きます。JASRIでは、2010B期終了後60日目から２

週間後に利用報告書をWeb公開します。また、別

途A4用紙２ページ程度の「ナノテク課題研究成果

報告書」を提出していただきます。なお、論文発表

等で成果を公表した場合は、公表後すみやかに

JASRIに登録していただきます。

10．その他
（1）消耗品の実費負担については、本誌95ページの

「2010B SPring-8利用研究課題募集の概要」をご

参照ください。

（2）次回（2011A期）の応募締切

次回利用期間（2011A期）分の募集の締め切り

は平成22年12月上旬頃の予定です。

（3）備考

JASRIが実施する「重点ナノテクノロジー支援」

とJAEA、NIMSが実施する「ナノネット支援」

は原則、同じルールで運用を行いますが、実施機

関が異なるため、消耗品の実費負担の徴収方法な

ど手続きに若干の違いがでる場合があることをご

承知おきください。

11．問い合わせ先
（1）課題Web申請について

〒679-5198 兵庫県佐用郡佐用町光都1-1-1

財団法人　高輝度光科学研究センター　利用業務部

TEL：0791-58-0961 FAX：0791-58-0965

e-mail：sp8jasri@spring8.or.jp

（2）SPring-8相談窓口

JASRIナノテクノロジー利用研究推進グループ

では、ナノテクノロジー分野の放射光利用実験に

関するあらゆる相談をお受けします。ご相談・ご

質問は、

〒679-5198 兵庫県佐用郡佐用町光都1-1-1

財団法人　高輝度光科学研究センター

ナノテクノロジー利用研究推進グループ　

グループリーダー　木村　滋

TEL：0791-58-0919 FAX：0791-58-0830

e-mail：nano_tech@spring8.or.jp

にて随時受け付けております。
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2010B期（平成22年10月～23年２月）における重

点産業利用課題について、以下の要領でご応募くだ

さい。なお、産業利用に特化した３本のビームライ

ン、BL14B2、BL19B2およびBL46XUは2010B期を

さらに２期に分けて募集します。この３本のビーム
ラインについては2010B第１期（平成22年10月～
同年12月中旬）に利用される課題を募集します。

1．重点産業利用課題について
「重点産業利用課題」が領域指定型の重点研究課

題として、平成19年１月26日に重点領域推進委員会

で指定を受けました。

我が国の科学技術政策の柱となる第３期科学技術

基本計画の「社会・国民に支持され、成果を還元す

る科学技術」の中で、科学技術の成果をイノベーシ

ョンを通じて社会に還元する努力を強化することが

謳われています。SPring-8では、大学、国立試験研

究機関、独立行政法人などの公的部門と民間企業と

いう枠を越えた産学官連携の推進と、それに基づい

た産業利用の推進と成果の社会への還元が期待され

ています。そこで、産業界にとって有効な利用手法

の開発が産学官連携により積極的に展開されるとの

観点から、「重点産業利用課題」では民間企業のみ

ならず、大学等の公的部門からの応募も受け入れる

ものとします。

2．公募の分類
本プログラムで募集する課題は「新規利用者」、

「新領域」、「産業基盤共通」と「先端技術開発」の

４つに大別します。
●「新規利用者」：申請代表者が、これまで、一般

課題への応募などを含め、SPring-8を利用した

ことのない利用者である研究を指します。但し、

事業規模が相当程度大きく事業範囲が多岐に及

ぶ企業で、これらの企業が既に利用している場

合には、既に利用している事業分野とは異なる

新規分野からの新たなユーザーであれば、「新

規利用者」として認めます。なお、「新規利用

者」として応募をお考えの方は、事前に「11．
（2）SPring-8相談窓口」にご連絡いただくよう

お願いします。
●「新領域」：申請者代表の利用経験に関係なく、

これまでSPring-8で実施されたことがない産業

領域、あるいは、近年開発された新手法を用い

ることによって新たな展開が可能になる産業領

域を指します。新領域の例を下記に示します。

これ以外でも新規性が認められる研究領域であ

れば、新領域の対象になります。

例１：コンクリート等建築資材（三次元内部

構造のX線CTによる撮影）

例２：ヘルスケア（毛髪や皮膚の構造をX線

回折・散乱および透視画像で解析）

例３：医薬品原薬（粉末X線回折による構造

解析）

例４：高エネルギー光電子分光法（薄膜材料

の内部界面の状態解析）

例５：環境負荷物質微量分析（大気・水など

の重金属汚染物質の化学状態）

例６：耐腐食構造材（金属材料の表層やサビ

の構造・状態分析）

例７：高密度記録装置（DVD、HDD等の新

規記録材料の薄膜構造・状態分析）
●「産業基盤共通」（民間２社以上参加必須）：複

数の企業を含むグループが一体となってそれぞ

れの産業分野に共通する課題を解決する目的、

あるいは産業利用に有効な手法の共同開発を目

的として、新計測技術の確立、共通課題のデー

タベース化等を図る研究を指します。したがっ

て、申請代表者が複数の企業を含むグループを

取りまとめて、１つの課題として申請していた

だきます。ここでいう「複数の企業」とは、そ

れぞれ参加する企業が同等かつ独立に成果を利

2010B  重点産業利用課題の募集について
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用できる関係にあることを想定しています。ま

た、産学官連携の研究グループによる利用の場

合には、学と官は「企業」にカウントされませ

ん。なお、本分類の課題を終え共通の問題を解

決した後には、それぞれの企業が、自社の問題

を成果専有課題などを申請して解決する流れを

想定しています。
●「先端技術開発」：ユーザーが実施するイノベー

ション型の技術開発課題で、成果の企業業績へ

の貢献、あるいは社会還元を目指した研究を指

します。

応募分類がご不明の場合には、適宜「11．（2）
SPring-8相談窓口」にご相談ください。

なお、分類の趣旨に従って審査されますが、分類

間の優先度は特にありません。

注：本プログラム各分類間（「新規利用者」「新領
域」「産業基盤共通」「先端技術開発」）での重複申
請、および一般課題、重点ナノテクノロジー支援課
題との重複申請はできません。

3．利用時期、対象ビームライン、およびシフト数
利用時期、募集の対象となるビームライン、シフ

ト数（１シフト=８時間）を以下に示します。また、

運転モードおよび簡単なビームライン情報は本誌93

ページの「2010B SPring-8利用研究課題募集の概要」

をご参照ください。

（1）2010B期（平成22年10月～23年２月）を対象と

するもの

下記に示す12本のビームラインの利用時期は、平

成22年10月～23年２月にシフトを割当てます。各課

題の具体的利用時期は採択後に調整します。

（2）2010Bの第１期（平成22年10月～同年12月）を

対象とするもの

産業利用ビームラインⅠ、ⅡおよびⅢは利用期を

２回に分けて年４回の締め切りを設けています。今

回の応募分は、平成22年10月～同年12月にシフトを

割当てます。各課題の利用時期は、採択後に調整し

ます。

また、ビームライン・ステーションの整備状況は

SPring-8ホームページの「ビームライン一覧」（ト
ップページ＞クイックリンク＞ビームライン情報＞
ビームライン一覧）でも提供していますので、不明

な点はそれぞれのビームライン担当者にお問い合わ

せください。ビームラインを選ぶ際には「SPring-8

利用事例データベース」（トップページ＞利用事
例＆研究成果）もご活用ください。

（3）2010B～2011A期を対象とする１年課題を対象

とするもの

産業利用ビームラインⅠ（BL19B2）、Ⅱ（BL14B2）

およびⅢ（BL46XU）における「新領域」、「産業基

盤共通」、および「先端技術開発」を対象として、

１年にわたる計画的利用により研究開発が着実に進

むなど、１年を通して複数回実験を行うことに重要

な意味がある１年課題を募集します。B期前半（第

１期）から始まり後半（第２期）、A期前半（第１

期）および後半（第２期）にビームタイムをあらか

じめ配分します。なお１年課題の募集はB期のみで

A期には募集しません。

4．申請方法
Webサイトを利用した電子申請となります。本誌

94ページの「2010B SPring-8利用研究課題募集の概

要」をご一読いただき、以下のUser Informationウ

ェブサイトから申請してください。下書きファイル

（トップページ＞課題申請／利用計画書＞利用計画
書トップページ）をご用意しておりますので、共同

実験者やコーディネーターとの打ち合わせにご利用
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BL02B2
BL20B2
BL20XU
BL25SU
BL27SU
BL28B2
BL37XU
BL40B2
BL40XU
BL43IR
BL47XU
BL17SU

12シフト
12シフト
15シフト
18シフト
12シフト
9シフト
6シフト

24シフト
18シフト
12シフト
18シフト
12シフト

粉末結晶構造解析
医学・イメージングⅠ
医学・イメージングⅡ
軟Ｘ線固体分光
軟Ｘ線光化学
白色Ｘ線回折
分光分析
構造生物学Ⅱ
高フラックス
赤外物性
光電子分光・マイクロCT
理研物理科学Ⅲ

ビームライン 供給ビームタイム
［１シフト＝８時間］

産業利用Ⅱ
（BL14B2）

産業利用Ⅰ
（BL19B2）

産業利用Ⅲ
（BL46XU）

120シフト

120シフト

120シフト

ビームライン 手法、装置
供給ビームタイム

［１シフト＝８時間］
XAFS

粉末回折装置、多軸回折計、
X線イメージングカメラ、
極小角散乱、蛍光X線分析
多軸X線回折計、
薄膜構造評価用X線回折計、
硬X線光電子分光装置



ください。

User Information : https://user.spring8.or.jp/
トップページ＞ログイン＞課題申請／利用計画書
＞課題申請／利用計画書作成
課題を申請するには、まずユーザーカード番号と

パスワードでログインする必要があります。まだユ

ーザーカード番号を取得していない方は、ユーザー

登録を行ってください。産業利用課題は非専有課題

となりますので、『成果の形態および課題種』の選

択画面で“成果を専有しない”をチェックし、「重

点産業利用課題」を選択してください。
● 重点産業利用課題申請書作成上のお願い

［1］一般課題として追加審査を希望する場合

「3．利用時期、対象ビームライン、およびシフ
ト数（1）」に示す2010B期（平成22年10月～23年２

月）を対象とするビームライン（BL02B2、BL20B2、

BL20XU、BL25SU、BL27SU、BL28B2、BL37XU、

BL40B2、BL40XU、BL43IR、BL47XU、BL17SU）

については、一般課題としての追加審査が実施可

能です。追加審査を希望される方は申請書「1．
研究課題名（日本語）」の最後に［一般課題可］
と記述してください。なお、一般課題として採択

された場合は後で説明する「報告書等公開延期申

請」はできません。

［2］生命倫理および安全の確保

生命倫理および安全の確保に関し、申請者が所

属する機関の長等の承認・届出・確認等が必要な研

究課題については、必ず所定の手続きを行ってお

く必要があります。なお、以上を怠った場合また

は国の指針等（文部科学省ホームページ「生命倫

理・安全に対する取組」を参照）に適合しない場合

には、審査の対象から除外され、採択の決定が取

り消されることがありますので注意してください。

［3］人権および利益保護への配慮

申請課題において、相手方の同意・協力や社会

的コンセンサスを必要とする研究開発または調査

を含む場合には、人権および利益の保護の取り扱

いについて、必ず申請前に適切な対応を行ってお

いてください。

5．応募締切
平成22年７月１日（木）
午前10時JST（提出完了時刻）

電子申請システムの動作確認はしておりますが、

予期せぬ動作不良等の発生も考えられます。申請書

の作成（入力）は時間的余裕をもって行って下さい。

Web入力に問題がある場合は「11．問い合わせ先（1）」
へ連絡してください。応募締切時刻までに連絡を受

けた場合のみ別途送信方法の相談を受けます。

6．申請受理通知
申請が完了し、データが正常に送信されれば、受

理通知と申請者控え用の誓約事項のPDFファイルが
メールで送られますので、確認してください。メー

ルが届かない場合は申請が受理されていない状態に

なっており、申請ページでエラーがでている、また

は「提出」操作を行っていない可能性がありますの

で、必ず確認してください。

7．審査について
課題の選考は、学識経験者、産業界等の有識者か

ら構成される「利用研究課題審査委員会」（以下

「課題審査委員会」という。）により実施されます。

課題審査委員会は、「重点産業利用領域」として領

域指定された趣旨に照らして優秀と認められる課題

を選定します。審査は非公開で行われますが、申請

課題との利害関係者は当該課題の審査から排除され

ます。また、課題審査委員会の委員は、委員として

取得した応募課題および課題選定に係わる情報を、

委員の職にある期間だけでなくその職を退いた後も

第三者に漏洩しないこと、情報を善良な管理者の注

意義務をもって管理すること等の秘密保持を遵守す

ることが義務付けられています。なお、審査の経過

は通知いたしませんし、途中段階でのお問い合わせ

にも応じられませんので、ご了承ください。

審査は以下の観点に重点を置いて実施します。

（ｉ）科学技術における先端性を有すること

（i i）産業利用上の成果創出に資すること

（iii）課題分類の趣旨に合致すること

（iv）研究手段としてのSPring-8の必要性

（ｖ）実験内容の技術的な実施可能性

（vi）実験内容の安全性

8．審査結果の通知
審査結果は、申請者に対して、平成22年８月下旬

に文書にて通知します。

9．成果公開について：報告書提出と報告書公開延
期申請
SPring-8を利用して得られた解析結果および成果
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は、以下の利用報告書に取りまとめて提出していた

だきます。

（1）利用報告書

利用終了日から60日以内にUser Informationウェ

ブサイトからオンライン提出してください。

（2）重点産業利用課題報告書

課題採択後に利用業務部より送付される文書に記

載しております締切日までに提出してください。な

お、提出方法は「電子データ（原則としてMSワー

ド）」を電子メールまたは郵送で所定の宛先に提出

していただきます。

前述の報告書のうち利用報告書は、2010B期終了

後60日目から２週間後にWeb公開します。「重点産

業利用課題報告書」は印刷公表とします。

利用報告書の提出数がある程度まとまった段階

で、利用報告会を開催しますので、公開延期が認め

られた課題を除き、SPring-8が開催する報告会での

発表をお願いいたします。

また、SPring-8を利用して得られた成果に関して

は、成果公開を延期中のものを含めて、特許出願、

特許取得、製品化につながった場合は、速やかにそ

の概要を報告していただきます。

SPring-8の対外的なPR等のため、成果の使用に

ついて別途ご相談させていただくことがあります。

（3）報告書公開延期申請（希望者のみ）

提出した上記２つの報告書に関して、利用者が製

品化や特許取得などの理由により公開の延期を希望

し、SPring-8ホームページ（トップページ＞利用案
内＞お知らせ＞重点産業利用課題の利用報告書等の
公開日延期について）に示す所定の手続きにより認

められた場合には、上記２つの報告書共に公開を最

大２年間延期することができます（２つの報告書自

体は、締切日までに必ず提出していただきます）。

公開延期期間満了時には、公開延期理由の結果・

成果の報告をしていただきます。

10．その他
（1）消耗品の実費負担については、本誌95ページの

「2010B SPring-8利用研究課題募集の概要」をご

参照ください。

（2）知的財産権の帰属

課題実施者がSPring-8を利用することによって生じ

た知的財産権については、課題実施者に帰属します。

なお、JASRIスタッフが共同研究者として実施し

ている場合は、ご連絡ください。JASRIスタッフの

発明者としての認定につきましては、ケース毎に判

断します。

（3）次回2010B期第２期の応募締切

利用時期（平成23年１月～同年２月）の応募締切

は平成22年10月頃の予定です。

11．問い合わせ先
（1）課題Web申請について

〒679-5198 兵庫県佐用郡佐用町光都1-1-1

財団法人　高輝度光科学研究センター　利用業務部

TEL：0791-58-0961 FAX：0791-58-0965

e-mail：sp8jasri@spring8.or.jp

（2）SPring-8相談窓口

「このような研究をしたい」という要望から、

SPring-8の必要性、手法の選択や具体的な実験計画

の作成にいたるまで、ご相談を受付け、コーディネ

ーターを中心に課題申請のご支援をさせていただき

ます。

〒679-5198 兵庫県佐用郡佐用町光都1-1-1

財団法人　高輝度光科学研究センター　産業利用推進室

TEL：0791-58-0924

e-mail：support@spring8.or.jp
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2010B期（平成22年10月～23年２月）における萌

芽的研究支援利用研究課題について、以下の要領で

ご応募ください。

1．萌芽的研究支援利用研究課題について
萌芽的研究支援は、将来の放射光研究を担う人材

の育成を図ることを目的として、萌芽的・独創的な

研究テーマ・アイデアを有する大学院生を支援する

ものです。

2．募集領域
放射光を利用する研究（一般利用研究課題に準ずる）

3．応募資格
課題実行時に大学院博士後期課程に在学中で、

SPring-8における研究に対して主体的に責任を持っ

て実行できる若手学生を対象とします。また、指導

教員が申請を許諾し、SPring-8での実験に対し責任

を負える方に限ります。

応募資格について不明な場合は、「12．問い合わ
せ先」にお問い合せください。

4．利用時期、対象ビームライン
利用時期、募集の対象となるビームライン、シフ

ト数（シフト割合・１シフト＝８時間）および運転

モードを以下に示します。

（1）利用時期

利用時期は2010B期（平成22年10月～23年２月）

です。

（2）対象ビームライン

対象ビームラインは一般利用研究課題の対象ビー

ムラインからBL14B2、BL19B2およびBL46XUの３

本を除いたビームラインが対象となります。

ビームラインの概要につきましては、本誌97ペー

ジ「2010B SPring-8利用研究課題募集の概要」を参

照してください。

● 共用ビームライン

● 理研ビームライン

（3）運転モード

運転モードは、本誌93ページ「2010B SPring-8利

用研究課題募集の概要」を参照してください。

5．申請方法
Webサイトを利用した電子申請となります。本

誌94ページ「2010B SPring-8利用研究課題募集の概

要」をご一読いただき、以下のUser Informationウ
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BL01B1
BL02B1
BL02B2
BL04B1
BL04B2
BL08W
BL09XU
BL10XU
BL13XU
BL20B2
BL20XＵ
BL25SU
BL27SU
BL28B2
BL35XU
BL37XU
BL38B1
BL39XU
BL40B2
BL40XU
BL41XU
BL43IR
BL47XU

80％程度
45％程度
35％程度
60％程度
80％程度
80％程度
60％程度
45％程度
60％程度
25％程度
60％程度
55％程度
55％程度
75％程度
80％程度
55％程度
65％程度
45％程度
60％程度
50％程度
50％程度
55％程度
30％程度

XAFS
単結晶構造解析
粉末結晶構造解析
高温高圧
高エネルギーX線回折
高エネルギー非弾性散乱
核共鳴散乱
高圧構造物性
表面界面構造解析
医学・イメージングⅠ
医学・イメージングⅡ
軟X線固体分光
軟X線光化学
白色X線回折
高分解能非弾性散乱
分光分析
構造生物学Ⅲ
磁性材料
構造生物学Ⅱ
高フラックス
構造生物学Ⅰ
赤外物性
光電子分光・マイクロCT

ビームライン ビームタイム割合
（全237シフト）

BL17SU
BL26B1
BL26B2
BL32XU
BL45XU

10％程度
20％程度
20％程度
20％程度
20％程度

理研　物理科学Ⅲ
理研　構造ゲノムⅠ
理研　構造ゲノムⅡ
理研　ターゲットタンパク
理研　構造生物学Ⅰ

ビームライン ビームタイム割合
（全237シフト）
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ェブサイトから申請してください。

User Information : https://user.spring8.or.jp/
トップページ＞ログイン＞課題申請／利用計画書
＞課題申請／利用計画書作成

● 萌芽的研究支援課題申請書作成上のお願い

［1］１年課題

B期から始まりA期にもシフト配分を行う１年

課題を全てのビームラインにて募集します。１

年課題を希望する場合は申請書形式選択ページ

で“１年課題”を選んでください。なお、１年

課題の募集はB期のみでA期には募集しません。

6．応募締切
平成22年７月１日（木）
午前10時JST（提出完了時刻）
（誓約書の郵送期限　平成22年７月８日
（木）必着）

電子申請システムの動作確認は行っております

が、予期せぬ動作不良等の発生も考えられます。

申請書の作成（入力）は時間的余裕をもって行っ

ていただきますようお願いいたします。なお、

Web入力に問題がある場合は「12．問い合わせ先」

へ連絡してください。応募締切時刻までに連絡を

受けた場合のみ別途送信方法の相談を受けます。

7．申請受理通知
申請が完了し、データが正常に送信されれば、

受理通知と誓約書のPDFファイルがメールで送ら
れますので、必ずご確認ください。メールが届か

ない場合は申請が受理されていない状態になって

おり、申請ページでエラーがでている、または

「提出」操作を行っていない可能性がありますので、

必ず確認してください。なお、受理通知に添付さ

れる誓約書をプリントアウトし、実験責任者と指

導教員の署名をして１週間以内に「12．問い合わ
せ先」へ郵送してください。

8．審査について
一般利用研究課題としてSPring-8利用研究課題審

査委員会で審査されます。

なお、一年課題として申請されても審査の結果

2010B期のみの配分がふさわしいと判断された場合

は、2011A期にビームタイムは配分されず、通常課

題としての採択となります。

9．審査結果の通知
審査結果は、申請者に対して、平成22年８月下

旬に文書にて通知します。

10．報告書について
課題終了後60日以内に所定の利用報告書をJASRI

に提出していただきます。また支援対象研究に関

する論文、あるいは研究報告書（A4和文５枚程度）

を利用業務部へ提出してください。

11．その他
（1）旅費支援について

2010B期における本課題に関して、実験責任者と

共同実験者のうち学生１名の合計２名のSPring-8ま

での旅費（滞在費込み）を支援します。

（2）消耗品の実費負担について

2010B期における本課題は、国費による消耗品費

（定額分＋従量分）の支援を受けています。従って、

利用者が消耗品費を支払う必要はありません。

（3）次回（2011A期）の応募締切

次回利用期間（2011A期）分の募集の締め切りは

平成22年12月上旬頃の予定です。

12．問い合わせ先
〒679-5198 兵庫県佐用郡佐用町光都1-1-1

財団法人　高輝度光科学研究センター　利用業務部

TEL：0791-58-0961 FAX：0791-58-0965

e-mail：sp8jasri@spring8.or.jp



2010B期に募集する長期利用課題について、以下

の要領でご応募ください。

1．長期利用課題について
長期利用課題は、ビームタイムを長期的に確保す

ることにより、計画的に共用施設を利用する利用研

究課題で、SPring-8を長期的かつ計画的に利用する

ことによって、SPring-8の特長を活かし、科学技術

分野において傑出した成果を生みだす研究、新しい

研究領域および研究手法の開拓となる研究、産業基

盤技術を著しく向上させる研究などの一層の展開を

図ることを目的としています。課題の審査にあたっ

ては、一般の利用研究課題と共通の審査項目の他、

長期の研究目標及び研究計画が明確に定められてい

ることや、前述の成果等が期待できることを評価さ

れます。採択された課題については、採択時に課題

名、実験責任者、課題の概要などを公開するほか、

実施１年半を経過した時点で中間評価を実施し、３

年目以降の課題の継続・中止が決定されます。また、

課題終了時には事後評価が実施されます。

2．利用期間、対象ビームライン
利用時期、募集の対象となるビームラインは以下

のとおりです。また、運転モードおよび簡単なビー

ムライン情報は本誌93ページの「2010B SPring-8利

用研究課題募集の概要」をご参照ください。

（1）利用時期

2010B期より６期（３期終了後に中間評価を実施）

（2）対象ビームライン

共用ビームライン26本が対象となります。ご応募

の前にビームライン・ステーションの整備状況を

SPring-8ホームページの「ビームライン一覧」（ト
ップページ＞クイックリンク＞ビームライン情報＞
ビームライン一覧）で確認してください。なお、１

課題あたり配分できる上限ビームタイムは各期の各
ビームラインのシフト数（８時間／シフト）の

16％までです。

3．申請方法
Webサイトを利用した電子申請となりますが、長

期利用課題申請のための設定が必要となりますので

「9．問い合わせ先」まで連絡してください。実際の

申請時は、本誌94ページの「2010B SPring-8利用研

究課題募集の概要」をご一読のうえ、以下のUser

Informationウェブサイトから申請してください。

User Information：https://user.spring8.or.jp/
トップページ＞ログイン＞課題申請／利用計画書
＞課題申請／利用計画書作成

4．応募締切
平成22年６月17日（木）
午前10時JST（提出完了時刻）

電子申請システムの動作確認はしておりますが、

予期せぬ動作不良等の発生も考えられます。申請書

の作成（入力）は時間的余裕をもって行っていただ

きますようお願いたします。

Web入力に問題がある場合は「9．問い合わせ先」

へ連絡してください。応募締切時刻までに連絡を受

けた場合のみ別途送信方法の相談を受けます。

5．申請受理通知
申請が完了し、データが正常に送信されれば、受

理通知と申請者控え用の誓約事項のPDFファイルが
メールで送られますので、必ずご確認ください。メ

ールが届かない場合は申請が受理されていない状態

になっており、申請ページでエラーがでている、ま

たは「提出」操作を行っていない可能性があります

ので、必ず確認してください。

6．応募課題の審査について
申請書の審査は、書類審査と面接審査の２段階で

行われます。審査の基準は一般課題の審査基準に加
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えて

（1）長期の研究目標、研究計画が明確に定められ

ていること

（2）SPring-8を長期的、計画的に利用することによって

１）科学技術分野において傑出した成果が期待

できること

２）新しい研究領域および研究手法の開拓が期

待できること

３）産業基盤技術の著しい向上が期待できること

を考慮して行われます。

書類審査を通過した課題については、面接審査

を受けていただきます。面接審査は平成22年７月

22日を予定しています（プレゼンテーション30分、

質問など30分の時間配分を予定しています）。書類

審査に合格された課題の申請者には面接時間を連

絡いたしますので、予めプレゼンテーションの用

意をお願いします。

7．審査結果の通知
書類審査結果通知（面接時間通知）

平成22年６月末頃
採否通知

平成22年８月下旬

8．消耗品の実費負担
消耗品の実費負担については、本誌95ページの

「2010B SPring-8利用研究課題募集の概要」をご参

照ください。

9．問い合わせ先
〒679-5198 兵庫県佐用郡佐用町光都1-1-1

財団法人　高輝度光科学研究センター　利用業務部

「長期利用課題募集係」

TEL：0791-58-0961 FAX：0791-58-0965

e-mail：sp8jasri@spring8.or.jp



2010B期（平成22年10月～23年２月）における利

用につきましては、以下の要領でご応募ください。

1．成果公開・優先利用課題について
SPring-8の利用が欠かせない研究で、研究費の獲

得等により一定の評価を経た課題について、この評

価結果を尊重して、科学技術的妥当性についての二

重審査を行わず、安全性、技術的可能性および

SPring-8の必要性の審査だけで優先的に利用でき

る、成果公開を前提とした利用課題です。なお、利

用にあたっては後に述べる優先利用料金の支払いが

必要となります。優先利用枠は、ビームラインごと

の利用時間の20％を超えない枠とし、全ビームライ

ンの供給シフト数合計に対する上限は今回より廃止

するものとします。また、単一の課題で利用可能な

シフト数は、ビームラインごとの上限シフト数の半

分とします。

2．利用時期、対象ビームライン
利用時期、募集の対象となるビームラインおよび

運転モードを以下に示します。また、簡単なビーム

ライン情報は本誌97ページの「2010B SPring-8利用

研究課題募集の概要」をご参照ください。

（1）2010B期全期間（平成22年10月～23年２月）を

対象とするもの

一般課題の募集対象ビームラインから産業利用に

特化したビームライン（BL14B2、BL19B2、

BL46XU）を除いた28本が対象となります。

（2）2010B期の第１期（平成22年10月～同年12月）

を対象とするもの

産業利用ビームラインⅠ、ⅡおよびⅢは利用期を

２回に分けて年４回の締め切りを設けています。今

回の応募分は、平成22年10月～同年12月にシフトを

割当てます。

また、ビームラインの整備状況はSPring-8ホームペ

ージの「ビームライン一覧」（トップページ＞クイ
ックリンク＞ビームライン情報＞ビームライン一
覧）でも提供していますので、不明な点はそれぞれ

のビームライン担当者にお問い合わせください。ビ

ームラインを選ぶ際には「SPring-8利用事例データ

ベース」（トップページ＞利用事例＆研究成果）も

ご活用ください。

（3）運転モード

運転モードは、本誌93ページ「2010B SPring-8利

用研究課題募集の概要」を参照してください。

3．応募資格（重要：応募資格を満たしていない場
合は選考から外れます）

（1）申請者（実験責任者）が、以下の競争的資金

（一般に公開された形で明確な審査を通過して得

られた研究費を有する公的な課題と定義）におい

て、研究課題の採択をうけた方

１）国が実施する競争的資金（所管省庁は問いま

せん）科研費補助金、科学技術振興調整費な

ど

２）独立行政法人などの政府系機関が実施する競

争的資金JST、NEDO、医薬品機構など

（2）研究課題の採択をうけた方から再委託された課

題分担者を対象とします。今回より、研究費の規

模による応募基準は廃止します。

※対象とする競争的資金は内閣府総合科学技術会議

が公表しているものを基本とします。

http://www8.cao.go.jp/cstp/compefund/09ichiran.pdf

※大学内ファンド、民間資金によるファンド、日本

国外のファンドは対象外とします。
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産業利用Ⅱ（BL14B2）

産業利用Ⅰ（BL19B2）

産業利用Ⅲ（BL46XU）

XAFS
粉末回折装置、多軸回折計、X線イメージ
ングカメラ、極小角散乱、蛍光X線分析
多軸X線回折計、薄膜構造評価用X線回折
計、硬X線光電子分光装置

ビームライン 手法、装置
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※競争的資金を受けた課題の趣旨とSPring-8利用申

請の内容が異なると認められる場合は、対象外

とされることがあります。

※2008Aより人材育成を目的として評価された競争

的資金獲得課題も、募集対象としました。

4．申請方法
Webサイトを利用した電子申請となります。本

誌94ページに示す「2010B SPring-8利用研究課題募

集の概要」をご一読のうえ、申請してください。

長期の競争的資金であっても、課題申請は利用期

ごとに行っていただきます。

（1）シフト数の見積もりについて

申請に先立ち、申請者はビームライン担当者と

連絡をとり、必要シフト数を算出してください。

ビームライン担当者の連絡先は、SPring-8ホームペ

ージの「ビームライン一覧」（トップページ＞クイ
ックリンク＞ビームライン情報＞ビームライン一
覧）をご覧ください。

（2）Webサイトからの申請準備

成果公開優先利用課題申請のための設定が必要

となりますので、「11．問い合わせ先」まで連絡し

てください。まだユーザーカード番号を取得して

いない方は、以下のUser Informationウェブサイト

から申請してください。

（3）Webサイトからのオンライン課題申請

以下のUser Informationウェブサイトから申請し

てください。

User Information : http://user.spring8.or.jp/
トップページ＞ログイン＞課題申請/利用計画書
＞課題申請/利用計画書作成

から、新規作成の「New」をクリックし、「成果を

専有しない」を選択するといくつかのSTARTボタ

ンがクリックできるようになりますので、共用ビ

ームラインの「成果公開優先利用課題」をクリッ

クしてください。上記（2）で連絡いただいた方の

み、「成果公開優先利用課題」のSTARTボタンを

クリック出来るように設定します。

必須入力項目

・実験課題名（日本語および英語）と研究分野分

類・研究手法分類

・希望ビームラインと所要シフト数

・安全に関する記述

・SPring-8を必要とする理由

・実験方法とビームライン選定の理由

・競争的資金の情報（制度名/公募主体/資金を受

けた課題名/ 研究代表者名/課題の概要/実施年度

/資金額）

（4）郵送等オフラインで提出するもの

１）成果公開優先利用同意書

（User Informationウェブサイトからダウンロ

ードしてください）

２）競争的資金申請書のうち、研究目的と研究

計画についての部分のコピー

（申請書に放射光を利用する研究であること

が触れられていない場合は、補足説明をつ

けてください。PDFファイルに変換し電子

メールでの添付提出も可能です。）

上述２点を「11．問い合わせ先（書類提出先）」
へ郵送してください。その際は封筒に「成果公開

優先利用書類」と朱書きしてください。

なお、上記１）、２）については申請毎に送付し

てください。

5．応募締切
平成22年６月16日（水）
午前10時JST（提出完了時刻）
（同意書、研究目的と研究計画のコピー郵送
期限：平成22年６月18日（金）必着）

電子申請システムの動作確認はしておりますが、

予期せぬ動作不良等の発生も考えられます。申請

書の作成（入力）は時間的余裕をもって行ってい

ただきますようお願いいたします。

Web入力に問題がある場合は「11．問い合わせ先」

へ連絡してください。応募締切時刻までに連絡を

受けた場合のみ別途送信方法の相談を受けます。

6．申請受理通知
申請が完了し、データが正常に送信されれば、

受理通知と申請者控え用の誓約事項のPDFファイ
ルがメールで送られますので、必ずご確認くださ
い。メールが届かない場合は申請が受理されてい

ない状態になっており、申請ページでエラーがで

ている、または「提出」操作を行っていない可能

性がありますので、必ず確認してください。

7．審査について
安全性、技術的可能性のチェックおよびSPring-8

を利用する必要性を審査します。優先利用枠を超

えるシフト数の応募があった場合には、予算規模



（複数のサブテーマが含まれる課題については、申

請者の分担予算額）の大きい順に順位をつけます。

ただし、シフト配分に対して相応の成果が期待でき

ないと判断される場合は、利用研究課題審査委員会

で順位を判断します。

8．審査結果の通知
審査結果は平成21年６月29日（火）までに電子メ

ールまたは電話にて連絡します。選定されなかった

場合は、一般課題として応募することができます。

別途一般課題の申請Webページから申請してくだ

さい。なお、正式な通知書は平成22年８月下旬に送

付いたします。

9．成果の公開について
課題終了後60日以内に所定の利用報告書をJASRI

に提出していただきます。JASRIでは、2010B期終

了後60日目から２週間後に利用報告書をWeb公開

します。また、論文発表等で成果を公表して、公表

後すみやかにJASRIに登録していただきます（本利

用は成果公開ですので、一般課題の成果非専有課題

と同等の成果の公表となります）。

10．料金
（1）優先利用料：131,000円／シフト　税込

（2）消耗品の実費負担については、本誌95ページの

「2010B SPring-8利用研究課題募集の概要」を

ご参照ください。

11．問い合わせ先（書類提出先）
〒679-5198 兵庫県佐用郡佐用町光都1-1-1

財団法人　高輝度光科学研究センター

利用業務部「成果公開優先利用課題募集係」

TEL：0791-58-0961 FAX：0791-58-0965

e-mail：sp8jasri@spring8.or.jp
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平成18年７月の「特定先端大型研究施設の共用の

促進に関する法律」施行に伴い、利用促進業務（利

用者選定業務及び利用支援業務の総称）を行う登録

施設利用促進機関JASRIに設置された選定委員会

は、施設利用研究に関し学識経験を有する者により

構成され、JASRIが行うSPring-8の利用者選定業務

に関し意見を述べる委員会である。平成21年度は委

員会を２回開催した。平成21年度より新たな委員が

委嘱された。第８回選定委員会において委員の互選

が行われ坂田誠氏が委員長に選出され、佐々木聡氏

が委員長代理に指名された。新規委員の任期は平成

23年３月末までの２年間となる。

さて、第８回選定委員会では６項目の報告事項と

して事業説明が行われた。報告事項の後、施設者側

として現在大きな課題となっている、SPring-8の利

用成果の公表をいかに促進していくべきかについて

議論を行った。海外他機関のデータと比較しつつ、

SPring-8の現状を紹介し、問題点や課題などについ

て各委員からさまざまな意見が出された。議論の中

で、「日本の論文、「質」９位に転落」という短文の

新聞掲載記事が紹介され、研究者が雑事に追われる

あまり、研究に費やす時間が減っているという日本

のサイエンスの現状なども紹介された。このテーマ

については、SPring-8の現状を更に精査し、議論を

継続する事となった。第９回の選定委員会では、冒

頭、白川理事長より、政府の行政刷新会議において

実施された事業仕分けの結果に対し、利用者懇談会

をはじめ利用ユーザー、文部科学省及び関係各位の

絶大なるご支援、ご協力を賜った事についての謝意

があった。今回の委員会では、報告事項として４項

目の事業説明が行われた。その後、SPring-8の利用

料金の改定及び、利用成果の公表の促進の２項目に

ついて議論を行った。利用料金の改定では①時期指

定課題の利用料金　②成果公開優先利用課題の利用

料金　③成果公開優先利用課題の利用枠の拡大と応

募資格見直しの３案について議論を行った。利用料

金の変更については、現行の利用制度と併せて検討

する必要があるとの意見などがあった。施設側とし

ては委員会の意見を踏まえ関係当局と議論を進める

事となった。利用成果の公表の促進では、前回のデ

ータを更に精査し、施設側案も含めて報告を行った。

今後選定員会の下にワーキンググループを設置し、

施設側案をたたき台として、更に議論を深め、次回

の委員会に方策を提案する事となった。

第８回選定委員会
［日　　時］平成21年10月27日（火）13：30～15：30

［開催場所］東京ステーションコンファレンス503－A号

［主な議題］

（1）2009B期の利用研究課題審査結果について

（2）広エネルギー帯域先端材料解析ビームライン

（15XU）の成果評価及び次期計画報告書の審査につ

いて

（3）革新型蓄電池先端基礎科学ビームライン（京都

大学）の審査結果について

（4）第二期パワーユーザーの事後評価について

（5）粉末Ｘ線回折の測定代行開始について

（6）第21回利用期（2008A）から第23回利用期

（2009A）における特定放射光施設のうち研究者

等の共用に供する部分の利用実績について

（7）成果の公表の促進について

第９回選定委員会
［日　　時］平成22年３月23日（火）13：30～15：30

［開催場所］東京ステーションコンファレンス602－A号

［主な議題］

（1）2010A期の利用研究課題審査結果について

（2）NSRRC IDビームライン（BL12XU）・BMビ

ームライン（BL12B2）の契約期間満了に伴う成

果評価及び次期研究計画書の審査結果について

（3）先端触媒構造反応リアルタイム計測ビームライ

ン設置計画趣意書の審査結果について

平成21年度の選定委員会の活動状況

登 録 施 設 利 用 促 進 機 関
財団法人高輝度光科学研究センター

利用業務部
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（4）第24回利用期（2009B）における特定放射光施

設のうち研究者等の共用に供する部分の利用実績

について

（5）利用料金の改定について

（6）成果の公表の促進について

平成21-22年　選定委員会
坂田　誠　　国立大学法人名古屋大学　名誉教授

佐々木聡　　国立大学法人東京工業大学　

応用セラミックス研究所　教授

松下　正　　大学共同利用機関高エネルギー　

加速器研究機構　名誉教授

尾形　潔　　株式会社リガクＸ線研究所　主幹部員

片桐　元　　株式会社東レリサーチセンター　

取締役

勝部幸輝　　ファルマ・アクセス株式会社　

代表取締役会長

栗原和枝　　国立大学法人東北大学　多元物質科

学研究所　教授

合志陽一　　国立大学法人筑波大学　監事

鈴木謙爾　　財団法人特殊無機材料研究所　理事長

高原　淳　　国立大学法人九州大学　先導物質化

学研究所　教授

中川敦史　　国立大学法人大阪大学　蛋白質研究所

教授

藤井保彦　　独立行政法人日本原子力研究開発機構

量子ビーム応用研究部門　部門長
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◎平成22年１～２月の運転・利用実績
SPring-8は１月14日から２月26日までマルチバン

チおよびセベラルバンチ運転で第６サイクルの運転

を実施した。第６サイクルでは大きなトラブルも無

く順調な運転であった。総放射光利用運転時間（ユ

ーザータイム）内での故障等による停止時間（down

time）は約0.7％であった。

放射光利用実績については、実施された共同利用

研究の実験数は合計371件、利用研究者は1,808名で、

専用施設利用研究の実験数は合計197件（暫定値）、

利用研究者は809名（暫定値）であった。

1．装置運転関係
（1）運転期間

第６サイクル（１／14（木）～２／26（金））

（2）運転時間の内訳

運転時間総計 約1,026時間

①装置の調整およびマシンスタディ等 約211時間

②放射光利用運転時間 約809時間

③故障等によるdown time 約６時間

総放射光利用運転時間（ユーザータイム＝②＋③）

に対するdown timeの割合 約0.7％

（3）運転スペック等

①第６サイクル（マルチバンチおよびセベラル

バンチ運転）

・4/58filling＋53bunches

・203bunches

・160bunch train×12（マルチバンチ）

・11bunch train×29

・入射は電流値優先モード（２～３分毎（マ

ルチバンチ時）もしくは20～40秒毎（セベ

ラルバンチ時））のTop-Upモードで実施。

・蓄積電流　8GeV、～100mA

（4）主なdown timeの原因

・SR六極電磁石の不具合および交換

2．利用関係
（1）放射光利用実験期間

第６サイクル（１／18（月）～２／23（火））

（2）ビームライン利用状況

稼働ビームライン

共用ビームライン 26本

専用ビームライン 17本

理研ビームライン ７本

加速器診断ビームライン ２本

共同利用研究実験数 371件

共同利用研究者数 1,808名

専用施設利用研究実験数 197件（暫定値）

専用施設利用研究者数 809名（暫定値）

◎平成22年３～４月の実績
SPring-8は２月27日から４月１日まで年度末運転

停止期間とし、加速器やビームラインに係わる機器

の改造・点検作業、電気・冷却設備等の機器の点検

作業等を行った。

◎平成22年４月の運転・利用実績
SPring-8は４月２日から４月28日までマルチバン

チおよびセベラルバンチ運転で第１サイクルの運転

を実施している。第１サイクルの運転・利用実績に

ついては次号にて掲載する。

◎今後の予定
（1）４月29日から５月10日まで春の点検調整期間と

し、加速器やビームラインに係わる機器の改

造・点検作業、電気・冷却設備等の機器の点検

作業等を行う予定である。

（2）点検調整期間後の運転再開は５月11日からの予

定で６月11日まで第２サイクルの運転を行う。

但し、５月11日から５月13日まではマシンおよ

びBL立ち上げ調整期間としユーザーへの放射

光の提供は行わない予定である。詳細な運転条

件については決定しだいユーザーにSPring-8の

WWW等で報告する。

SPring-8運転・利用状況

財団法人高輝度光科学研究センター
研究調整部
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論文発表の現状

財団法人高輝度光科学研究センター　利用業務部

年別査読有り論文発表登録数（2010年３月31日現在）

＊利用業務部が別刷りなどの資料を受け取り、SPring-8を利用したという記述が確認できたもののみをカウント
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BL17SU
BL19LXU
BL26B1
BL26B2
BL29XU
BL44B2
BL45XU

Hardware / Software R & D

33
10
13
16

 
11
10
24

 
 
 

5
 

22
13

1
1
 
 

19
1
2

29
 

1
15

 
2
 
 
 
 

1
 

1
3

233

 
5
 
 

4
 
 

1
 

5
18

 
7
 

40

 
1
 
 

2
17
24
44

135

405

34
9

26
13

6
14

4
20

 
 
 

14
 

17
10

1
2
 

1
18
16

3
21

5
 

13
 

2
 
 
 
 

2
 

2
6

259

 
3
1
 

4
3
9
1
 

13
21

 
3
1

59

 
4
 
 

15
19
16
54

69

371

24
15
35
17
15

5
10
21

 
 
 

16
2

23
19

1
 
 

4
5

24
3

30
1
3
9
3
9
 
 
 
 

1
 

2
5

302

 
2
3
 

8
15

3
1
 

11
19

 
2
9

73

 
3
 
 

10
20
14
47

20

374

20
15
46

8
8

10
13
19

7
 

6
12
13
13
17

9
5
1

13
11
30

3
35

5
6
6
3
5
 
 
 
 

4
1
1
9

354

 
3

16
1
5

12
1
1
 

11
13

 
2

12
77

 
2
2
1

18
29
21
73

26

444

19
11
43
22
19

9
7

20
12

 
14
25

4
31
25

7
8

12
29
16
34

9
59

6
3

17
1
2
4
 

1
 

2
1
2

12
486

 
7

20
 

7
5
1
4
1

13
11
6
 

17
92

2
11
18

5
11
22
20
89

22

585

29
14
43
12
12
10

6
29
20

 
20
11
7

39
43

8
5

11
34
10
33

9
61
10

8
24

1
3
4
 

3
1
5
 

3
5

533

 
7

22
5
6
3
2
4
4
5
9
3
2

26
98

5
6

35
4

14
19
17

100

20

644

36
10
41

8
20
17
11
18
15

 
17
15

9
17
39

6
3

10
43
10
28
12
56

6
12
25

2
4
8
 

1
3

10
3
 

6
521

 
7
3
6
4

13
7
6

12
9
6
2
2

31
108

4
11
22

6
6

17
16
82

25

608

305
104
384
130
158
103

89
230
115
12
95

137
94

226
234

61
65
63

208
140
250

74
458

56
59

171
15
39
29

7
5
5

42
8

11
63

4245

0
57
67
31
71

111
32
26
36

114
122

21
23

157
868

52
59

126
45

108
181
162
733

353

5327

(1997.10)

(1997.10)

(1999.  9)

(1997.10)

(1999.  9)

(1997.10)

(1997.10)

(1997.10)

(2001.  9)

(2007.  9)

(2001.11)

(1999.  9)

(2001.  9)

(1998.  4)

(1998.  5)

(1999.  9)

(2001.  9)

(2002.11)

(2000.10)

(1997.10)

(1999.  9)

(2000.  4)

(1997.10)

(2000.  4)

(2000.11)

(1997.10)

(1999.  3)

(1998.  4)

(2002.  9)

(2005.  9)

(2002.  9)

(2004.  9)

(1998.  6)

(2002.  9)

(1998.  5)

(1997.10)

(2005.  9)

(2001.  9)

(2003.  2)

(2001.  4)

(1999.  9)

(1999.  9)

(1998.10)

(2002.  9)

(2000.10)

(2000.  2)

XAFS
Single Crystal Structure Analysis
Powder Diffraction
High Temperature and High Pressure Research
High Energy X-ray Diffraction
High Energy Inelastic Scattering
Nuclear Resonant Scattering
High Pressure Research
Surface and Interface Structure
Engineering Science ResearchⅡ
Engineering Science ResearchⅠ
Medical and ImagingⅠ
Medical and ImagingⅡ
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NET Sum Total：実際に登録されている件数（本表に表示していない実験以外に関する文献を含む）             
複数ビームライン（BL）からの成果からなる論文はそれぞれのビームラインでカウントした。             
このデータは論文発表等登録データベース（https://user.spring8.or.jp/15_7_before_p.jsp）に2010年３月31日までに登録されたデータに基づ
いており、今後変更される可能性があります。             
                          
・本登録数は別刷等でSPring-8で行ったという記述が確認できたもののみとしています。SPring-8での成果を論文等にする場
合は必ず SPring-8 のどのビームラインで行ったという記述を入れて下さい。
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BL39XU
BL40B2
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(1998.  4)
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(2004.  9)

(1998.  6)

(2002.  9)

(1998.  5)

(1997.10)

(2005.  9)

(2001.  9)

(2003.  2)

(2001.  4)

(1999.  9)

(1999.  9)

(1998.10)

(2002.  9)

(2000.10)

(2000.  2)

XAFS
Single Crystal Structure Analysis
Powder Diffraction
High Temperature and High Pressure Research
High Energy X-ray Diffraction
High Energy Inelastic Scattering
Nuclear Resonant Scattering
High Pressure Research
Surface and Interface Structure
Engineering Science ResearchⅡ
Engineering Science ResearchⅠ
Medical and ImagingⅠ
Medical and ImagingⅡ
Soft X-ray Spectroscopy of Solid
Soft X-ray Photochemistry
White Beam X-ray Diffraction
High Resolution Inelastic Scattering
Trace Element Analysis
Structural BiologyⅢ
Magnetic Materials
Structural BiologyⅡ
High Flux
Structural BiologyⅠ
Infrared Materials Science
Engineering Science ResearchⅢ
HXPES・MCT
Quantum Dynamics
Materials Science
WEBRAM
RIKEN Coherent Soft X-ray Spectroscopy
RIKEN SR Physics
Quantum Structural Science
Actinide Science
RIKEN Coherent X-ray Optics
RIKEN Structural BiologyⅡ
RIKEN Structural BiologyⅠ
　　　　　　　　　　　　　　　　　Subtotal

Hyogo Prefecture BM
Quantum Dynamics
NSRRC BM
NSRRC ID
Materials Science
WEBRAM
Sunbeam BM
Sunbeam ID
Quantum Structural Science
Actinide Science
Hyogo Prefecture ID
Pharmaceutical Industry
Laser-Electron Photon
Macromolecular Assemblies

　　　　　　　　　　　　　　　　　Subtotal

Coherent Soft X-ray Spectroscopy
SR Physics
Structural GenomicsⅠ
Structural GenomicsⅡ
Coherent X-ray Optics
Structural BiologyⅡ
Structural BiologyⅠ
　　　　　　　　　　　　　　　　　Subtotal

　　　　　　　　　　　　　　NET Sum Total
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104
384
130
158
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89
230
115
12
95

137
94

226
234

61
65
63

208
140
250

74
458

56
59

171
15
39
29

7
5
5

42
8

11
63
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67
31
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111
32
26
36

114
122

21
23

157
868
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59

126
45
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181
162
733

350
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44
14
23
11
9
7

15
17
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51
67

8
14
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10
14

9
13

3
10
11
88
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8
6
1

26
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103

5
4
1
1

22
3
5

41

390

931

48
19
51
31
28
31
20
40
27

3
40
53
45
29
20
14

7
26
21
47
45
34
47
29

9
71

2
8

10
2
1
1

10
1
3

10
883

 
5
 
 

22
16
35
33

8
50
39

3
3

20
234

6
16
17

9
21
13
37

119

376

1188

397
137
458
172
195
141
124
287
151

18
167
241
206
263
268

88
78

102
239
201
304
121
508

95
79

330
19
48
57

9
6
6

58
9

14
78

5674

0
64
67
36

105
131

75
65
45

190
178

24
48

177
1205

63
79

144
55

151
197
204
893

1116

7446

Refereed Papers：査読有りの原著論文、査読有りのプロシーディングと博士論文
Proceedings：査読なしのプロシーディング
Other publications：発表形式が出版で、上記の二つに当てはまらないもの（総説、単行本、賞、その他として登録されたもの）
NET Sum Total：実際に登録されている件数（本表に表示していない実験以外に関する文献を含む）
複数ビームライン（BL）からの成果からなる論文等はそれぞれのビームラインでカウントした。        
・本登録数は別刷等でSPring-8で行ったという記述が確認できたもののみとしています。SPring-8での成果を論文
等にする場合は必ずSPring-8のどのビームラインで行ったという記述を入れて下さい。        

成果発表出版形式別登録数（2010年３月31日現在）

＊利用業務部が別刷りなどの資料を受け取り、SPring-8を利用したという記述が確認できたもののみをカウント

SPring-8 通信
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SPring-8 Communications

SPring-8において実施された研究課題等の成果が公表された場合はJASRIの成果登録データベースに登録していただ
くことになっており、その内容は以下のURL（SPring-8論文データベース検索ページ）で検索できます。

http://www.spring8.or.jp/ja/science/publication_database/

このデータベースに登録された原著論文の内、平成22年１月～３月にその別刷もしくはコピー等を受理したもの（登
録時期は問いません）を以下に紹介します。論文の情報（主著者、巻、発行年、ページ、タイトル）に加え、データ
ベースの登録番号（研究成果番号）を掲載していますので、詳細は上記検索ページの検索結果画面でご覧いただくこ
とができます。また実施された課題の情報（課題番号、ビームライン、実験責任者名）も掲載しています。課題番号
は最初の４文字が「year」、次の１文字が「term」、後ろの４文字が「proposal no.」となっていますので、この情報か
ら以下のURLで公表している、各課題の英文利用報告書（SPring-8 User Experiment Report）を探してご覧いただく
ことができます。

http://www.spring8.or.jp/ja/news_publications/publications/user_exp_report/

今後も利用者情報には発行月の２ヶ月前の月末締めで、前号掲載分以降に登録された論文情報を掲載していく予定で
す。なお、データベースは毎日更新されていますので、最新情報は SPring-8 論文データベース検索ページでご確認く
ださい。なお、実験責任者のかたには、成果が公表されましたら速やかに登録いただきますようお願いいたします。

SPring-8 研究成果登録データベースに2010年１月～３月に登録された論文が掲載された主な雑誌と掲載論文数

Physical Review B

Applied Physics Letters

Japanese Journal of Applied Physics

Physical Review Letters

Journal of the Physical Society of Japan

Acta Crystallography Section D

Journal of Applied Physics

The Journal of Biological Chemistry

Proceedings of the Japan Academy Series B

14

11

11

10

7

6

5

5

5

最近SPring-8から発表された成果リスト

財団法人高輝度光科学研究センター
利用業務部

掲載雑誌 登録論文数

他全119誌、計 250報

Acta Crystallography Section F

Earth and Planetary Science Letters

Journal of Molecular Biology

The Journal of Physical Chemistry

Journal of Physics B

Journal of Physics: Conference Series

Macromolecules

Physics Letters B

4

4

4

4

4

4

4

4

掲載雑誌 登録論文数
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課題の成果として登録された論文
Applied Physics Letters

Physical Review B
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96 (2010)
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94 (2009)

181904

96 (2010)
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161101(R)
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233104

75 (2007)

054507

81 (2010)

060405(R)

81 (2010)

064509

81 (2010)

085124

72 (2005)

201201(R)

81 (2010)

075204

81 (2010)

100404(R)

81 (2010)

094202

15271

15970

16086

16236

16390

16411

16508

16511

16513

16661

16342

14482

15230

15872

16081

16372

16420

16480

16507

16517

16626

16666

Takahide

Kubota

Yasuhiro

Fukuma

Hiroshi

Amekura

Glenn

Myers

Stephen

Dubsky

Kouhei

Yoshimatsu

Yukiaki

Ishida

Yuanhua

Lin

Masaki

Kobayashi

Jobu

Matsuno

Yuya

Sakuraba

Hiroyuki

Okazaki

Yukiharu

Takeda

Masaichiro

Mizumaki

Amy

Lazicki

Tomomasa

Kajita

Claudia

Utfeld

David Ellis

Masaki 

Kobayashi

Masaki 

Kobayashi

Roberto

Boada

Jaakko

Akola

2008B1007

2005B0188

2006B4501

2007A4501

2007B4502

2008A4502

2008B4800

2008A1185

2008B1969

2006B1600

2009A1679

2004B0449

2005A0285

2006A3823

2007A3605

2007A3614

2007B1534

2008A1740

2007B3822

2007A1511

2005B0313

2007B1158

2009A1094

2006A3502

2004B0449

2004B0449

2008B1753

2009A1207

BL25SU

BL47XU

BL15XU

BL15XU

BL15XU

BL15XU

BL15XU

BL20B2

BL20XU

BL47XU

BL47XU

BL23SU

BL23SU

BL23SU

BL14B1

BL14B1

BL25SU

BL25SU

BL23SU

BL39XU

BL10XU

BL02B2

BL08W

BL11XU

BL23SU

BL23SU

BL39XU

BL04B2

安藤康夫

仙波伸也

雨倉宏

雨倉宏

雨倉宏

雨倉宏

小林啓介

Thomas

Christopher

Fouras

Andreas

組頭広志

組頭広志

藤森淳

Lin Yuanhua

藤森淳

松野丈夫

松野丈夫

桜庭裕弥

岡崎宏之

竹田幸治

東正樹

Yoo Choong-

Shik

勝藤拓郎

Dugdale

Stephen

石井賢司

藤森淳

藤森淳

Boada 

Roberto

Bychkov

Eugene

Ferrimagnetism in Epitaxially Grown Mn2VAl Heusler

Alloy Investigated by Means of Soft X-ray Magnetic

Circular Dichroism

Carrier-induced Ferromagnetism in Ge0.92Mn0.08Te

Epilayers with a Curie Temperature up to 190 K

Melting of Zn Nanoparticles Embedded in SiO2 at High

Temperatures: Effects on Surface Plasmon

Resonances

A General Few-Projection Method for Tomographic

Reconstruction of Samples Consisting of Several

Distinct Materials

Computed Tomographic X-ray Velocimetry

Thickness Dependent Electronic Structure of

La0.6Sr0.4MnO3 Layer in SrTiO3/La0.6Sr0.4MnO3

/SrTiO3 Heterostructures Studied by Hard X-ray

Soft X-ray Magnetic Circular Dichroism Study of

Weakly Ferromagnetic Zn1-xVxO Thin Film

Phase Change Observed in ultrathin Ba0.5Sr0.5TiO3

Films by in situ Resonant Photoemission Spectroscopy

Photoemission and X-ray Absorption Studies of

Valence States in (Ni,Zn,Fe,Ti)3O4 Thin Films

Exhibiting Photoinduced Magnetization

Local Structure Anomaly around Ge Dopants in

Mn3Cu0.7Ge0.3N with Negative Thermal Expansion

Co-concentration Dependance pf Half-Metallic

Properties in Co-Mn-Si Epitaxial Films

Spectroscopic Evidence of the Existence of Substantial

Ca 3d Derived States at the Fermi Level in the Ca-

intercalated Graphite Superconductor CaC6

Bulk 5f Electronic States in Uranium Monochalcogenide

US as Seen via Soft X-ray Photoemission Spectroscopy

Direct Observation of the Pressure-Induced Charge

Redistribution in BiNiO3 by X-ray Absorption Spectroscopy

Search for Superconductivity in LiBC at High Pressure:

Diamond Anvil Cell Experiments and First-Principles

Calculations

Opening of a Charge Gap with V Trimerization in

BaV10O15

Bulk Electronic Structure of Optimally Doped

Ba(Fe1 xCox)2As2

Magnetic Nature of the 500 meV Peak in La2-xSrxCuO4

Observed with Resonant Inelastic X-ray Scattering at

the Cu K-edge

Characterization of Magnetic Components in the

Diluted Magnetic Semiconductor Zn1-xCoxO by X-ray

Magnetic Circular Dichroism

Antiferromagnetic Interaction between Paramagnetic Co

Ions in the Diluted Magnetic Semiconductor Zn1-xCoxO

Additivity of Magnetic Contributions to the X-ray

Magnetic Circular Dichroism Spectrum

Density Variations in Liquid Tellurium: Roles of Rings,

Chains, and Cavities

雑誌情報研究成果番号 主著者 課題番号 ビームライン 実験責任者 タイトル
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Physical Review Letters
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岡研吾

三井隆也

三井隆也

大下祥雄

渡辺義夫

松井純爾

鈴木芳生

大和田謙二

大和田謙二

下村晋

大和田謙二

津坂佳幸

高野秀和

岩佐義宏
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中野貴志

中野貴志

中野貴志

中野貴志

中野貴志

中野貴志

中野貴志

中野貴志
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中野貴志

中野貴志

中野貴志

中野貴志

中野貴志

中野貴志

中野貴志

中野貴志

松村大樹

Rhombohedral-Tetragonal Phase Boundary with High

Curie Temperature in (1-x)BiCoO3-xBiFeO3 Solid Solution

A Spectrometer for Rayleigh Scattering of Mössbauer

Radiation Using Synchrotron Radiation

Study on Iron Distribution and Electrical Activities at

Grain Boundaries in Polycrystalline Silicon Substrate

for Solar Cells

Real-time Observation of Fractional-order X-ray

Reflection Profiles of InP(001) during Step-low Growth

Evaluation of Lattice Strain in Silicon Substrate Beneath

Aluminum Conductor Film Using High-Resolution X-Ray

Microbeam Diffractometry

X-ray Holographic Microscopy by Double-Prism

Interferometer

X-ray Intensity Fluctuation Spectroscopy Using

Nanofocused Hard X-rays:

Its Application to Study of Relaxor Ferroelectrics

Crystallinity Investigation of Compositionally Graded

SiGe Layers by Synchrotron X-ray Cross-Sectional

Diffraction

Development of a Total Reflection Zone Plate for Hard

X-ray Focusing

Enhancement of Pairing Interaction and Magnetic

Fluctuations toward a Band Insulator in an Electron-

Doped LixZrNCl Superconductor

Interlayer-Spacing Dependence of Tc in LixMyHfNCl

(M: Molecule) Superconductors

Near-Threshold Photoproduction of Λ(1520) from

Protons and Deuterons

Beam-Polarization Asymmetries for the p(γ→,K+)Λ and

p(γ→,K+)Σ0 Reactions for Eγ= 1.5－2.4 GeV

Near-Threshold Diffractive φ-Meson Photoproduction

from the Proton

Differential Cross Section and Photon-Beam Asymmetry

for theγ→n→K+Σ- Reaction at Eγ=1.5－2.4 GeV

Cross Sections and Beam Asymmetry for K+Σ*-

Photoproduction from the Deuteron at Eγ=1.5－2.4 GeV

Anomalous Metallic State in the Vicinity of Metal to

Valence-Bond Solid Insulator Transition in LiVS2
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小森博文

A Vault Ribonucleoprotein Particle Exhibiting 39-fold

Dihedral Symmetry

Crystallization and Preliminary X-ray Analysis of HCE-

1, a Hatching Enzyme of Medaka Fish, Oryzias latipes

Cloning, Purification, Crystallization, and Preliminary

Crystallographic Analysis of Acylphosphatase from

Pyrococcus horikoshii OT3

Crystallization and Preliminary X-ray Crystallographic

Analysis of Peptide Deformylase from Thermus

thermophilus HB8

Crystallization and Preliminary X-ray Analysis of

Carboxypeptidase 1 from Thermus thermophilus

Preliminary X-ray Crystallographic Analysis of

Thermolysin in the Presence of 4 M NaCl

Real-time in situ Nanoclustering during Initial Stages of

Artificial Aging of Al-Cu Alloys

Pressure Induced Phase Transformation of

Ba8Ga16Ge30 Clathrate Studied by X-ray Diffraction

and Raman Spectroscopy

Depth Profile High-Energy Spectroscopic Study of Mn-

doped GaN Prepared by Thermal Diffusion

Electronic Structure and Magnetism of the Diluted

Magnetic Semiconductor Fe-doped ZnO Nanoparticles

Growth of Ferroelectric Bismuth Lanthanum Nickel

Titanate Thin Films by rf Magnetron Sputtering

Crystal Structure of Acylphosphatase from

Hyperthermophilic Archaeon Pyrococcus horikoshii OT3

Crystal Structure of Monomeric Sarcosine Oxidase from
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BL01B1

BL04B2

BL46XU

BL01B1

BL01B1

BL01B1

BL01B1

BL01B1

BL25SU

BL25SU

BL25SU

BL25SU

BL01B1

BL01B1

BL41XU

BL38B1

BL38B1

BL41XU

BL41XU

鈴木守

山下栄樹

山下栄樹

山下栄樹

山下栄樹

奥田浩司

財満鎭明

高木淳一

高木淳一

奥田浩司

落合庄治郎

落合庄治郎

山下弘巳

森浩亮

川本竜彦

寺崎秀紀

井上勝哉

南川泰裕

南川泰裕

南川泰裕

大野雅史

中川和道

中川和道

中川和道

中川和道

原田誠

原田誠

蘇建栄

蘇建栄

蘇建栄

木田宗志

木田宗志

The Structure of Rat Liver Vault at 3.5 Angstrom

Resolution

Assessment of Strain of Bi2223 Filaments in Bent Ag-

Sheathed Superconducting Composites by

Synchrotron Radiation

Microstructures in Directly Bonded Si Substrates

Structural Basis for Specific Recognition of Reelin by

Its Receptors

Analysis of Critical Current Distribution of Bent Bi2223

Composite Tapes by Unifying Parameter Approach and

its Application to the Description of Average Critical

Current-Bending Strain Relation Near the Average

Irreversible Strain

Tetragonal Distortion in Thermochromic Copper(II)

Diamine Complexes Induced by the Fixation on Silica

Surfaces and Their Catalytic Activities

Supercritical Behaviors Between Magmas and Water

In-situ Observation of Solidification Behavior of 14 Cr-

Ni Steel Weld

Characterization of Structural Changes of Fe(II)-Fe(III)

Compounds with Oxidation and Reduction

Development of Transition Edge Sensor

Microcalorimeter

Study for Origins of Homochirality and Life:

Investigation for the Cosmic Scenario Using Vacuum

Ultraviolet Light and Synchrotron Radiation

Ice Chromatography.

Methodological Developments and Characterization of

Water-Ice.

Structural Studies of the Peroxisomal Matrix Protein

Import Factor, Pex14p

Structural Studies of Prefoldin, a Molecular Chaperone

雑誌情報研究成果番号 主著者 課題番号 ビームライン 実験責任者 タイトル
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課題以外の成果として登録された論文
Journal of Physics B: Atomic, Molecular and Optical Physics

Journal of the Physical Society of Japan

Physical Review B

Review of Scientific Instruments

Japanese Journal of Applied Physics

Nuclear Instruments and Methods in Physics Research Section A

Physica B

Physical Review Letters

Frustration of Direct Photoionization of Ar Clusters in Intense Extreme

Ultraviolet Pulses from a Free Electron Laser

Ion Momentum Spectroscopy of N2 and O2 Molecules Irradiated by

EUV Free-Electron Laser Pulses

Multiple Ionization of Atomic Argon Irradiated by EUV Free-Electron

Laser Pulses at 62 nm: Evidence of Sequential Electron Strip

Resonant Photoemission Spectroscopy of Layered Triangular Lattices

Ag2MO2 (M=Ni and Mn): Evidence for M 3d States at Fermi Level

Soft X-ray Magnetic Circular Dichroism Study of Ferromagnetic

Uranium Compounds

X-ray Absorption and Inverse Photoemission Study of Y1-xCaxTiO3

Soft X-ray Magnetic Circular Dichroism Study of Ca1-xSrxRuO3 across

the Ferromagnetic Quantum Phase Transition

X-ray Magnetic Circular Dichroism and Photoemission Studies of

Ferromagnetism in CaMn1-xRuxO3 Thin Films

X-ray Absorption Magnetic Circular Dichroism of (La,Ce)MnO3 Thin

Films

Fabrication of Elliptically Figured Mirror for Focusing Hard X Rays to

Size Less than 50 nm

At-wavelength Figure Metrology of Hard X-ray Focusing Mirrors

Cold-Target Recoil-Ion Momentum Spectroscopy for Diagnostics of

High Harmonics of the Extreme-Ultraviolet Free-Electron Laser Light

Source at SPring-8

Femtosecond Laser Processing of Agarose Gel Surrounding Protein

Crystals for the Development of an Automated Crystal Capturing System

A Manipulating Tool for Protein Microcrystals in Solution Using

Adhesive Material

Pulse Energy of the Extreme-Ultraviolet Free-Electron Laser at

SPring-8 Determined Using a Cryogenic Radiometer

Multi-coincidence Ion Detection System for EUV-FEL Fragmentation

Experiments at SPring-8

Soft X-ray Absorption Magnetic Circular Dichroism Study of UFe2

High-Resolution Photoemission Study of CeRhX (X=Sn, In)

Out-of Plane Nesting Driven Spin Spiral in Ultrathin Fe/Cu(001) Films

Anomalous State Aandwiched between Fermi Liquid and Charge

Ordered Mott-Insulating Phases of Ti4O7
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理研

原研

原研

原研

原研

原研

原研

光学

光学

XFEL

装置＆技術

装置＆技術

XFEL

XFEL

原研

原研

理研

理研

理研

BL17SU

BL23SU

BL23SU

BL23SU

BL23SU

BL22XU

BL23SU

BL29XU

BL29XU

BL44XU

BL44XU

BL23SU

BL23SU

BL17SU

BL17SU

BL29XU



141 SPring-8 Information／Vol.15 No.2  MAY 2010

SPring-8 Communications

Physical Review Special Topics - Accelerators and Beams

Proteins: Structure, Function, and Bioinformatics

日本物理学会誌（Butsuri）

Analytical Biochemistry

Applied Physics Express

Applied Surface Science

Biochemical and Biophysical Research Communications

Electrochemistry Communications

The FEBS Journal

Ferroelectrics

The Journal of Biological Chemistry 

Journal of Electroanalytical Chemistry 

Journal of Magnetism and Magnetic Materials 
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080706
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070701
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XFEL
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理研

理研

理研

XFEL

理研
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原研

理研
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理研

原研

理研

原研

原研

原研

BL26B1

BL26B1

BL17SU

BL45XU

BL44XU

BL23SU

BL26B1

BL14B1

BL44B2

BL14B1

BL26B2

BL14B1

BL22XU

BL23SU

Electron Bunch Compression using Dynamical Nonlinearity Correction

for a Compact X-ray Free-Electron Laser

Stable Operation of a Self-Amplified Spontaneous-Emission Free-

Electron Laser in the Extremely Ultraviolet Region

Crystal Structure of the Manganese Transport Regulatory Protein from

Escherichia coli

Crystal Structure of TTHA0807, a CcpA Regulator, from Thermus

thermophilus HB8

Circularly Polarized X-rays Probe Crystal Chirality

Creating New Light－X-ray Free Electron Laser

Reconstitution of the Muscle Thin Filament from Recombinant

Troponin Components and the Native Thin Filaments

Promotion of Crystal Nucleation of Protein by Semi-Solid Agarose Gel

Characterization of Soft-X-ray Detectors Fabricated with High-Quality CVD

Diamond Thin Films

Crystal Structure of Hydrogenase Maturating Endopeptidase Hycl from

Escherichia coli

Stability of Underpotentially Deposited Ag Layers on a Au(111)

Surface Studied by Surface X-ray Scattering

The Crystal Structure of a Xyloglucan-Specific Endo-β-1,4-glucanase

from Geotrichum sp. M128 Xyloglucanase Reveals a Key Amino Acid

Residue for Substrate Specificity

Magnetic and Dielectric Properties of R0.5Ca0.5MnO3 (R = Eu-Lu)

Structure of RecJ Exonuclease Defines Its Specificity for Single-

Stranded DNA

In situ Structural Study on Underpotential Deposition of Ag on Au(111)

Electrode using Surface X-ray Scattering Technique

Electronic Structure and Magnetism of CaMn1-xRuxO3 Thin Films
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Journal of Molecular Biology

Journal of Physics: Conference Series

Journal of Solid State Chemistry

Journal of Synchrotron Radiation

Langmuir

Nature Photonics

Nuclear Technology

Optics Express 

Physical Review A

電気学会論文誌Ｃ（IEEJ Transactions on Electronic, Information and Systems）

分光研究（Journal of Spectroscopical Society of Japan）

377 (2008) 

246-257

194 (2009)

012052

182 (2009)

1611-1618

17 (2010) 

12-24

21 (2005) 

4024-4033

2 (2008) 

555-559

168 (2009) 

387-390

17 (2009)

23443-23448

79 (2009)

031201

129 (2009) 

213-218

58 (2009) 

205-214

15986

16403

16037

16112

15283

16212

15894

16407

16402

16715

16122

Mayuko

Akahoshi

Hironobu

Fukuzawa

Kenji

Yoshii

Daisuke

Ishikawa

Kohei

Uosaki

Tsumoru

Shintake

Yoshihiro

Asano

Hitoki

Yoneda

Hironobu

Fukuzawa

Toru Hara

Alfred

Baron

理研

XFEL

原研

装置＆技術

原研

XFEL

XFEL

XFEL

XFEL

XFEL

装置＆技術

BL45XU

BL14B1

BL35XU

BL14B1

BL35XU

The Crystal Structure of Plant-Specific Calcium-Binding Protein

AtCBL2 in Complex with the Regulatory Domain of AtCIPK14

Momentum Spectroscopyof Fragment Ions Emitted from Xe Clusters

Irradiated by EUV-FEL at SPring-8

Magnetic and Dielectric Properties of YbFe2-xMnxO4 (0＜－x＜－1)

Temperature Gradient Analyzers for Compact High-Resolution X-ray

Spectrometers

In situ Dynamic Monitoring of Electrochemical Oxidative Adsorption

and Reductive Desorption Processes of a Self-Assembled Monolayer

of Hexanethiol on a Au(111) Surface in KOH Ethanol Solution by

Scanning Tunneling Microscopy

A Compact Free-Electron Laser for Generating Coherent Radiation in

the Extreme Ultraviolet Region

Radiation Shielding Aspects of the SCSS Prototype XFEL Facility

Ultra-Fast Switching of Light by Absorption Saturation in Vacuum

Ultra-Violet Region

Dead-Time-Free Ion Momentum Spectroscopy of Multiple Ionization of

Xe Clusters Irradiated by euv Free-Electron Laser Pulses

Development of Next Generation Synchrotron Light Source -from

Spontaneous to Stimulated Emission- 

Phonons in Crystals using Inelastic X-Ray Scattering
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課題申請のWeb化及びユーザー向けポータルサ

イト（User Information Webサイト＊1）の立ち上

げから早５年が経過しました。この間、課題申請書

を始めとするオンライン提出書類の総数が10万件を

超え、システム全体では10GB近い電子データが保

存されています。

課題申請システムには、開始当時から過去の期の

申請データ閲覧機能が備わっていました。しかし、

提出・未提出に関わらずすべての期の申請データが

一覧表示されるため、申請数が増えるにつれ、目的

の申請書を探しづらくなる状況が生じていました。

さらに、課題の採択後に提出する「オンライン提出

書類」（利用申込書／試料および薬品等持込申請

書／物品持ち込み届）や「ビームタイム利用報告書」

「利用報告書」では、現在の期のデータだけが表示

されるため、期が変わると過去の申請内容を閲覧で

きないといった機能上の制約もありました。この点

に関しては、複数の利用者の方から改善要望が寄せ

られていたため、後述する改修を実施しました。

また、User Information Webサイト上の各種検

索システム（ビームタイム利用報告書／利用報告

書／研究成果）では、従来から多機能な検索機能を

提供していましたが、検索条件によっては結果が表

示されるまでに時間がかかるケースもありました。

以前にも増して研究成果に注目が集まる中、これら

のデータベース検索の処理速度を改善することは緊

切な課題であったため、パフォーマンスの劇的な改

善に取り組みました。

2010年４月から利用可能になった新機能は次の通

りです。

【主な改善】
［課題申請ページ］

・過去の期の課題申請書の絞り込み（フィルタ）機能

［提出書類ページ］

・過去の期の提出書類の表示及び絞り込み（フィル

タ）機能

［各種検索ページ］

・検索速度の大幅向上

・複数期の串刺し検索機能（ビームタイム利用報告

書／利用報告書）

・キーワードによる全文検索機能

【その他の改善】
［課題申請ページ］

・課題申請書提出直後に受理期を表示

［各種検索ページ］

・検索インターフェイスの改善（利用報告書）

・検索結果のページ送り（25/50/100件）機能

［その他］

・SPring-8 オフィシャルWebサイトの「ビームラ

イン一覧」＊2からリンクされている『文献検索』

の検索速度改善
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最近のSPring-8 関係功績の受賞

※功績が認められ最近受賞されたSPring-8利用者等を掲載しています。

ゴットフリード・ワグネル賞2009 3等賞 主催：ドイツ商工会議所

受賞者

ビームライン

研究業績

受賞理由

岩田　忠久

東京大学　大学院農学生命科学研究科　生物材料科学専攻　高分子材料学研究室　准教授

（独）理化学研究所　高田構造科学研究室　客員研究員

前田バイオ工学研究室　客員研究員

BL45XU、BL47XU

生分解性バイオポリエステルの高性能化

岩田忠久氏は、糖や植物油などの再生可能な資源から生分解性繊維を製造するという今までにな

かった技術を提案した。生分解性バイオポリエステルが最初に発見されたのは実に1925年にまで遡

るが、機械的物性に問題（特に引張強度の低さ）があるため実用的な応用は極めて限られていた。

同氏は、1 GPaを超える引張強度を持つ世界最強の生分解性繊維の製造に成功した。この成功は、繊

維の新規な紡糸法と延伸法の開発によってもたらされたものである。同氏は生分解性についても詳

しく検討し、分解速度を制御する因子も見つけ出した。

すでに80年前から知られていながら、実用に至らなかったポリマーから実用的な生分解性材料が

作り出されたことが示すように、この研究成果はきわめて高い独創性と創造性によってもたらされ

たものである。遺伝子組み換え大腸菌の使用と培地の改良が超高分子量ポリマーの合成を可能にし、

革新的な紡糸プロセスを開発することによって極めて強度の高い繊維の製造法が実現された。

これらの生分解性バイオポリエステルは、その優れた強度と生分解性を利用して農業用多層フィ

ルム、砂袋、漁網、屋外レジャー用品（ゴルフティー、釣り糸など）、食品包装フィルム、使い捨て

カップ、コンポストバッグ、さらには細胞増殖用の足場や骨固定ボルトなどの医療用品に至る非常

に幅広い製品への応用が期待されている。

第11回高エネルギー加速器科学研究奨励会西川賞 主催：（財）高エネルギー加速器科学研究奨励会

受賞者

受賞テーマ

加速器

研究内容

受賞理由

冨澤　宏光

（財）高輝度光科学研究センター　加速器部門　副主幹研究員

高輝度フォトカソード電子銃のための高品質レーザー光学システム

入射器（線型加速器）

XFELやERLなどの次世代放射光源加速器やライナックベースの小型Ｘ線源などの高輝度電子源と

して有望なフォトカソード電子銃の研究開発を目的とする。フォトカソード電子銃では、レーザー

をカソードに照射して電子生成を制御する。そのため、生成された電子ビームがこれらの将来計画

で要請される性能を満たすには、レーザーの品質および制御性の向上が大前提となっている。特に、

RF電子銃から低エミッタンスビームを生成するための、レーザーパルスの３次元形状最適化に関す

る研究をしている。また、マルチバンチや最終的にはＣＷ運転までの高繰り返し運転の要求にフォ

トカソード電子銃が応える必要性から、ファイバーベースのレーザー光源のシステム設計やレーザ

ー偏光制御による電子生成方法の基礎研究をしている。

フォトカソードＲＦ電子銃でレーザーパルスの３次元形状最適化を世界に先駆けて実現し、低エ

ミッタンスビームを生成可能とする光源レーザーをシステムとして完成させたことから、フォトカ

ソード電子銃全般におけるレーザー光源システムの研究開発、およびレーザーを応用した加速器要

素技術の新規提案などの一連の業績を評価された。受賞理由として評価された具体的内容を以下に

略記する。
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告 知 板

カソード上で均一なレーザースポットを実現するために遺伝的アルゴリズムの援用による補償ミ

ラーでの自動最適化技術を、矩形時間パルス形状を実現するためにパルススタッカーを、それぞれ

世界に先駆けて独自に開発した。両技術を組み合わせることで、レーザーパルスの３次元形状最適

化によるエミッタンスの低減の実証に成功した。このような整形システムには、レーザー光源が常

に安定であることが求められることから、湿度を55%に保ったクリーンルーム（レーザー環境試験室）

による光学系損傷の低頻度化、温調プレートによる光学アライメントの恒常化を実現し、アクティ

ブなフィードバック制御を用いることなく長期安定化に成功した。この安定化技術でレーザーパル

スが精密に調整可能となり、様々な実験要求に同時に応える自動最適化システムをメタヒューリス

ティックなアルゴリズムにより実現することに成功し、光源レーザー制御技術とその応用技術の発

展に貢献した。

※ゴットフリード・ワグネル賞2009 ３等賞を受賞の岩田忠久准教授の記事はSPring-8 利用者情報 Vol.15 No.3（2010

年８月号）に掲載予定です。

※第11回高エネルギー加速器科学研究奨励会西川賞を受賞の冨澤宏光副主幹研究員の記事はFASだより第71号（（財）高

エネルギー加速器科学研究奨励会発行）に掲載されています。

※第60回金属組織写真賞　最優秀賞受賞の小嗣真人（（財）高輝度光科学研究センター所属）研究員の記事はSPring-8

利用者情報 Vol.15 No.1（2010年２月号）に掲載されています。
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SPring-8 利用者情報　読者の皆さまへ
WEB版移行についてのお知らせ（予告）

『SPring-8 利用者情報』は、当SPring-8をご利用頂く研究者の方やSPring-8の利用を

検討されている方、またSPring-8の情報をお知りになりたい方へ「生」に近い情報を

できるだけ早く提供することをコンセプトに、情報提供の場として、また研究成果の

報告の場として、1996年（平成８年）３月に創刊いたしました。それから10余年、利

用研究者数も順調に増え、延べ約11万人に達しています。しかしながら、ニーズの多

様化などのSPring-8 を取り巻く環境の変化、また、11月号で実施しましたアンケート

結果で、概ね読者の皆さまのご理解とご賛同を頂いたことを踏まえ、誠に勝手ながら

『SPring-8 利用者情報』は2010年11月号の発行をもちまして、紙媒体による出版を終

了し、ＷEB版のみへと移行させて頂く運びとなりました。2011年より、新たな

『SPring-8 利用者情報』として生まれ変わります。

永年冊子をご愛読いただきました皆さまに心から感謝申し上げますとともに、ご理

解賜りますようお願い申し上げます。2011年より、新たな『SPring-8 利用者情報』と

して再出発いたしますので、ご期待ください。

今後のＷEB化につきまして、ご提案などございましたら、事務局までお寄せくださ

い。全て担当者が目を通し、制作および業務向上のために参考にさせていただきます。

利用者情報編集委員長　牧田　知子

専用施設の設置計画趣意書承認について

登 録 施 設 利 用 促 進 機 関　
財団法人高輝度光科学研究センター

平成22年度に新たに提案があった以下の専用施設設置計画について、設置計画趣意

書の審査を行った結果、平成22年３月に設置計画の趣意が認められました。

ビームライン名称：先端触媒構造反応リアルタイム計測ビームライン

提案者：国立大学法人　電気通信大学　岩澤　康裕
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（Previous Affiliation）Affiliation

Job TitleDepartment/Division

 ◯その他の方で送付を希望される方は、本票に必要事項を記入のうえ、図書情報課 (Fax: 0791-58-2798)までお
送り下さい。
If you wish to subscribe to the "SPring-8 Information," please fill out and send this form to the Library and 
Information Section by fax at +81-791-58-2798. 

 ◯本誌は、SPring-8の利用者の方々に役立つ様々な情報を提供していくことを目的としています。ご意見、ご要望
等ございましたら、ご連絡ください。
The SPring-8 Information aims at providing useful information for SPring-8 users. If you have any comments or 
suggestions, please feel free to contact us.

 ◯上記の個人情報（名前、メールアドレス、連絡先等）は、SPring-8利用者情報誌発送以外の目的では利用いたし
ません。
We only use the personally identifiable information above (name and e-mail/postal addresses) to send you the 
“ SPring-8 Information.”  We will not use the information for any other purposes.

　ご意見/ご要望：
　Comments and suggestions:　

“SPring-8 Information” SUBSCRIPTION REQUEST FORM

Please check the appropriate box.
□ Add my name  □ Change my subscription information  □ Stop my subscription

（財）高輝度光科学研究センター 利用業務部図書情報課 「SPring-8 利用者情報」事務局
 〒679-5198　兵庫県佐用郡佐用町光都１－１－１
 TEL: 0791-58-2797  FAX: 0791-58-2798

“SPring-8 Information” Secretariat, Library and Information Sec., User Administration Div.
 Japan Synchrotron Radiation Research Institute (JASRI)

1-1-1 Kouto, Sayo-cho, Sayo-gun, Hyogo 679-5198 JAPAN
TEL: +81-(0)791-58-2797　FAX: +81-(0)791-58-2798

いずれかを○で囲んで下さい。 新規・変更・不要 （既に本誌がお手元に届いている場合は、新規の登録は不要です。）

〒 



SPring-8 利用者情報　編集委員会

委員長 牧田　知子　　利用業務部

委　員 田口　哲也 研究調整部

山田　裕弘 利用業務部

淡路　晃弘 広報室

持箸　　晃 加速器部門

古川　行人 制御・情報部門

大橋　治彦 光源・光学系部門

杉本　邦久 利用研究促進部門

梶原堅太郎 産業利用推進室

川上　泰弘 施設管理部

田中　省吾 安全管理室

山口　　宏 利用者懇談会 編集幹事（関西学院大学）

小澤　芳樹 利用者懇談会 編集幹事（兵庫県立大学）

事務局 松本　　亘 利用業務部

神田ゆかり 利用業務部

SPring-8 利用者情報 Vol.15 No.2 MAY 2010

SPring-8  Information

発行日　　平成22年（2010年）５月16日

編　集　　SPring-8 利用者情報編集委員会

発行所　　財団法人　高輝度光科学研究センター
TEL 0791-58-0961  FAX 0791-58-0965

（禁無断転載）



財団法人高輝度光科学研究センター
Japan Synchrotron Radiation Research Institute

こうと

〒679-5198　兵庫県佐用郡佐用町光都1－1－1
［広　報　室］TEL 0791－58－2785  FAX 0791－58－2786
［総　務　部］TEL 0791－58－0950  FAX 0791－58－0955
［利用業務部］TEL 0791－58－0961  FAX 0791－58－0965
  e-mail：sp8jasri@spring8.or.jp
  SPring-8 homepage：http://www.spring8.or.jp/

中央管理棟屋上から臨む蓄積リング棟・
シンクロトロン棟・線型加速器棟・XFEL施設（仮称）
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